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1 変更の概要 

このセクションでは、 このドキュメントに対する各リリースおよびドキュメント バージョンの

変更点について説明します。 

1.1 リリース 43.12、2023 年 12 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.1.1 SIP サーバの設定値  を更新 – 例を更新しました (行ごとにドメイ

ンと外部 ID を追加)。 

▪ セクションを追加しました 6.2.15 通話の移動。 

▪ セクション 6.3.5.1 ネイティブダイヤラーで通話する  を更新 – 携帯電話発信通話の

構成可能なプレフィックス サポートに関する詳細を追加しました。 

▪ セクション 6.1.20 転送 を更新 – 新しい自動ホールド オプションに関する詳細を追加

しました。 

▪ セクション 6.1.48 RTCP-XRを追加しました。 

▪ ベータ版にセクション PSTN 通話の音声拡張機能 を追加しました。 

1.2 リリース 43.11、2023 年 11 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.1.8.1 SIP フェイルオーバー を更新 – 登録のクリーンアップと q 値の

更新に関する詳細を追加しました。 

1.3 リリース 43.10、2023 年 10 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.1.29.2  ボイスメールへの電話転送 をベータ版から移動しました。 

▪ セクション 6.3.5.2 通話中のコントロール を更新 – コンサルテーション転送と進行中

の別の通話への転送に関する詳細を追加しました。 

▪ セクション 6.3.5.6 MNO モビリティ - 通話中ウィジェット を更新 – 完全な転送に関

する詳細を追加しました。 

1.4 リリース 43.9、2023 年 9 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.1.47 同じユーザとの同時通話 をベータ版から移動しました。 

▪ セクション 6.1.20 転送 を更新 – 進行中の通話への転送に関する詳細を追加しまし

た。 
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▪ セクション 0  

▪ リモート ミュート コントロール イベント パッケージ (Webex Calling のみ)を追加し

ました。 

▪ ベータ版にセクション ボイスメールへの電話転送 を追加しました。 

1.5 リリース 43.8、2023 年 8 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ ベータ版にセクション 同じユーザとの同時通話 を追加しました。 

1.6 リリース 43.7、2023 年 7 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.3.5.6 MNO モビリティ - 通話中ウィジェット をベータ版から移動しまし

た。 

1.7 リリース 43.6、2023 年 6 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.1.46 メディア適応と復元力の実装 (MARI) をベータ版から移動しまし

た。 

▪ ベータ版にセクション MNO モビリティ - 通話中ウィジェット を追加しました。 

▪ セクション 5.4 config-wxt.xml のデプロイ を更新 - 最新の Webex アプリケーション 

リリース バージョンで構成テンプレートを最新の状態に保つための推奨事項を追加しま

した。 

1.8 リリース 43.5、2023 年 5 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.1.45 ブロックリスト (Webex Calling のみ)を追加しました。 

▪ セクション 6.1.44 プライマリ プロファイルを更新しました。 

1.9 リリース 43.4、2023 年 4 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクション 6.2.8 BLF によるコール ピックアップ通知を更新しました。 

▪ セクション 6.2.13 仮想回線 (Webex Calling のみ)を追加しました。 

▪ セクション メディア適応と復元力の実装 (MARI) をベータ版に追加しました。 

1.10 リリース 43.3、2023 年 3 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 
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▪ セクション 6.1.44 プライマリ プロファイルを追加しました。 

▪ セクション 0  

▪ 共有回線の外観を更新しました。 

1.11 リリース 43.2、2023 年 2 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクションを更新しました 0  

▪ 共有回線の外観。 

▪ 追加した 6.2.11 生存可能性ゲートウェイ (Webex Calling のみ)。 

▪ セクションを更新しました 6.1.4 TCP, TLS または UDP の使用とキープアライブを強制

する。 

1.12 リリース 43.1、2023 年 1 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクションを更新しました 0  

▪ 共有回線の外観。 

1.13 リリース 42.12、2022 年 12 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクションを追加しました 0  

▪ 共有回線の外観。 

▪ 更新されたセクション 6.1.31 コールセンター/コールキューのログイン/ログアウト 

▪ 追加されたセクション 7 初期フィールド トライアル (BETA) の機能。 

▪ 更新されたセクション 6.3.5.2 通話中のコントロール。 

▪ 更新されたセクション 6.1.8.3 IP バージョンを適用する –prefer-ipv4 モードと prefer-i

pv6 モードを追加しました。 

1.14 リリース 42.11、2022 年 11 月の変更点 

このリリースでは、このドキュメントに変更はありません。 

1.15 リリース 42.10、2022 年 10 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ 追加されたセクション 6.1.43 QoS DSCP マーキング。 
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1.16 リリース 42.9、2022 年 9 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ 更新されたセクション 6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバイダーによる位置レポー

ト。 

▪ 更新されたセクション 6.2.8 BLF によるコール ピックアップ通知。 

1.17 リリース 42.8、2022 年 8 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。  

▪ 追加されたセクション 6.1.42 PSTN/携帯電話のノイズ除去。 

▪ 追加されたセクション 6.2.10 コール キュー エージェント CLID の選択。 

1.18 リリース 42.7、2022 年 7 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ 追加されたセクション 6.2.9 リモートコントロールイベントパッケージ。 

▪ 追加されたセクション 6.3.5.4 ネイティブ通話の通知。 

▪ 追加されたセクション 0 ネイティブ通話を集中ミーティングに移動する。 

1.19 リリース 42.6、2022 年 6 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ 追加されたセクション 6.2.4 SIP 通話を会議にエスカレーション。 

▪ 追加されたセクション 6.1.42 PSTN/携帯電話のノイズ除去。 

1.20 リリース 42.5、2022 年 5 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ 追加されたセクション 6.1.41 スパム電話の表示。 

▪ 追加されたセクション 6.1.28 Webex Calling のボイスメールの文字起こし。  

▪ 追加されたセクション 6.1.8.3 IP バージョンを適用する。 

▪ 追加されたセクション 4.1 ローカライズされたクライアントのダウンロード。 

1.21 リリース 42.4、2022 年 4 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ 追加されたセクション 6.1.40 画面共有を無効にする。 

▪ 追加されたセクション 6.3.2.1 MWI。 

▪ 追加されたセクション 6.3.2.2 リングスプラッシュ。 
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1.22 リリース 42.3、2022 年 3 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ 更新されたセクション 6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバイダーによる位置レポー

ト。 

▪ 更新されたセクション 6.1.8.2 SIP フェイルバック。 

▪ 更新されたセクション 6.1.6 動的な SIP プロキシ検出。 

▪ 追加されたセクション 6.1.5 SIP ソケットを開くための構成可能なタイムアウト。 

▪ 更新されたセクション 6.1.35 SIP-URI ダイヤル。 

▪ セクションを追加しました 6.3.5.2 通話中のコントロール。 

1.23 リリース 42.2、2022 年 2 月の変更点 

このリリースでは、このドキュメントに変更はありません。 

1.24 リリース 42.1、2022 年 1 月の変更点 

このバージョンのドキュメントには次の変更が含まれています。 

▪ セクションを更新しました 6.1.30 設定ポータル および Web ベースの通話設定。 

▪ セクションを追加しました 6.1.39 アイデンティティとしての PAI。 
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2 設定ファイルの変更 

2.1 リリース 43.12 の構成ファイルの変更点 

▪ <config><protocols><sip><lines>の下の各 <line> セクションに <domain> タグを

追加しました。  

<構成> 

<プロトコル><sip> 

    <行> 

        <行> 

            <ドメイン>%BWHOST-1%</ドメイン> 

            ... 

        </line> 

        <行> 

            <ドメイン>%BWHOST-2%</ドメイン> 

            ... 

        </line> 

        ... 

▪ [デスクトップのみ] <config><services><calls> セクションに <move-here> タグを

含む <call-move> セクションを追加しました。  

<設定> 

<サービス><通話> 

    <呼び出し-移動> 

         <move-here allowed="%ENABLE_CALL_MOVE_HERE_WXT%"/> 

▪ <config><services><calls>セクションに <speech-enhancements> タグを追加しまし

た。  

<構成> 

<サービス><通話> 

   <音声拡張機能有効 = "%ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT%"/> 

▪ [モバイルのみ] <config><services><dialing><native> セクションに <fac-prefix> 

タグを追加しました。  

<構成> 

<サービス> 

  <ダイヤル> 

    <ネイティブ有効 = "%ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT%" enable-bwks-mobile-dependency = "%DIALIN

G_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT%"> 

      <fac-prefix value="%DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT%"/> 

▪ タグ <config><services><calls><transfer-call> に自動保留属性を追加しました。  

<構成> 

<サービス><通話> 

   <transfer-call available="%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%" xsi-enabled="%ENABLE_XSI_TRANSFER_C

ALLS_WXT%" type="%TRANSFER_CALL_TYPE_WXT%" auto-hold="%ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT%"/> 

▪ <config><protocols><sip>に <rtcp-xr> セクションを追加しました。  

<構成> 
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<プロトコル><sip> 

    <rtcp-xr> 

        <ネゴシエーションを有効にしました="%ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT%"/> 

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %BWHOST-n% 

▪ %ENABLE_CALL_MOVE_HERE_WXT% 

▪ %ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT% 

▪ %DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT% 

▪ %ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT% 

▪ %ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT% 

2.2 リリース 43.11 の構成ファイルの変更点 

▪ <config><protocols><sip>セクションの下に、サブタグとして <registration-clean

up> を含む新しい <register-failover> セクションを追加しました。 <q-value>タ

グは <register-failover> タグの下に移動されました。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

    <q-value>1.0</q-value><!-- 非推奨 --> 

    <フェイルオーバーの登録> 

        <登録-クリーンアップ>%SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT%</登録-クリーン

アップ> 

        <q-value>1.0</q-value> 

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT% 

2.3 リリース 43.10 の構成ファイルの変更点 

このバージョンの構成ファイルには更新はありませんでした。 

2.4 リリース 43.9 の構成ファイルの変更点 

▪ <config><services><calls>セクションのタグ <multiple-calls-per-user> の名前を 

< に変更しました。同じユーザとの同時通話>。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<同じユーザとの同時通話が有効="%ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT%"/> 

▪ 新しいタグ <remote-mute-control> をセクション <config><services><calls> に追

加しました。 

<構成> 
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<サービス><通話> 

<リモートミュートコントロールが有効になっている="%ENABLE_REMOTE_MUTE_CONTROL_WXT%"/> 

▪ <config><services><voice-mail>セクションに新しいタグ <forwarding> を追加しま

した。 

<構成> 

<サービス><ボイスメール> 

<転送可能="%ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT%"/> 

 

次の %TAG% が更新されました: 

▪ %ENABLE_MULTIPLE_CALLS_PER_USER_WXT% の名前が %ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WIT

H_SAME_USER_WXT% に変更されました 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %ENABLE_REMOTE_MUTE_CONTROL_WXT% 

▪ % ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT % 

2.5 リリース 43.8 の構成ファイルの変更点 

▪ <config><services><calls>セクションに新しいタグ <multiple-calls-per-user> を

追加しました。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<ユーザごとの複数の呼び出しが有効な="%ENABLE_MULTIPLE_CALLS_PER_USER_WXT%"/> 

 

次の %TAG% が追加されました: 

▪ %ENABLE_MULTIPLE_CALLS_PER_USER_WXT% 

2.6 リリース 43.7 の構成ファイルの変更点 

このバージョンの構成ファイルには更新はありませんでした。 

2.7 リリース 43.6 の構成ファイルの変更点 

▪ [モバイルのみ] セクション <config><services><calls> のタグ <hold>、<transfer

-call>、および <escalate-to-webex-meeting> にウィジェットが有効になる新しい

属性を追加しました。 

<構成> 

<サービス><通話> 

   <hold xsi-enabled="%ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT%" ウィジェット-enabled="%ENABLE_WIDGET_HOLD

_CALLS_WXT%"/> 

   <transfer-call available="%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%" xsi-enabled="%ENABLE_XSI_TRANSFER_C

ALLS_WXT%" widget-enabled="%ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT%" type="%TRANSFER_CALL_TYPE_WXT%

"/> 
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   <escalate-to-webex-meeting Enabled="%ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT%" widget-e

nabled="%ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT%"/> 

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WXT% 

▪ %ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT% 

▪ %ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% 

2.8 リリース 43.5 の構成ファイルの変更点 

▪ [Webex Calling のみ] <config><services><calls> セクションに <call-block> タ

グを追加しました 

<構成> 

<サービス><通話> 

   <コールブロックが有効になっている="%ENABLE_CALL_BLOCK_WXT%"/> 

 

次の %TAG% が追加されました: 

▪ %ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% 

2.9 リリース 43.4 の構成ファイルの変更点 

▪ [Webex Calling のみ] <line> タグが追加されるたびに 線種 属性。 各 <line> タ

グの下に <external-id> タグも追加しました。 

<構成><プロトコル> 

<一口> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

     ... 

     <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-1%"> 

         <external-id>%BWUSEREXTID-1%</external-id> 

         ... 

     </line> 

     <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-2%"> 

         <external-id>%BWUSEREXTID-2%</external-id> 

         ... 

     </line> 

     ... 

     <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-10%"> 

         <external-id>%BWUSEREXTID-10%</external-id> 

         ... 

     </line> 

▪ [ベータ] <services><calls><audio> に <audio-quality-enhancements> セクション

を追加し、<services><calls><video> に <video-quality-enhancements> セクショ

ンを追加しました。 

<構成> 
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<サービス><通話> 

<通話> 

<音声>         

        <オーディオ品質の強化> 

                     <マリ> 

                      <fec 有効 = "%ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT%"> 

                             <x-ulpfecuc>8000</x-ulpfecuc> 

                            <ペイロード>111</ペイロード> 

                             <max_esel>1400</max_esel> 

                             <max_n>255</max_n> 

                             <m>8</m> 

                             <multi_ssrc>1</multi_ssrc> 

                            <non_seq>1</non_seq> 

                             <フィードバック>0</フィードバック> 

                             <order>FEC_SRTP</order> 

                         </fec> 

                         <rtx 有効 = "%ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT%"> 

                             <mari-rtx>90000</mari-rtx> 

                             <ペイロード>112</ペイロード> 

                             <時間>180</時間> 

                             <データフロー>1</データフロー> 

                             <order>RTX_SRTP</order> 

                         </rtx> 

                     </マリ> 

  </オーディオ品質の拡張> 

            ... 

<ビデオ> 

    <ビデオ品質の拡張> 

               <マリ> 

                      <fec Enabled="%ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT%"> 

                             <x-ulpfecuc>8000</x-ulpfecuc> 

                             <ペイロード>111</ペイロード> 

                             <max_esel>1400</max_esel> 

                             <max_n>255</max_n> 

                             <m>8</m> 

                             <multi_ssrc>1</multi_ssrc> 

                             <non_seq>1</non_seq> 

                             <フィードバック>0</フィードバック> 

                             <order>FEC_SRTP</order>                   

                         </fec> 

                         <rtx 有効 = "%ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT%"> 

                             <mari-rtx>90000</mari-rtx> 

                             <ペイロード>112</ペイロード> 

                             <時間>180</時間> 

                             <データフロー>1</データフロー> 

                             <order>RTX_SRTP</order> 

                         </rtx> 

                     </マリ> 

  </video-quality-enhanced> 

▪ [デスクトップのみ] <protocols><sip> の対応する <line> セクションにある最初の

行ラベル名のハードコーディングされた値を削除しました。 

<構成> 
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<プロトコル><sip> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

   … 

   <行> 

   <label>%BWAPPEARANCE-LABEL-1%</label> 

 …  

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% 

▪ %ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% 

▪ %ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% 

▪ %ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% 

 

次のシステム レベル %TAG%s が追加されました: 

▪ %BW-メンバータイプ-n% 

▪ %BWUSEREXTID-n% 

2.10 リリース 43.3 の構成ファイルの変更点 

このバージョンの構成ファイルには更新はありませんでした。 

2.11 リリース 43.2 の構成ファイルの変更点 

<services><calls>セクションに <device-owner-restriction> タグを追加しました。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<デバイス所有者制限の有効化 = "%ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT%"/> 

  

次の %TAG% が追加されました: 

▪ %ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT% 

2.12 リリース 43.1 の構成ファイルの変更点 

このバージョンの構成ファイルには更新はありませんでした。 

2.13 リリース 42.12 の構成ファイルの変更点 

▪ [デスクトップのみ] <protocols><sip> の下にセクション <lines> を追加し、<pers

onal> および 10 個の <line> サブセクションを追加しました。 次のタグは非推奨

となり、各行のタグに置き換えられます。 

- <config><services><calls><conference>セクションの <service-uri> タグ 

- <中心番号><config><services><voice-mail>セクションの下のタグ 
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- <認証情報><config><protocols><sip>セクション 

 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

   <個人> 

    <ラインポート>%BWDISPLAYNAMELINEPORT%</ラインポート> 

 <プライマリ ラインポート>%BWLINEPORT-PRIMARY%</プライマリ ラインポート> 

   </個人> 

   <行> 

   <label>マイライン</label> 

 <name>%BWNAME-1%</name> 

 <電話番号>%BWE164-1%</電話番号> 

 <拡張子>%BWEXTENSION-1%</拡張子> 

 <ボイスメール番号>%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-1%</ボイスメール番号> 

 <conference-service-uri>sip:%BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-1%</conference-service-uri> 

 <認証情報> 

    <ユーザ名>%BWLINEPORT-1%</ユーザ名> 

    <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

    <認証> 

       <認証 401> 

    <デフォルト> 

             <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

       <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

    </デフォルト> 

                <レルム id="%BWHOST-1%"> 

             <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

       <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

    </レルム> 

       </auth401> 

       <auth407> 

             <デフォルト> 

       <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

       <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

             </デフォルト> 

          <レルム id="%BWHOST-1%"> 

       <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

       <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

    </レルム> 

       </auth407> 

          </認証> 

 </資格情報> 

   </行> 

   … 

▪ [モバイルのみ] <services><call-center の url および ブランディングが有効な 

属性-エージェント>タグは削除されています (非推奨)。 

<設定> 

＜サービス＞ 

   <コール センター エージェント有効 = "%ENABLE_CALL_CENTER_WXT%"/> 
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▪ [モバイルのみ] <Mobility-persona-management> を追加しました。および <calling

-line-id-delivery-blocking><サービス><ダイヤル>セクションの下のタグ。 

<設定> 

<サービス><ダイヤル> 

   <calling-line-id-delivery-blocking Enabled="%ENABLE_CLID_DELIVERY_BLOCKING_WXT%"/> 

   <モビリティ ペルソナ管理が有効になっている="%ENABLE_MOBILITY_PERSONA_MANAGEMENT_WXT%"/> 

 

 次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %ENABLE_MULTI_LINE_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %ENABLE_CLID_DELIVERY_BLOCKING_WXT% 

▪ %ENABLE_MOBILITY_PERSONA_MANAGEMENT_WXT% 

 

次の %TAG%s は非推奨になりました: 

▪ %CALL_CENTER_URL_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %CALL_CENTER_BRANDING_ENABLED_WXT% [モバイルのみ] 

2.14 リリース 42.11 の構成ファイルの変更点 

▪ [モバイルのみ] <ノイズ除去> を追加しました。セクション <サービス><通話>の下

にあるタグ。 

<設定> 

<サービス><通話> 

   <ノイズ除去有効="%ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT%"/> 

 

次の %TAG% が追加されました: 

▪ %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% [モバイルのみ] 

2.15 リリース 42.10 の構成ファイルの変更点 

▪ <発信通話>を追加しました。セクション <services><call-center-agent> の下にあ

るタグ。 

<設定> 

＜サービス＞ 

<コールセンターエージェント> 

   <発信通話が有効="%ENABLE_CALL_CENTER_AGENT_OUTGOING_CALLS_WXT%"> 

▪ <オーディオ品質の強化>を追加しました。<calls><audio> セクションの下にタグを

付けます。<通話<ビデオ>。 

<設定> 
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＜サービス＞ 

<通話> 

   <オーディオ> 

      <オーディオ品質の強化> 

         <qos 有効化="%ENABLE_AUDIO_QOS_WXT%" type="dscp" value="%AUDIO_QOS_VALUE_WXT%" /> 

      </audio-quality-enhanced> 

   ... 

   <ビデオ> 

      <ビデオ品質の強化> 

         <qos 有効 = "%ENABLE_VIDEO_QOS_WXT%" type="dscp" value="%VIDEO_QOS_VALUE_WXT%" /> 

      </video-quality-enhanced> 

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %ENABLE_CALL_CENTER_AGENT_OUTGOING_CALLS_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% 

▪ %AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 

▪ %ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% 

▪ %VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 

2.16 リリース 42.9 の構成ファイルの変更点 

このバージョンの構成ファイルには更新はありませんでした。 

2.17 リリース 42.8 の構成ファイルの変更点 

▪ [デスクトップのみ] <services><コールセンターの url および ブランディングが有

効な 属性-エージェント>タグは削除されています (非推奨)。 

<設定> 

＜サービス＞ 

   <コール センター エージェント有効 = "%ENABLE_CALL_CENTER_WXT%"/> 

▪ [デスクトップのみ] <ノイズ除去>を追加しました。セクション <services><calls>

の下にあるタグ。 

<設定> 

<サービス><通話> 

   <ノイズ除去有効="%ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT%"/> 

 

次の %TAG% が追加されました: 

▪ %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% [モバイルのみ] 

 

次の %TAG%s は非推奨になりました: 

▪ %CALL_CENTER_URL_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %CALL_CENTER_BRANDING_ENABLED_WXT% [デスクトップのみ] 
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2.18 リリース 42.7 の構成ファイルの変更点 

▪ [デスクトップのみ] 新しいタグ <remote-control-events> を追加しました。<サー

ビス><通話>セクションの下。 

<設定> 

<サービス><通話> 

   <リモート コントロール イベント有効="%ENABLE_REMOTE_CONTROL_EVENTS_WXT%"/> 

 

次の %TAG% が追加されました: 

▪ %ENABLE_REMOTE_CONTROL_EVENTS_WXT% [デスクトップのみ] 

2.19 リリース 42.6 の構成ファイルの変更点 

▪ <文字起こし>を追加しました。 セクション<サービス><ボイスメール>の下にあるタ

グ 。 

<設定> 

＜サービス＞ 

   <ボイスメール> 

      <文字起こし有効="%ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT%"/> 

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT% 

2.20 リリース 42.5 の構成ファイルの変更点 

▪ <enforce-ip-version>を追加しました。<プロトコル><sip><トランスポート>セクシ

ョンの下にあるタグ。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<輸送> 

   <enforce-ip-version>%SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT%</enforce-ip-version> 

▪ <スパム表示>を追加しました。<services><calls> セクションの下にタグを追加しま

す。 

<設定> 

<サービス><通話> 

   <スパム表示の有効化="%ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT%"/> 

▪ <画面共有>を追加しました。<services> セクションの下にあるタグ。 

<設定> 

＜サービス＞ 

   <画面共有が有効になっています="%ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT%"/> 

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT% 

▪ %ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT% 
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▪ %ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% 

2.21 リリース 42.4 の構成ファイルの変更点 

▪ [モバイルのみ] <リングスプラッシュ>を追加しました。<services> セクションの下

にあるタグ。 

<設定> 

＜サービス＞ 

   <リングスプラッシュ有効 = "%ENABLE_RING_SPLASH_WXT%"/> 

 

次の %TAG% が追加されました: 

▪ %ENABLE_RING_SPLASH_WXT% [モバイルのみ] 

2.22 リリース 42.3 の構成ファイルの変更点 

▪ [デスクトップのみ] <busy-lamp-field> を追加しました。<services><calls> セク

ションの下にタグを追加します。 

<設定> 

<サービス><通話> 

   <ビジーランプフィールドが有効化="%ENABLE_BUSY_LAMP_FIELD_WXT%"> 

      <表示呼び出し元の有効化 = "%ENABLE_BLF_DISPLAY_CALLER_WXT%"/> 

      <通知遅延時間="%BLF_NOTIFICATION_DELAY_TIME_WXT%"/> 

▪ [デスクトップのみ] <user-location-prompting> を追加しました。<services><emer

gency-dialing> セクションの下にあるタグ。 

<設定> 

<サービス><緊急ダイヤル><redsky> 

<user-location-prompting>%EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT%</user-location-prompt

ing> 

▪ 新しい属性 enable-backup-service を <protocols><sip><proxy-discovery> に追加

しました。鬼ごっこ。 

<config> 

<プロトコル><sip> 

<プロキシ検出が有効 = "%USE_PROXY_DISCOVERY_WXT%"  

tcp="%USE_TCP_FROM_DNS_WXT%" udp="%USE_UDP_FROM_DNS_WXT%"  

tls="%USE_TLS_FROM_DNS_WXT%" enable-backup-service="%PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WX

T%"> 

▪ 新しい属性 enable-srv-backup を<protocols><sip><proxy-discovery><record-name

>に追加しました。鬼ごっこ。 

<config> 

<プロトコル><sip> 

<プロキシディスカバリ> 

   <レコード名 enable-srv-backup="%PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT%">%SBC_ADDRESS_WXT%

</レコード名> 

▪ [デスクトップのみ] <failback> を追加しました。<プロトコル><sip> セクションの

下にタグを追加します。 
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<設定> 

<プロトコル><sip> 

   <フェイルバック有効 = "%SIP_FAILBACK_ENABLED_WXT%" タイムアウト "%SIP_FAILBACK_TIMEOUT_WX

T%" use-random-factor = "%SIP_FAILBACK_USE_RANDOM_FACTOR_WXT%"/> 

▪ [デスクトップのみ] 新しい属性 bypass-os-cache を <protocols><sip><proxy-disc

overy> に追加しました。鬼ごっこ。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<プロキシ検出が有効 = "%USE_PROXY_DISCOVERY_WXT%"  

tcp="%USE_TCP_FROM_DNS_WXT%" udp="%USE_UDP_FROM_DNS_WXT%"  

tls="%USE_TLS_FROM_DNS_WXT%" Enable-backup-service="%PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WX

T%"  

bypass-os-cache="%PROXY_DISCOVERY_BYPASS_OS_CACHE_WXT%"> 

 

▪ <connect-timeout>を追加しました。<protocols><sip><transports><tcp> セクショ

ンの下のタグおよび <プロトコル><sip><トランスポート><tls>。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<輸送> 

   … 

   <tcp> 

      <接続タイムアウト>%SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT%</接続タイムアウト> 

   </tcp> 

   <tls> 

      <接続タイムアウト>%SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT%</接続タイムアウト> 

   </tcp> 

▪ [モバイルのみ] 新しい属性 enable-bwks-mobile-dependency を <services><dialin

g><native> に追加しました。鬼ごっこ。 

<設定> 

<サービス><ダイヤル> 

   <native allowed="%ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT%" enable-bwks-mobile-dependency="%DIALING_NATI

VE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT%"/> 

▪ [モバイルのみ] セクション <services><calls> に新しいセクション <xsi-call-con

trol> を追加しました。 

<構成> 

<サービス><通話> 

   <xsi-call-control を有効化 = "%ENABLE_XSI_CALL_CONTROL_WXT%"> 

      <展開タイプ="%XSI_CALL_CONTROL_DEPLOYMENT_TYPE_WXT%"/> 

         <デバイスタイプ> 

            <deviceType>%DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_1_WXT%</deviceType> 

            <deviceType>%DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_2_WXT%</deviceType> 

            <deviceType>%DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_3_WXT%</deviceType> 

▪ [モバイルのみ] <services><calls> の下に新しいタグ <hold> を追加しました。 

<構成> 

<サービス><通話> 

   <hold xsi-enabled="%ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT%"/> 
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次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %ENABLE_BUSY_LAMP_FIELD_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %ENABLE_BLF_DISPLAY_CALLER_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %BLF_NOTIFICATION_DELAY_TIME_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ % EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT % [デスクトップのみ] 

▪ %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WXT% 

▪ %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT% 

▪ %SIP_FAILBACK_ENABLED_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %SIP_FAILBACK_TIMEOUT_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %SIP_FAILBACK_USE_RANDOM_FACTOR_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %PROXY_DISCOVERY_BYPASS_OS_CACHE_WXT% [デスクトップのみ] 

▪ %SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 

▪ %SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 

▪ %DIALING_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %ENABLE_XSI_CALL_CONTROL_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %XSI_CALL_CONTROL_DEPLOYMENT_TYPE_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_1_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_2_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_3_WXT% [モバイルのみ] 

▪ %ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT% [モバイルのみ] 

2.23 リリース 42.1 の構成ファイルの変更点 

▪ <use-pai-as-calling-identity>を追加しました。<プロトコル><sip> セクションの

下にタグを追加します。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

   <use-pai-as-calling-identity を有効にしました="%USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT%"/> 

▪  ターゲット と sso が有効な 属性を <services><userportal-settings> に追加し

ました。鬼ごっこ。 

<設定> 

＜サービス＞ 

   <userportal-settings target="%USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT%" sso-enabled="%USER_PORTAL_

SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT%"> 

▪ セクション <サービス><web-call-settings><service-settings> の通話設定 Web Vi

ew サービスのリストに「電子メール VM メッセージ」を追加しました。 

<設定> 
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＜サービス＞ 

   <ウェブ通話設定> 

   <サービス設定> 

          <サービス名="Vm メッセージを電子メールで送信"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_

VISIBLE_WXT%"/>> 

 

次の %TAG%s が追加されました: 

▪ %USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT% 

▪ %USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT% 

▪ %USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT% 

▪ %WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_VISIBLE_WXT% 
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3 はじめに 

このドキュメントの目的は、Cisco BroadWorks クライアントの Webex の設定について説明する

ことです。 

構成ファイル config-wxt.xml は、モバイル用 (Android および iOS) とデスクトップ用 (Wind

ows および MacOS) の 2 つのバージョンで提供されます。 

クライアントは、エンド ユーザには表示されない構成を使用して構成されます。  config-wxt.

xml  は、サーバのアドレスやポート、クライアント自体の実行時オプション (  に表示される

オプションなど) などのサーバ固有の情報を提供します。設定 画面）。 

構成ファイルは、デバイス管理から取得された後、クライアントの起動時にクライアントによっ

て読み取られます。 構成ファイルの情報は暗号化されて保存されるため、エンド ユーザには見

えずアクセスできなくなります。 

注: XML プロパティにはスペースを含めないでください (たとえば、<transfer-call En

abled = "%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%" の代わりに <transfer-call Enabled="%ENABL

E_TRANSFER_CALLS_WXT%"/>) />)。 
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4 インストール 

Cisco BroadWorks クライアント用の Webex は、次からインストールできます。 

https://www.webex.com/webexfromserviceproviders-downloads.html 

4.1 ローカライズされたクライアントのダウンロード 

Cisco BroadWorks クライアント用の Webex のローカライズされたバージョンは、次のようにダ

ウンロードできます。 

https://www.webex.com/ko/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/fr/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/pt/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/zh-tw/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/zh-cn/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/ja/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/es/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/de/webexfromserviceproviders-downloads.html 

https://www.webex.com/it/webexfromserviceproviders-downloads.html 

4.2 Android クライアント 

Android クライアントはアプリケーション (Android アプリケーション パッケージ [APK]) と

してインストールされ、設定および構成関連のデータをプライベート領域内に保持します。 

Google Play の手順に基づいたバージョン管理が行われています。 標準の Google Play 通知が

提供されます (つまり、Android は、利用可能なソフトウェアの新しいバージョンがあることを

自動的に示します)。 

新しいバージョンがダウンロードされると、古いソフトウェアは上書きされます。ただし、ユー

ザデータはデフォルトで保持されます。 

ユーザはインストールまたはアンインストールのオプションを選択する必要がないことに注意し

てください。 

4.3 iOS クライアント 

iOS クライアントはアプリケーションとしてインストールされ、設定関連データはその「サンド

ボックス」内に保持され、構成ファイル データは暗号化されて保存されます。 

Apple App Store の手順に基づいたバージョン管理があります。 App Store アイコンが強調表

示され、新しいバージョンのソフトウェアがあることを示します。 

新しいバージョンがダウンロードされると、古いソフトウェアは上書きされます。ただし、ユー

ザデータはデフォルトで保持されます。 

ユーザはインストールまたはアンインストールのオプションを選択する必要がないことに注意し

てください。 

https://www.webex.com/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/ko/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/fr/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/pt/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/zh-tw/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/zh-cn/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/ja/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/es/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/de/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/it/webexfromserviceproviders-downloads.html
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4.4 デスクトップクライアント 

デスクトップ クライアント (Windows および MacOS) のインストールとバージョン管理に関す

る情報は、 https://help.webex.com/en-us/nw5p67g/Webex-Installation-and-Automatic-Upgra

de で参照できます。 

 

  

https://help.webex.com/en-us/nw5p67g/Webex-Installation-and-Automatic-Upgrade
https://help.webex.com/en-us/nw5p67g/Webex-Installation-and-Automatic-Upgrade
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5 デバイス管理 

5.1 デバイス管理タグ 

Cisco BroadWorks の Webex は、次の図に示す デバイス管理タグ セット を使用します。 特定

のデバイス/クライアント設定をプロビジョニングするには、 システムデフォルト およびカス

タム タグ セットが必要です。 このタグ セットにより、クライアントのネットワーク/サービ

ス接続設定および機能アクティベーション制御を柔軟に管理できます。 

このカスタム タグ セットは、 システム → リソース → デバイス管理タグセット オプション

を通じてシステム管理者によってプロビジョニングされます。 管理者は新しいタグ セットを追

加する必要があります。 

▪ モバイル:  Connect_Tags 

▪ タブレット: ConnectTablet_Tags 

▪ デスクトップ:  BroadTouch_Tags 

個別のタグを作成し、その値を設定します。 セクション参照には、各タグの詳細な説明が記載

されています。 カスタム タグは機能に基づいてグループに分けられており、このドキュメント

で後ほど説明します。 

 

図 1  デスクトップデバイス管理タグセット 
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図 2 モバイル デバイス管理タグ セット 

5.2 デバイスタイプ選択の部分一致の強化 

ユーザ グループまたは個々のユーザの機能パッケージを選択する際の柔軟性を高めるために、

デバイス プロファイル タイプは (最初の) 部分一致に基づいて選択されます。 これにより、

顧客はさまざまな種類のデバイスを使用できるようになります。 

一般的なデバイス管理手順では、Cisco BroadWorks Application Server がデバイス プロファ

イル タイプを提供することが指定されています。 デスクトップの場合は「Business Communica

tor – PC」、モバイルの場合は「Connect – Mobile」、タブレットの場合は「Connect – Table

t」という名前になります。 デバイス プロファイルを作成してユーザに割り当てることができ

ます。 次に、アプリケーション サーバは構成ファイルを構築し、それをプロファイル サーバ

に保存します。 

ログイン時に、クライアントは Xsi 経由で割り当てられたデバイス リストを照会し、対応する

デバイス タイプ プロファイルを検索します。 クライアントは、対応するデバイス タイプ名で

始まる最初のプロファイルを選択します。次に、このデバイス プロファイルに関連付けられた

デバイス プロファイル構成データ (構成ファイル) を使用して、さまざまな機能を有効または

無効にします。 
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これにより、同じクライアント実行可能ファイルをさまざまなデバイス プロファイル タイプで

使用できるため、サービス プロバイダーは、ユーザまたはユーザ グループの DM でデバイス 

プロファイル タイプを変更するだけで、個々のユーザまたはユーザ グループの機能パッケージ

を変更できます。 

たとえば、サービス プロバイダーは、ユーザの役割に基づいて、「Business Communicator – P

C Basic」、「Business Communicator – PC Executive」、「Business Communicator – PC Assi

stant」などのデバイス プロファイル タイプをいくつでも保持し、利用可能な機能を変更でき

ます。個々のユーザのデバイス プロファイル タイプを変更することで、 

受信したデバイス リスト XML には複数の一致するデバイス プロファイル タイプが存在するこ

とは期待されず、1 つだけであることに注意してください。 

5.3 クライアント構成 

Cisco BroadWorks バージョンのクライアントの Webex は、呼び出し機能の設定に config-wxt.

xml  ファイルを使用します。 Webex には別の構成手順がありますが、このドキュメントでは説

明しません。 

5.4 config-wxt.xml のデプロイ 

対応する config-wxt.xml ファイルを「Connect – Mobile」、「Connect – Tablet」、および

「Business Communicator – PC」のデバイス プロファイルに追加します。 Cisco BroadWorks 

の Webex は、導入を容易にするために UC-One と同じデバイス プロファイルを使用します。 

注 1: デバイス プロファイルごとに構成ファイルが存在する必要があります。 

注 2: Webex アプリの最新リリースでテンプレートを最新の状態に保つことが強く推

奨されます。 

5.5 設定ファイル (config-wxt.xml) 

 _WXT  サフィックスが付いた新しいカスタム タグは、Cisco BroadWorks 構成展開用の新しい 

Webex を従来のクライアントと区別するために使用されます。 ただし、UC-One と Webex の間

で共有される (システム) タグがまだいくつかあります。 

Cisco BroadWorks System カスタム タグの一部は、 config-wxt.xml 設定ファイルでも使用さ

れます。 次の各タグの詳細については、セクション 5.7 Cisco BroadWorks の動的組み込みシ

ステム タグを参照してください。 

▪ %BW ネットワーク会議-シプリ-n% 

▪ %BWVOICE-ポータル番号-n% 

▪ %BWLINEPORT-n% 

▪ %BWAUTHUSER-n% 

▪ %BWAUTHPASSWORD-n% 
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▪ %BWE164-n% 

▪ %BWHOST-n% 

▪ %BWNAME-n% 

▪ %BWEXTENSION-n% 

▪ %BWAPPEARANCE-LABEL-n% 

▪ %BWDISPLAYNAMELINEPORT% 

▪ %BWLINE ポート-プライマリ% 

▪ %BWE911-プライマリ保持 URL% 

▪ %BWE911-顧客 ID% 

▪ %BWE911-秘密キー% 

▪ %BWE911-緊急番号リスト% 

▪ %BW-メンバータイプ-n% 

▪ %BWUSEREXTID-n% 

5.6 システムのデフォルトのタグ 

システム管理者は、 システム → リソース → デバイス管理タグセット オプションからシステ

ムのデフォルト タグにアクセスできます。 VoIP Calling パッケージがインストールされてい

る場合は、次のシステム デフォルト タグをプロビジョニングする必要があります。 

タグ 説明 

%SBC_ADDRESS_WXT% これは、ネットワークに展開されているセッション ボーダー 

コントローラー (SBC) の完全修飾ドメイン名 (FQDN) または 

IP アドレスとして構成する必要があります。 

例: sbc.yourdomain.com 

%SBC_PORT_WXT%  SBC_ADDRESS_WXT  が IP アドレスの場合、このパラメータ

は SBC ポートに設定する必要があります。 

SBC_ADDRESS_WXT が FQDN の場合は、設定しないままにする

ことができます。 

例: 5075 

 

5.7 Cisco BroadWorks の動的組み込みシステム タグ 

デフォルトのシステム タグと定義する必要があるカスタム タグに加えて、通常使用される既存

の Cisco BroadWorks システム タグがあり、推奨される Device Type Archive File（DTAF）の

一部です。 これらのタグはこのセクションにリストされています。 インストールされているソ

リューション パッケージによっては、すべてのシステム タグが使用されるわけではありませ

ん。 
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タグ 説明 

%BW ネットワーク会議-シプリ-n% これは、N-Way 会議を有効にするために使用されるサーバ UR

I です。 

%BWVOICE-ポータル番号-n% この番号はボイスメールに使用されます。 クライアントはボ

イスメールを取得するときにこの番号をダイヤルします。 

%BWLINEPORT-n% SIP シグナリング (登録時など) で使用される SIP ユーザ

名。 

%BWHOST-n% これは、ユーザに割り当てられたデバイス用にプロビジョニ

ングされた回線ポートのドメイン部分です。  ユーザのプロ

フィールから取得されます。 

通常は SIP ドメインとして使用されます。 

%BWAUTHUSER-n% 認証ユーザ名です。サブスクライバに認証が割り当てられて

いる場合、これは、デバイス タイプの選択された認証モード

に関係なく、[認証] ページでプロビジョニングされたユーザ 

ID になります。 

SIP ユーザ名。通常は 401 および 407 シグナリングで使用

されます。 デフォルトの SIP ユーザ名とは異なる場合があ

ります。 

%BWAUTHPASSWORD-n% ユーザの認証パスワードです。 サブスクライバに認証が割り

当てられている場合、これは、デバイス タイプの選択された

認証モード値に関係なく、[認証] ページでプロビジョニング

されたパスワードになります。 

SIP シグナリングで使用される SIP パスワード。 

%BWE164-n% このタグは、ユーザの電話番号を国際形式で提供します。 

%BWNAME-n% これは、ユーザのプロファイル内の購読者の姓名です。 姓と

名が連結されます。 

複数行構成の場合、行ラベルが設定されておらず、空でない

場合は、行セレクター内の行の表示名として使用されます。 

%BWEXTENSION-n% 加入者の内線番号は、ユーザのプロファイルでプロビジョニ

ングされた内線番号から取得されます。  内線がプロビジョ

ニングされていない場合、タグは加入者の電話番号 (DN) に

置き換えられます。 

%BWAPPEARANCE-LABEL-n% これは設定された回線ラベルです。 空でない場合は、行名と

して使用されます。  
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タグ 説明 

%BWDISPLAYNAMELINEPORT% これは、共有回線 (共有コール アピアランス) とは対照的

に、最初の専用回線の回線/ポートです。 

これは、ユーザに割り当てられたデバイスにプロビジョニン

グされた回線ポートです。 これはユーザのプロファイルから

取得されます。 

ユーザの主回線を識別するために使用されます。 

%BWLINE ポート-プライマリ% プライマリ回線ポートは、ユーザに割り当てられたデバイス

上にプロビジョニングされます。 このタグには、プロビジョ

ニングされた回線ポートのドメイン部分は含まれません。 ユ

ーザのプロフィールから取得されます。 

%BWE911-プライマリ保持 URL% HELD プロトコルをサポートする RedSky Emergency Location 

Platform への URL を指定します。 

%BWE911-顧客 ID% RedSky HTTPS リクエストに使用される顧客 ID (HeldOrgId、

CompanyID)。 

%BWE911-秘密キー% RedSky HTTPS リクエストを認証するためのシークレット。 

%BWE911-緊急番号リスト% RedSky がサポートする緊急電話番号のリスト。 

このタグを使用するには、%RESERVEDBW911-EMERGENCY-NUMBER

-LIST% 予約カスタム タグをデバイス タイプで使用されるタ

グ セットに追加する必要があります。 「予約」タグには、

ブロードワークスの AS_CLI/System/CallP/CallTypes > で定

義されている緊急番号を、911、0911、933 などのカンマ区切

り形式で含める必要があります。 

注記：  Webex クライアントは、緊急電話番号のワイルドカ

ードをサポートしていません。したがって、正確な緊急電話

番号のみを「予約済み」カスタム タグに追加する必要があり

ます。 

次の例は、予約されたタグ機能がどのように使用されるかを

示しています。 

1) ネイティブ タグ %BWE911-EMERGENCY-NUMBER-LIST% がデバ

イスのテンプレート ファイルに追加されます 

2) 予約済みのカスタム タグ %RESERVEDBW911-EMERGENCY-NUMB

ER-LIST% が、値 911、0911、933 を持つデバイスによって

使用されるタグ セットに追加されます。 

3) ファイルが再構築されると、%RESERVEDBW911-EMERGENCY-NU

MBER-LIST% ネイティブ タグは 911、0911、933 に解決さ

れます。 

%BW-メンバータイプ-n% 
各行のタイプです。 「仮想プロファイル」、「ユーザ」、

「場所」のいずれかになります。 

%BWUSEREXTID-n% これは、指定された回線の外部 ID です (Webex Calling の

み) 
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6 カスタムタグ 

このセクションでは、Cisco BroadWorks の Webex で使用されるカスタム タグについて説明し

ます。 ここには、デスクトップとモバイル/タブレットの両方のプラットフォームで使用される

すべてのカスタム タグがリストされています。 

ただし、このセクションで説明する一部の設定は、クライアントの特定のリリースでのみサポー

トされていることに注意してください。 設定が古いクライアント バージョンに適用されないか

どうかを確認するには、該当するリリース固有の構成ガイドを参照してください。 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%ENABLE_MULTI_LINE

_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 0 共有回線の外観。 

%ENABLE_CALLS_ESCA

LATE_TO_WEBEX_MEET

ING_WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.2.4  SIP 通話を会議
にエスカレーションする (Webex Calli
ng)。 

%ENABLE_CLID_DELIV

ERY_BLOCKING_WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5.3 発信通話回線 I
D (CLID)。 

%ENABLE_MOBILITY_P

ERSONA_MANAGEMENT_

WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5.3 発信通話回線 I
D (CLID)。 

%ENABLE_REJECT_WIT

H_486_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.16 着信拒否動作。 

%REJECT_WITH_ 

XSI_MODE_WXT% 

N Y 辞退_f

alse 

詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.2 通話のプッシュ通

知。 

%REJECT_WITH_ 

 XSI_DECLINE_REASO

N_WXT% 

N Y 忙しい 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.2 通話のプッシュ通

知。 

%ENABLE_TRANSFER_C

ALLS_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.20 転送。 

%ENABLE_CONFERENCE

_CALLS_ 

 WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.21 N-Way 電話会議 
と参加者。 

%ENABLE_NWAY_PARTI

CIPANT_LIST_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.21 N-Way 電話会議 
と参加者。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%MAX_CONF_PARTIES_

WXT% 

Y Y 10 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.21 N-Way 電話会議 
と参加者。 

%ENABLE_CALL_STATI

STICS_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.24 コール統計。 

%ENABLE_CALL_ 

 PULL_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.22 コールプル。 

%PN_FOR_CALLS_CONN

ECT_SIP_ON_ACCEPT_

WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.2 通話のプッシュ通

知。 

%ENABLE_VOICE_MAIL

_TRANSCRIPTION_WX

T% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.28 Webex Calling 

のボイスメールの文字起こし。 

%ENABLE_MWI_ 

 WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.27 ボイスメール、
ビジュアルボイスメール、メッセージ
待機インジケータ。 

%MWI_MODE_WXT% Y Y 空の 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.27 ボイスメール、ビ
ジュアルボイスメール、メッセージ待
機インジケータ。 

%ENABLE_VOICE_MAIL

_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.27 ボイスメール、ビ
ジュアルボイスメール、メッセージ待
機インジケータ。 

%ENABLE_VISUAL_VOI

CE_MAIL_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.27 ボイスメール、ビ
ジュアルボイスメール、メッセージ待

機インジケータ。 

%ENABLE_FORCED_LOG

OUT_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.2.1 

強制ログアウト。 

%FORCED_LOGOUT_APP

ID_WXT% 

Y N 空の 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.2.1 

強制ログアウト。 

%ENABLE_CALL_FORWA

RDING_ALWAYS_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.1 常に電話を転

送する。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%ENABLE_BROADWORKS

_ANYWHERE_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ
ードワークス。 

%ENABLE_BROADWORKS

_ANYWHERE_DESCRIPT

ION_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ

ードワークス。 

%ENABLE_BROADWORKS

_ANYWHERE_ALERT_AL

L_LOCATIONS_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ

ードワークス。 

%BROADWORKS_ANYWHE

RE_ALERT_ALL_LOCAT

IONS_DEFAULT_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ

ードワークス。 

%ENABLE_BROADWORKS

_ANYWHERE_CALL_CON

TROL_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ

ードワークス。 

%BROADWORKS_ANYWHE

RE_CALL_CONTROL_DE

FAULT_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ

ードワークス。 

%ENABLE_BROADWORKS

_ANYWHERE_DIVERSIO

N_INHIBITOR_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ

ードワークス。 

%BROADWORKS_ANYWHE

RE_DIVERSION_INHIB

ITOR_DEFAULT_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ

ードワークス。 

%ENABLE_BROADWORKS

_ANYWHERE_ANSWER_C

ONFIRMATION_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ
ードワークス。 

%BROADWORKS_ANYWHE

RE_ANSWER_CONFIRMA

TION_DEFAULT_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.3 どこでもブロ
ードワークス。 

%ENABLE_EMERGENCY_

DIALING_WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.1 緊急通報。 

%EMERGENCY_DIALING

_NUMBERS_WXT% 

N Y 911, 1

12 

詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.1 緊急通報。 

%ENABLE_USE_RPORT_

WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.14 NAT トラバーサ
ルのための SIP レポート管理。 

%RPORT_USE_LOCAL_P

ORT_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.14 NAT トラバーサ
ルのための SIP レポート管理。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%USE_TLS_WXT% Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.2 SIP over TLS お
よびセキュア リアルタイム トランス
ポート プロトコル。 

%SBC_ADDRESS_WXT% Y Y 空の 詳細については、セクションを参照し

てください。 5.6 システムのデフォル
トのタグ。 

%SBC_PORT_WXT% Y Y 5060 詳細については、セクションを参照し

てください。 5.6 システムのデフォル
トのタグ。 

%USE_PROXY_DISCOVE

RY_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.6 動的な SIP プロキ
シ検出。 

%USE_TCP_FROM_DNS_

WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.6 動的な SIP プロキ
シ検出。 

%USE_UDP_FROM_DNS_

WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.6 動的な SIP プロキ
シ検出。 

%USE_TLS_FROM_DNS_

WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.6 動的な SIP プロ
キシ検出。 

%DOMAIN_OVERRIDE_W

XT% 

Y Y 空の 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.6 動的な SIP プロ
キシ検出。 

%PROXY_DISCOVERY_E

NABLE_BACKUP_SERVI

CE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.6 動的な SIP プロ

キシ検出。 

%PROXY_DISCOVERY_E

NABLE_SRV_BACKUP_W

XT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.6 動的な SIP プロ

キシ検出。 

%PROXY_DISCOVERY_B

YPASS_OS_CACHE_WX

T% 

Y (Window

s のみ) 

N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.6 動的な SIP プロ

キシ検出。 

%SIP_TRANSPORTS_TC

P_CONNECT_TIMEOUT_

WXT% 

Y Y 5000 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.5 SIP ソケットを開

くための構成可能なタイムアウト。 

%SIP_TRANSPORTS_TL

S_CONNECT_TIMEOUT_

WXT% 

Y Y 10000 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.5 SIP ソケットを開

くための構成可能なタイムアウト。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%SOURCE_PORT_WXT% Y Y 5060 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.7 SIP の優先ポート
の使用法。 

%SIP_FAILBACK_ENAB

LED_WXT% 

Y N true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.8.2 SIP フェイルバ

ック。 

%SIP_FAILBACK_TIME

OUT_WXT% 

Y N 900 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.8.2 SIP フェイルバ

ック。 

%SIP_FAILBACK_USE_

RANDOM_FACTOR_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.8.2 SIP フェイルバ

ック。 

%SIP_TRANSPORTS_EN

FORCE_IP_VERSION_W

XT% 

Y Y DNS 詳細については、セクションを参照して

ください。 6.1.8.3。 IP バージョンを

適用する. 

%USE_ALTERNATIVE_I

DENTITIES_ 

 WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.10 REGISTER で P-A

ssociated-URI を使用する。 

%TCP_SIZE_THRESHOL

D_WXT% 

Y Y 18000 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.4 TCP, TLS または 
UDP の使用とキープアライブを強制す
る。 

%SIP_REFRESH_ON_TT

L_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.8.4 IP TTL 管理。 

%ENABLE_SIP_UPDATE

_SUPPORT_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.12 SIP アップデー
トのサポート。 

%ENABLE_PEM_SUPPOR

T_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.11 SIP P-Early Med
ia (PEM) ヘッダー。 

%ENABLE_SIP_SESSIO

N_ID_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.15 SIP セッション 
ID。 

%ENABLE_FORCE_SIP_

INFO_FIR_ 

 WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.13 レガシー SIP 情
報 FIR。 

%SRTP_ENABLED_WXT% Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.2 SIP over TLS およ
びセキュア リアルタイム トランスポ
ート プロトコル。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%SRTP_MODE_ 

WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.2 SIP over TLS およ
びセキュア リアルタイム トランスポ
ート プロトコル。 

%ENABLE_REKEYING_W

XT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.2 SIP over TLS およ
びセキュア リアルタイム トランスポ
ート プロトコル。 

%RTP_AUDIO_PORT_RA

NGE_START_WXT% 

Y Y 8000 詳細については、セクション 6.1.17 
リアルタイムトランスポートプロトコ
ルのポート範囲を参照してください。 

%RTP_AUDIO_PORT_RA

NGE_END_WXT% 

Y Y 8099 詳細については、セクション 6.1.17 
リアルタイムトランスポートプロトコ
ルのポート範囲を参照してください。 

%RTP_VIDEO_PORT_RA

NGE_START_WXT% 

Y Y 8100 詳細については、セクション 6.1.17 
リアルタイムトランスポートプロトコ
ルのポート範囲を参照してください。 

%RTP_VIDEO_PORT_RA

NGE_END_ 

WXT% 

Y Y 8199 詳細については、セクション 6.1.17 
リアルタイムトランスポートプロトコ
ルのポート範囲を参照してください。 

%ENABLE_RTCP_MUX_W

XT% 

Y Y true 詳細については、セクション 6.1.19 R
TCP MUXを参照してください。 

%ENABLE_XSI_ 

EVENT_CHANNEL_ 

WXT% 

Y Y true 詳細については、セクション 6.1.33 X
SI イベントチャンネルを参照してくだ

さい。 

%CHANNEL_HEARTBEAT

_WXT% 

Y Y 10000 詳細については、セクション 6.1.33 X
SI イベントチャンネルを参照してくだ

さい。 

%XSI_ROOT_WXT% Y Y 空 (元

の URL 

を使

用) 

詳細については、セクション 6.1.32 X
SI ルートとパスを参照してください。 

%XSI_ACTIONS_PATH_

WXT% 

Y Y /com.b

roadso

ft.xsi

-actio

ns/ 

詳細については、セクション 6.1.32 X
SI ルートとパスを参照してください。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%XSI_EVENTS_PATH_W

XT% 

Y Y /com.b

roadso

ft.xsi

-event

s/ 

詳細については、セクション 6.1.32 X

SI ルートとパスを参照してください。 

%ENABLE_CALLS_AUTO

_RECOVERY_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクション 6.1.25 
通話自動回復 / シームレスな通話ハン
ドオーバーを参照してください。 

%EMERGENCY_CALL_DI

AL_SEQUENCE_WXT% 

N Y cs の

み 

詳細については、セクション 6.3.1 緊
急通報を参照してください。 

%ENABLE_CALL_PICKU

P_BLIND_WXT% 

Y N false 詳細については、セクション 6.2.2 コ
ール ピックアップを参照してくださ

い。 

%ENABLE_CALL_PICKU

P_DIRECTED_WXT% 

Y N false 詳細については、セクション 6.2.2 コ
ール ピックアップを参照してくださ

い。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_URL_WXT% 

Y Y 空の 詳細については、セクション 6.1.30 
設定ポータル および Web ベースの通

話設定を参照してください。 

%USER_PORTAL_SETTI

NGS_URL_ 

WXT% 

Y Y 空の 詳細については、セクション 6.1.30 
設定ポータル および Web ベースの通

話設定を参照してください。 

%ENABLE_CALL_ 

CENTER_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクション 6.1.31 
コールセンター/コールキューのログイ

ン/ログアウトを参照してください。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_TARGET_ 

WXT% 

Y Y 外部の 詳細については、セクション 6.1.30 
設定ポータル および Web ベースの通

話設定を参照してください。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_CFA_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.30 設定ポータル およ

び Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_DND_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.30 設定ポータル およ
び Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_ACR_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.30 設定ポータル およ
び Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_CFB_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お
よび Web ベースの通話設定。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%WEB_CALL_SETTINGS

_CFNR_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お
よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_CFNA_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お

よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_SIMRING_VISIBLE_W

XT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お

よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_SEQRING_VISIBLE_W

XT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お

よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_RO_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お

よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_ACB_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お

よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_CW_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お

よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_CLIDB_VISIBLE_WX

T% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お

よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_PA_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お
よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_BWA_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お
よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_CC_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お
よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_BWM_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お
よび Web ベースの通話設定。 

%WEB_CALL_SETTINGS

_VM_VISIBLE_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.30 設定ポータル お
よび Web ベースの通話設定。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

% USE_MEDIASEC_WX

T % 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.3 SRTP の 3GPP SIP 
ヘッダー。 

%ENABLE_DIALING_CA

LL_BACK_WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.4 クリックしてダイ

ヤル (コールバック))。 

%DIALING_CALL_BACK

_TIMER_WXT% 

N Y 10 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.4 クリックしてダイ

ヤル (コールバック))。 

%ENABLE_EXECUTIVE_

ASSISTANT_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.2.3 上司 - 管理者 
(エグゼクティブ - アシスタント) の

サポート。 

%PN_FOR_CALLS_RING

_TIMEOUT_SECONDS_W

XT% 

N Y 35 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.2 通話のプッシュ通
知。 

%ENABLE_CALL_RECOR

DING_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.26 通話録音。 

%ENABLE_SINGLE_ALE

RTING_WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.3.3 単一アラート。 

%ENABLE_CALL_PARK_

WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.23 コールパーク/リト
リーブ。 

%CALL_PARK_AUTO_CL

OSE_DIALOG_TIMER_W

XT% 

Y Y 10 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.23 コールパーク/リト
リーブ。 

%ENABLE_RTP_ICE_WX

T% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.18 ICE サポート (W
ebex Calling のみ)。 

%RTP_ICE_MODE_ 

 WXT% 

Y Y アイス

スタン 

詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.18 ICE サポート (W

ebex Calling のみ)。 

%RTP_ICE_SERVICE_U

RI_WXT% 

Y Y 空の 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.18 ICE サポート (W

ebex Calling のみ)。 

%RTP_ICE_PORT_ 

 WXT% 

Y Y 3478 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.18 ICE サポート (W

ebex Calling のみ)。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%SIP_REFRESH_ON_TT

L_USE_RANDOM_FACTO

R_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.8.4 IP TTL 管理。 

%ENABLE_CALLS_ESCA

LATE_TO_WEBEX_MEET

ING_ 

 WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.2.4 SIP 通話を会議に

エスカレーション。 

%ENABLE_DESKPHONE_

CONTROL_AUTO_ANSWE

R_ 

 WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.2.5 固定電話制御通話 
– 自動応答。 

%ENABLE_DIALING_VO

IP_WXT% 

N Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5 MNO のサポート 

ネイティブダイヤラーで通話する。 

%ENABLE_DIALING_NA

TIVE_WXT% 

N Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5 MNO のサポート 

ネイティブダイヤラーで通話する。 

%SIP_URI_DIALING_E

NABLE_LOCUS_CALLIN

G_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.35 SIP-URI ダイヤ
ル。 

% ENABLE_SIP_VIDEO

CALLS_WXT % 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.37 ビデオ コールを
無効にする。 

% ENABLE_LOCUS_VID

EOCALLS_WXT % 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.37 ビデオ コールを
無効にする。 

%VIDEOCALLS_ANSWER

_WITH_VIDEO_ON_DEF

AULT_WXT% 

Y Y デスク

トップ 

- 真 

モバイ

ル / タ

ブレッ

ト - fa

lse 

詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.37 ビデオ コールを
無効にする。 

％緊急_ 

 DIALING_ENABLE_RE

DSKY_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.38 緊急 (911) 通話 
- E911 プロバイダーによる位置レポー

ト。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%EMERGENCY_REDSKY_

USER_REMINDER_TIME

OUT_ 

 WXT% 

Y Y 0 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.38 緊急 (911) 通話 
- E911 プロバイダーによる位置レポー
ト。 

%EMERGENCY_REDSKY_

USER_MANDATORY_LOC

ATION_WXT% 

Y Y -1 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.38 緊急 (911) 通話 
- E911 プロバイダーによる位置レポー
ト。 

%EMERGENCY_REDSKY_

USER_LOCATION_PROM

PTING_WXT% 

Y Y ログイ

ンごと

に 1 

回 

詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.38 緊急 (911) 通話 
- E911 プロバイダーによる位置レポー
ト。 

%ENABLE_AUTO_ 

 ANSWER_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.2.6 トーン通知による自
動応答。 

%ENABLE_CALLS_SPAM

_INDICATION_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.41 スパム電話の表
示。 

%ENABLE_NOISE_REMO

VAL_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください 6.1.42 PSTN/携帯電話のノ
イズ除去。 

%ENABLE_AUDIO_MARI

_FEC_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.46.2 前方誤り訂正 
(FEC) とパケット再送信 (RTX)。 

%ENABLE_AUDIO_MARI

_RTX_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.46.2 前方誤り訂正 
(FEC) とパケット再送信 (RTX)。 

%ENABLE_VIDEO_MARI

_FEC_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.46.2 前方誤り訂正 
(FEC) とパケット再送信 (RTX)。 

%ENABLE_VIDEO_MARI

_RTX_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.46.2 前方誤り訂正 
(FEC) とパケット再送信 (RTX)。 

%ENABLE_CALL_BLOCK

_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.45 ブロックリスト 
(Webex Calling のみ)。 

%ENABLE_WIDGET_HOL

D_CALLS_WXT% 

N Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5.6 MNO モビリティ 
- 通話中ウィジェット。 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タ

ブレッ

トで使

用 

デフォ

ルト値 

セクション 

%ENABLE_WIDGET_TRA

NSFER_CALLS_WXT% 

N Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5.6 MNO モビリティ 
- 通話中ウィジェット。 

%ENABLE_WIDGET_CAL

LS_ESCALATE_TO_WEB

EX_MEETING_WXT% 

N Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5.6 MNO モビリティ 

- 通話中ウィジェット。 

%ENABLE_SIMULTANEO

US_CALLS_WITH_SAME

_USER_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.47 同じユーザとの

同時通話。 

%ENABLE_REMOTE_MUT

E_CONTROL_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 0  

リモート ミュート コントロール イベ
ント パッケージ (Webex Calling の
み)。 

% ENABLE_VOICE_MAI

L_FORWARDING_WXT % 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.29.2 ボイスメール
への電話転送。 

%SIP_REGISTER_FAIL

OVER_REGISTRATION_

CLEANUP_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.8.1 SIP フェイルオ
ーバー。 

%ENABLE_CALL_MOVE_

HERE_WXT% 

Y N false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.2.15 通話の移動。 

%ENABLE_SPEECH_ENH

ANCEMENTS_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 PSTN 通話の音声拡張機

能。 

%DIALING_NATIVE_FA

C_PREFIX_WXT% 

N Y 空の 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.3.5.1 ネイティブダイ

ヤラーで通話する。 

%ENABLE_TRANSFER_A

UTO_HOLD_WXT% 

Y Y false 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.20 転送。 

%ENABLE_RTCP_XR_NE

GOTIATION_WXT% 

Y Y true 詳細については、セクションを参照し

てください。 6.1.48 RTCP-XR。 

Cisco BroadWorks の Webex で使用されるカスタム タグを UC-One で使用されるカスタム タグ

にマッピングする方法の詳細については、セクションを参照してください。 8 Cisco BroadWork

s  と UC-One の Webex 間のカスタム タグ マッピング。 
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6.1 共通の機能 

6.1.1 SIP サーバの設定値 

クライアントは通常、SIP ネットワークを使用するように構成されます。これは、  config-wx

t.xml ファイル。 通常、次のパラメータを変更する必要があります。 

▪ SIP ドメイン。 これは、一般に SIP ヘッダーおよびリモート (XSI) 呼び出しで独自の SI

P URI (独自の SIP URI はライン ポートと呼ばれることもあります) のドメイン部分とし

て使用されます。 独自の SIP URI のユーザ部分は、SIP 資格情報構成 (<credentials> の

下のパラメーター <username>) から取得されます。 

▪ SIP サーバ URI または DNS の解決が失敗する場合は、SIP プロキシ サーバの IP アドレ

ス。 TLS, IP を使用するには、TLS 証明書の検証が失敗するため、プロキシ パラメーター

でアドレスを使用できないことに注意してください。 プロキシ ポートの詳細については、

DM タグ %SOURCE_PORT_WXT% を参照してください。 プロキシ アドレス パラメーターで IP 

アドレスが使用されている場合、DNS TTL 管理機能は使用できないことに注意してくださ

い。 一般に、次の理由により、このフィールドで IP アドレスを使用することはお勧めで

きません。 

他のパラメータを変更して、通話のさまざまな機能を有効にすることもできます。 ただし、以

前の設定では、次の基本機能が有効になります。 

▪ SIP ネットワークに登録します。 

▪ 音声通話またはビデオ コールを行う。 

▪ DNS ベースのプロキシ検出を実行すると、複数のプロキシを使用できるようになります。 

SIP 登録を有効にしたら、MWI の SIP SUBSCRIBE を別の構成パラメータで有効にする必要があ

ります。 ボイスメールの詳細については、「ボイスメール」セクションを参照してください 6.

1.27 ボイスメール、ビジュアルボイスメール、メッセージ待機インジケータ。 

SIP コールが無効になっている場合でも、MWI には基本的な SIP 設定が常に必要であることに

注意してください。 MWI は SIP NOTIFY に依存します。 

SIP サーバのセットアップは、次の基本スキームに従います。 

▪ プロキシ アドレスには、SIP サーバ URI が含まれています。 

▪ 定義できるプロキシは 1 つだけです。 

▪ DNS プロキシ検出は、DNS の適切な設定を必要とする多くのプロキシのサポートを提供しま

す。 

さらに、SIP タイマーは構成ファイルで公開されます (変更することはお勧めしません)。 

<設定> 

＜プロトコル＞ 

<一口> 

<タイマー> 

 500 
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 4000 

 5000 

   </タイマー> 

▪ T1 – ネットワークの往復遅延の時間 (ミリ秒単位)。 

▪ T2 – 非招待リクエストと招待応答を再送信するまでの最大時間 (ミリ秒単位)。 

▪ T4 – メッセージがネットワークに残る最大時間 (ミリ秒単位)。 

各行には、ボイスメール番号、会議 URI、ドメイン、SIP 認証資格情報などの独自のパラメータ

があります。 必要に応じて、401 および 407 シグナリングに対して個別の資格情報を設定でき

ます。 

次の例と表は、SIP 設定に使用される最も一般的な DM タグに関する情報を示しています。 

 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

<行> 

   <label>%BWAPPEARANCE-LABEL-1%</label> 

  <name>%BWNAME-1%</name> 

  <電話番号>%BWE164-1%</電話番号> 

  <拡張子>%BWEXTENSION-1%</拡張子> 

  <external-id>%BWUSEREXTID-1%</external-id> 

 <ボイスメール番号>%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-1%</ボイスメール番号> 

  <conference-service-uri>sip:%BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-1%</conference-service-uri> 

  <ドメイン>%BWHOST-1%</ドメイン> 

  <認証情報> 

   <ユーザ名>%BWLINEPORT-1%</ユーザ名> 

   <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

   <認証> 

    <認証 401> 

     <デフォルト> 

      <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

      <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

     </デフォルト> 

     <レルム id="%BWHOST-1%"> 

      <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

      <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

     </レルム> 

    </auth401> 

    <auth407> 

     <デフォルト> 

      <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

      <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

     </デフォルト> 

     <レルム id="%BWHOST-1%"> 

      <ユーザ名>%BWAUTHUSER-1%</ユーザ名> 

      <パスワード>%BWAUTHPASSWORD-1%</パスワード> 

     </レルム> 

    </auth407> 

   </認証> 

sip:%25BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-1%25%3c/conference-service-uri
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   </資格情報> 

</行> 

 … 

</行> 

<プロキシ アドレス="%SBC_ADDRESS_WXT%" ポート="%SBC_PORT_WXT%" /> 

<優先ポート>%SOURCE_PORT_WXT%</優先ポート> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%BWLINEPORT-n% 空の 文字列 通常は SIP ユーザ名。 

詳細については、セクション 5.7 Cisco Broad
Works の動的組み込みシステム タグを参照し

てください。 

例:  ジョンドー 

%BWAUTHPASSWORD-n% 空の 文字列 通常は SIP パスワード。 

詳細については、セクション 5.7 Cisco Broad
Works の動的組み込みシステム タグを参照し

てください。 

例:  秘密のパスワード 

%BWE164-n% 空の 電話番号 国際形式のユーザのデフォルトの電話番号。 

詳細については、セクション 5.7 Cisco Broad
Works の動的組み込みシステム タグを参照し

てください。 

例:  12345678 

%SBC_ADDRESS_WXT% 空の 文字列 詳細については、セクション 5.6 システムの

デフォルトのタグを参照してください。 

例:  sbcexample.domain.com 

%SBC_PORT_WXT% 5060 番号 詳細については、セクション 5.6 システムの
デフォルトのタグを参照してください。 

例: 5060 

%BWHOST-n% 空の 文字列 通常は SIP ドメインとして使用されます。 

詳細については、セクション 5.7 Cisco Broad
Works の動的組み込みシステム タグを参照し

てください。 

例:  exampledomain.com 

%SOURCE_PORT_WXT% 5060 番号 通常、次の用途に使用されます。 優先ポート 

パラメータ。 

詳細については、セクションを参照してくださ

い。 6.1.7 SIP の優先ポートの使用法。 

例: 5061 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%BWUSEREXTID-n% 空の 文字列 (Webex Calling のみ) 回線の外部 ID を保持

します。 

詳細については、確認してください 6.2.13 仮

想回線 (Webex Calling のみ)。 

例: 30f69bf7-710b-4cd0-ab4b-35ab393a1709 

 

注: モバイル デバイスでの標準 SIP ポート (5060) の使用に関する既知の問題のた

め、SIP ポートを 5060 とは異なるもの (たとえば、5075) にすることを強くお勧め

します。 

6.1.2 SIP over TLS およびセキュア リアルタイム トランスポート プロトコル 

クライアントは、TLS 経由の SIP シグナリングとメディア暗号化に Secure Real-time Transpo

rt Protocol (SRTP) を使用するように構成できます。 ただし、次の例に示すように、これらの

機能は構成で有効にする必要があります。 動的 SIP プロキシ検出が使用される場合、DNS SRV 

の優先順位がこのパラメータ (%USE_TLS_WXT%) などの静的パラメーターをオーバーライドし、D

NS SRV で優先順位が高い場合は非 TLS トランスポートが使用されることにも注意してくださ

い。 動的 SIP プロキシ検出の詳細については、セクションを参照してください 6.1.6 動的な 

SIP プロキシ検出。 

動的プロキシ検出が使用されていない場合は、SIP に対して TLS を有効にすると、動的プロキ

シ検出が使用されるようになります。 

SIP ALG がネットワークで使用される場合の SIP ポートとトランスポート プロトコルの推奨事

項の詳細については、Cisco BroadWorks ソリューション ガイド のWebex を参照してくださ

い。 

使用する証明書は有効なものでなければならないことに注意してください。 さらに、中間証明

書もリンクされるように、証明書チェーンは損なわれていない必要があります。 広く使用され

ている証明書を採用し、デフォルトでデバイス上に存在するようにすることをお勧めします。 

通常は行われませんが、手動または一括プロビジョニングを使用して、デスクトップ マシンに

証明書をローカルに追加することもできます。 

メディア暗号化に関連する SRTP を有効にするには、別の設定があります。 

RTP, RTCP に加えて、前述の構成を使用して RTP と同じメカニズムでトラフィックを保護でき

ます。 

SIP/TLS 暗号については、 付録 A: TLS 暗号 を参照してください。 

SRTP は、次の 3 つの異なる側面でメディア ストリームのセキュリティを提供するために使用

されます。 
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▪ 機密性（データは暗号化されます） 

▪ 認証（相手方の身元の保証） 

▪ 完全性（リプレイ攻撃などに対する対策） 

メディア フレームワークの現在のバージョンは、保護のために AES 128 カウンター モードを

サポートし、認証のためにハッシュ メッセージ認証コード (HMAC)-SHA-1 をサポートします。 

マスター キーのサイズは 16 バイト、マスター ソルトは 14 バイトです。 

メディア フレームワークは、完全 (80 ビット) と短い (32 ビット) 認証タグの両方をサポー

トします。 クライアントは SIP シグナリングの一部として SDP 内でキーを交換し、通話の両

側が使用するキーを相手側に送信します。 

SRTP は、次の例に示す構成を使用して有効にできます。 現在の実装では、SDP セキュア RTP 

プロファイルのみを使用し、 Audio Visual Profile (AVP) および Secure Audio Visual Profi

le (SAVP) エントリの複数行 SDP をサポートしています。 SRTP 実装は、さまざまな SBC を使

用した通常の展開構成で正常にテストされています。 AVP プロファイルを使用した暗号化のみ

をサポートするエンドポイントとの相互運用性テスト (IOT)はサポートされていません。 

SRTP に関連する複数行の SDP プロシージャが実装されているため、常に複数の m 行が使用さ

れます。 AVP と SAVP には個別の m ラインが使用されます。 

ただし、SBC 構成については慎重に検討する必要があることに注意してください。特に、SDP の 

RTP/SAVP に関連付けられている受信「m=」行が削除されないようにします。これは、場合によ

っては SRTP 呼び出しがブロックされる可能性があるためです。 

ただし、いくつかの異なるネットワーク構成が可能です。一部の展開では SBC がメディア トラ

フィックに関与しませんが、他の展開では、SBC への各クライアント RTP メディア レッグが個

別に暗号化され、SBC 経由でネゴシエートされます。 一部の展開では、SBC は複数の SDP 回線

を許可しません。 

SBC は、コール セットアップ時に SDP m-line の順序を変更して、AVP（非暗号化）または SAV

P（暗号化）m-line を最初に置くこともできます。 したがって、最初の現用 m ラインを選択す

るクライアントは、暗号化トラフィックまたは非暗号化トラフィックのいずれかを優先するよう

になります。 さまざまな SRTP 構成オプションは次のとおりです。 

▪ 必須 – コール設定時、初期 SDP にはオファー時の SAVP m ラインのみが含まれ、クライア

ントは応答時に SDP 内の SAVP m ラインのみを受け入れます。そのため、SRTP コールのみ

が可能です。 

▪ 優先 – コールのセットアップ時に、初期 SDP には AVP と SAVP の両方の m ラインが含ま

れますが、オファー時には SAVP が最初になり、優先順位を示します。 応答するとき、ク

ライアントは、最初の m 行でなくても、利用可能な場合は SAVP を選択します (SIP 仕様

に従って、応答時に m 行の順序は変更されません)。 

▪ オプション – コール セットアップ時、初期 SDP にはオファー時に SAVP と AVP の両方の 

m ラインが含まれますが、AVP が最初に優先順位を示します。 応答する場合、クライアン

トは最初の m ライン、AVP または SAVP を選択します。 
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▪ SRTP が有効になっていない – 提供時の初期 SDP には SAVP m-line がありません。 応答

する場合、SAVP は受け入れられないため、RTP 呼び出しのみが可能です。 

▪ トランスポート – トランスポート プロトコルに基づいて SRTP モードを自動的に選択しま

す。 TLS を使用すると、必須の SRTP モードが有効になります。 TCP または UDP が使用

される場合、SRTP は使用されません。 

SRTP と RTP は、通話の両方向で対称的です。つまり、送信プロファイルと受信プロファイルは

同じです。 

<構成> 

<プロトコル><sip>    

<secure>%USE_TLS_WXT%</secure>   

 

<構成> 

<プロトコル><rtp>      

<secure Enabled="%SRTP_ENABLED_WXT%" mode="%SRTP_MODE_WXT%" rekey-always="%ENABLE_REKEYING_WXT%"/>  

 

SRTP が有効な場合は、Secure Real-Time Control Protocol (SRTCP) も使用されます。 

一部の展開では、SRTP のキーの再入力はサポートされていません。 したがって、SRTP キー再

生成を有効/無効にするための構成パラメータがあります。 ただし、新しいキーは、rfc3264 に

従って更新された SDP で受信されると常に使用されます。 構成可能性は、新しいキーの送信に

のみ関係します。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_TLS_WXT% false 真/偽 「false」に設定すると、SIP TLS が非アクテ

ィブになります。 

「true」に設定すると、SIP TLS がアクティブ

になります。 

ご了承ください。 6.1.6 動的な SIP プロキシ
検出 が使用されている場合、このパラメータ

は無視されます。 

%SRTP_ENABLED_ 

 WXT% 

false 真/偽 「false」に設定すると、SRTP は無効になりま

す。 

「true」に設定すると、SRTP が有効になりま

す。 

%SRTP_MODE_ 

 WXT% 

オプショ

ン 

必須、優

先、オプシ

ョン、トラ

ンスポート 

通話セットアップ時に SRTP がどの程度優先さ

れるかを定義します。 

デフォルト値は「オプション」です。 

%ENABLE_REKEYING_WX

T% 

true 真/偽 SRTP の SIP (SDP) キー再生成を有効にしま

す。 
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注: ICE サポートが有効になっている場合 ( 6.1.18 ICE サポート (Webex Calling 
のみ) を参照)、キーの再生成は常に実行されます (構成の %ENABLE_REKEYING_WXT% 

値は無視されます)。 

6.1.3 SRTP の 3GPP SIP ヘッダー 

新しい 3GPP 仕様では、セキュア リアルタイム トランスポート プロトコル (SRTP) を使用す

るために追加の SIP ヘッダーが必要です。 詳細については、 3GPP TS 24.229 および以下を参

照してください。 

https://tools.ietf.org/html/draft-dawes-dispatch-mediasec-parameter-07 

この仕様で必要なヘッダーは、この仕様が使用されていない展開では SIP 通話を中断する可能

性があります。 したがって、これらのヘッダーは、サーバ側でサポートされている環境でのみ

使用することをお勧めします。 

ヘッダーの使用を有効にすることのみが構成可能です。 個々のヘッダーについてはこれ以上の

構成はできません。 すべてのヘッダーは有効または無効になります。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<use-mediasec 有効 = "%USE_MEDIASEC_WXT%"/> 

 

次のタグは、この機能を制御します。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_MEDIASEC_ 

WXT% 

false 真/偽 SRTP ネゴシエーションの 3GPP SIP ヘッダー

を有効にします。 

 

6.1.4 TCP, TLS または UDP の使用とキープアライブを強制する 

Cisco BroadWorks クライアントの Webex は、SIP シグナリングと RTP メディアの両方に TCP, 

TLS または UDP のいずれかを使用するように設定できます。 クライアントのデフォルトは TCP 

であることに注意してください。 TCP キープアライブを使用しないと、SIP TCP 接続は一定期

間非アクティブになった後に閉じられることにも注意してください。 

次の例は、この構成ノードを示しています。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<輸送> 

<tcp-size-threshold>%TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT%</tcp-size-threshold> 

 

https://tools.ietf.org/html/draft-dawes-dispatch-mediasec-parameter-07
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次のタグは、クライアントが TCP を使用するか UDP を使用するかを制御します。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートされ

る値 (バイト) 

説明 

%TCP_SIZE_THRESH

OLD_WXT% 

0 0 TCP の使用を強制します。 クライアントに TCP 

または UDP を使用するかどうかは、サービス プ

ロバイダーが決定します。ただし、TCP をデフォ

ルト値「0」で使用することをお勧めします。 

0 1 ～ 99,000 メッセージ サイズがここで指定した値を下回る

場合、UDP が強制的に使用されます。 

メッセージ サイズが設定値より大きい場合、こ

れはデフォルトで TCP になります。 UDP を使用

する場合、デフォルトの推奨値は 1500 です。 

0 100000 UDP の使用を強制します。 

 

次の例に示すように、同じ構成ノードには UDP, TCP および TLS keepalive のパラメーターも

あります。  

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<輸送> 

<udp> 

  <キープアライブ有効 = "true"> 

    <タイムアウト>20</タイムアウト> 

     <ペイロード>crlf</ペイロード> 

   </キープアライブ> 

</udp> 

<tcp> 

  <キープアライブ有効 = "false"> 

    <タイムアウト>0</タイムアウト> 

    <ペイロード></ペイロード> 

  </キープアライブ> 

</tcp> 

 <tls> 

  <キープアライブ有効 = "false"> 

   <タイムアウト>0</タイムアウト> 

   <ペイロード></ペイロード> 

  </キープアライブ> 

 </tls> 

</トランスポート> 

可能なパラメータは次のとおりです。 

▪ TCP または TLS キープアライブを有効にします。可能な値は true/false、ノードが見つか

らない場合のデフォルトは「false」です。 この機能を有効にすると、SIP に UDP トラン

スポートが使用されている場合でも、TCP キープアライブが送信されることに注意してくだ

さい。 
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▪ UDP キープアライブを有効にします。可能な値は true/false、ノードが見つからない場合

のデフォルトは「false」です。 この機能を有効にすると、SIP に TCP トランスポートが

使用されている場合でも、UDP キープアライブが送信されることに注意してください。 さ

らに、TCP が SIP に使用されている場合でも、クライアントは RFC 3261 に従って UDP 経

由のトラフィックも受け入れます。 

▪ タイムアウトは、キープアライブ メッセージが送信されるまでの非アクティブな最大時間

を秒単位で指定します。 値が無い場合は、プロトコルのキープアライブが無効であること

を意味します。 

▪ キープアライブ メッセージのペイロード、可能な値 (値がない場合は、プロトコルに対し

てキープアライブが無効であることを意味します): 

- クルルフ 

- Null (使用しない) 

- カスタム文字列 (使用しません) 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<輸送> 

<tcp-size-threshold>%TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT%</tcp-size-threshold> 

<udp> 

  <キープアライブ有効 = "true"> 

            <タイムアウト>20</タイムアウト> 

            <ペイロード>crlf</ペイロード> 

  </キープアライブ> 

</udp> 

    <tcp> 

     <キープアライブ有効 = "false"> 

            <タイムアウト>0</タイムアウト> 

            <ペイロード></ペイロード> 

  </キープアライブ> 

</tcp> 

 

キープアライブは、余分なトラフィックをほとんど発生させずに NAT バインディングを開いた

状態に保つための NAT トラバーサル目的に使用できます。 

キープアライブ用のサーバ IP のアドレスとポートは、SIP プロキシ検出の通常の手順を使用し

て決定されます。 SIP 動的プロキシ検出によって取得された SIP ポートとトランスポート プ

ロトコルの選択は、静的ポートまたはトランスポート設定をオーバーライドすることに注意して

ください。 動的プロキシ検出の詳細については、セクション 6.1.6 動的な SIP プロキシ検出

を参照してください。 

6.1.5 SIP ソケットを開くための構成可能なタイムアウト 

以前は、SIP ソケットを開くためのタイムアウトは、TCP の場合は 5 秒、TLS の場合は 10 秒

にハードコーディングされていました。 これらのタイムアウトが構成可能になりました。 

<構成> 
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    <プロトコル> 

        <一口> 

            <輸送> 

                <udp> 

                    … 

                </udp> 

                <tcp> 

                    … 

                    <接続タイムアウト>%SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT%</接続タイムアウト> 

                </tcp> 

                <tls> 

                    <接続タイムアウト>%SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT%</接続タイムアウト> 

                </tcp> 

            </トランスポート> 

 

次のタグは、ソケット接続のタイムアウトを制御します ( ミリ秒)。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートされ

ている値 

説明 

%SIP_TRANSPORTS_TCP_C

ONNECT_TIMEOUT_WXT% 

5000 <integer>- 

ミリ秒単位の

タイムアウト 

TCP トランスポートが使用される場合のソケ

ット接続タイムアウト。 

%SIP_TRANSPORTS_TLS_C

ONNECT_TIMEOUT_WXT%  

10000 <integer>- 

ミリ秒単位の

タイムアウト 

TLS トランスポートが使用されている場合の

ソケット接続タイムアウト。 

 

6.1.6 動的な SIP プロキシ検出 

SIP 動的プロキシ検出機能を有効にするには、次の例を参照してください。 

<構成> 

<プロトコル><sip> 

<プロキシ検出が有効になっています="%USE_PROXY_DISCOVERY_WXT%" tcp="%USE_TCP_FROM_DNS_WXT%" udp="%USE

_UDP_FROM_DNS_WXT%" tls="%USE_TLS_FROM_DNS_WXT%">  

<レコード名> %SBC_ADDRESS_WXT%</レコード名>  

    <ドメイン オーバーライド>%DOMAIN_OVERRIDE_WXT%</ドメイン オーバーライド>  

</プロキシ検出> 

 

DNS SRV のトランスポート プロトコル エントリが多数ある場合、このセクションで説明する手

順に従って、どのトランスポート プロトコル エントリを使用するかを制御できます。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_PROXY_DISCOV

ERY_WXT% 

false 真/偽 音声通話とビデオ コールの動的な SIP プロキシ

検出を有効にします。 

推奨値は「true」です。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SBC_ADDRESS_WXT% 空の 文字列 この Cisco BroadWorks タグは通常、record-nam

e パラメータに使用されます。 有効な URL であ

る必要があります。IP アドレスであってはなり

ません。 

詳細については、セクション 5.6 システムのデ
フォルトのタグを参照してください。 

例: sbc.domain.com 

%DOMAIN_OVERRIDE_

WXT% 

空の 文字列 このカスタム タグはドメイン オーバーライドに

使用されます。 詳細については、次のセクショ

ンを参照してください。 

例: other.domain.com 

%USE_TCP_FROM_DNS

_WXT% 

true 真/偽 このパラメータ値が「false」の場合、このトラ

ンスポート プロトコル (TCP) の DNS SRV 結果

は破棄されます。 

「true」の場合、このトランスポート プロトコ

ル (TCP) の DNS SRV の結果が使用されます。 S

RV の優先順位によっては、別のトランスポート

が選択される場合もあります。 

%USE_UDP_FROM_DNS

_WXT% 

true 真/偽 このパラメータ値が「false」の場合、このトラ

ンスポート プロトコル (UDP) の DNS SRV 結果

は破棄されます。 

「true」の場合、このトランスポート プロトコ

ル (UDP) の DNS SRV の結果が使用されます。 S

RV の優先順位によっては、別のトランスポート

が選択される場合もあります。 

%USE_TLS_FROM_DNS

_WXT% 

true 真/偽 このパラメータ値が「false」の場合、このトラ

ンスポート プロトコル (TLS) の DNS SRV 結果

は破棄されます。 

「true」の場合、このトランスポート プロトコ

ル (TLS) の DNS の結果が使用されます。 SRV 

の優先順位によっては、別のトランスポートが選

択される場合もあります。 

%PROXY_DISCOVERY_

ENABLE_BACKUP_SER

VICE_WXT% 

真/偽 true DNS バックアップ サービスを有効または無効に

します。 有効にすると、SIP プロキシ アドレス

に対して A/AAAA 解決が実行されます。 これ

は、SRV/NAPTR サービス検出が有効になっている

場合にのみ考慮されます。 

%PROXY_DISCOVERY_

ENABLE_SRV_BACKUP

_WXT% 

真/偽 true 「true」に設定され、NAPTR サービス検出が失敗

するか結果が返されない場合、構成されたホスト

に対して SRV サービス検出が実行されます。 

「false」に設定すると、SRV 検出は実行されま

せん。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%PROXY_DISCOVERY_

BYPASS_OS_CACHE_W

XT% 

真/偽 false OS DNS キャッシュのバイパスを許可します。 

 

DNS を使用すると、クライアントは RFC 3263 に従って SIP プロキシの IP アドレス、ポー

ト、およびトランスポート プロトコルを取得できます。 

DNS SRV、 Naming Authority Pointer (NAPTR)、および A レコード クエリがサポートされてい

ます。 ログイン時の 3 ステップの流れは次のとおりです。 

1. 上記の <record-name> フィールド を使用して NAPTR クエリを実行し、トランスポート プ

ロトコルを含むサーバ URI を取得します（存在する場合）。  <record-name> パラメータ

の値は、DNS が解決する完全なドメインである必要があり、IP アドレスにすることはでき

ません。 

2. SRV クエリを使用して NAPTR クエリで見つかった項目を解決し、最終的なサーバ URI とポ

ートを取得します。 SRV クエリで使用されるドメイン部分は、最終サーバ URI (およびポ

ート) を見つけるために NAPTR クエリの結果から取得されます。 DNS SRV クエリから受信

したポートは、DNS SRV エントリが使用可能な場合に使用されます。 構成ファイルからの

ポートのみが、構成ファイル内の静的プロキシに適用され、SRV を使用して解決された URI 

には適用されないことに注意してください。 さまざまなレコード名の使用法については、

次の例を参照してください。 

NAPTR が見つからない場合、  がない限り、クライアントは  <domain>  パラメータから取得
したレコード名を使用して SRV クエリを試行します。<domain-override> パラメータが存在す

る場合、 <domain-override> が使用され、TCP, UDP, の別のエントリを自動的に検索しようと

します。および TLS (_sip_protocol [UDP, TCP, または TLS])。  Stream Control Transmissi

on Protocol (SCTP) はサポートされていないことに注意してください。 SRV クエリで結果が

得られない場合、プロキシの検出は失敗し、通話が利用できないことを示すエラーがエンド 

ユーザに表示されます。 この場合、SIP 登録はありません。 ただし、すべての SRV クエリが

失敗した場合、またはそこで受信したサーバが機能しない場合でも、フォールバックとして、

クライアントは、<プロキシ アドレス> で指定された URI への A クエリのみを使用して、設

定された静的プロキシが機能するかどうかを引き続きチェックします。機能する SIP 登録を提

供する IP アドレスが得られるかどうかを確認するためです。 この最後の手段の場合のポート

とトランスポートは、 tcp-threshold および <secure> パラメータから取得されます。 

3. A レコード クエリを使用して、見つかった URI を解決します。 受信した最終 IP アドレ

スは、受信した順序で試行され、SIP プロキシへの正常な接続が確立されます。 この順序

は、サービス プロバイダーによって DNS で定義できます。 A レコード検索が成功した最

初の SIP プロキシ URI が選択され、機能しなくなるかクライアントがログアウトするまで

使用されます。 A クエリ ステップでは、IP アドレスが多数受信された場合でも、一度に

使用されるのは 1 つだけです。 ただし、すべての SRV エントリは、ログアウトするかネ

ットワークが切断されるまで解決されます。 
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重要 ノート 

注 1 : DNS プロキシ検出により、トランスポート プロトコルの動作中の SIP プロ

キシ URI を受信することにより、SRV ステップでトランスポート プロトコルが選択

される場合、  tcp-しきい値 このパラメータは通常、構成ファイルで UDP または T

CP を選択するために使用されます。 SIP/TLS の設定にも同じことが当てはまりま

す。 DNS の優先順位に応じて、TCP または UDP が使用されます。 

注 2 : SRV 経由で受信したアイテムは、構成ファイル内の静的プロキシよりも優先

されます。 NAPTR 命令は考慮されません。SRV の優先順位のみが考慮されます。 SR

V の結果、トランスポート プロトコル、優先度、重みが等しい複数のアイテムが得

られた場合、受信したアイテムのいずれかがランダムに選択されます。 NAPTR 重み

はこのリリースではサポートされていませんが、SRV 重みはサポートされています。 

最初に SRV 優先度が調べられ、同じ優先度を持つアイテムについては重みが調べら

れ、特定のサーバが次に試行される可能性が決定されます。 

注 3 : オプション ドメインオーバーライド このパラメータを使用すると、NAPTR 

結果が省略された場合に、SIP ドメイン設定パラメータにあるもの以外の A レコー

ド名を SRV で解決できます。 の使用法については、次の例を参照してください。 

ドメインオーバーライド パラメータ。 

注 4 : クライアントは、DNS 操作にオペレーティング システムのプリミティブを使

用し、通常、DNS 応答は、DNS 応答の TTL を尊重するためにキャッシュされます。 

注 5 : NAPTR レコードの DNS タイプ (サービス) が続く必要があります RFC 3263 
そうしないと、DNS 解決が失敗する可能性があります。 たとえば、TLS 上の SIP に

は SIPS+D2T を使用する必要があります。 

注 6 : クライアントは、NAPTR サービスの特定のプレフィックスのみをサポートし

ます。 以下に、サポートされているプレフィックスをリストします。 

SIP+D2U -> _sip._udp 

SIP+D2T -> _sip._tcp 

SIPS+D2T -> _sips._tcp 

SIPS+D2T -> _sips._tls 

NAPTR 応答に、サービス タイプと一致しないプレフィックスを持つレコードが含ま

れている場合、このレコードは無視されます。 

例 1: ドメインオーバーライド構成パラメーターを使用しない DNS プロキシ検出の使用 

以下は、SIP over TCP のみが使用され、ステップ 1 の NAPTR クエリが結果を返す場合に、SI

P プロキシ検出を使用する設定の例です。 

<構成> 

<プロトコル><sip> 
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<プロキシアドレス=domain.com " ポート = "5060" /> 

<proxy-discovery Enabled="true" > 

<レコード名>record-domain.com</レコード名> 

    <ドメインオーバーライド>override-domain.com</ドメインオーバーライド> 

</プロキシ-ディスカバリー> 

<ドメイン>sip-domain.com</ドメイン> 

 

これにより、プロトコル レベルで次のステップが行われます。 

1. record-domain.com に対する NAPTR クエリ、答え: 

record-domain.com。 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIP+D2T" "" _sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 

2. _sip._tcp.test.sip.record-domain.com の SRV クエリ (NAPTR クエリで受信)、応答 

_sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

10 10 5061 test.sipgeo.record-domain.com。 

3.  test.sipgeo.record-domain.com の A レコード クエリ、答え: 

test.sipgeo.record-domain.com。 16 で 1.2.3.4 

その結果、SIP 登録は、ポート 5061 (SRV ステップで受信) を使用して TCP 経由で、IP アド

レス 1.2.3.4 に向けて行われます。 

例 2:  構成ファイルでのドメイン オーバーライド パラメーターの使用 

以下は、SIP プロキシ検出を使用する構成の 2 番目の例です。ここでは、SIP ドメインがプロ

キシ ドメインとは異なり、SIP over UDP のみが使用され、NAPTR クエリは結果を返しません。 

<設定> 

<プロトコル><sip 

<プロキシ アドレス="domain.com" ポート="5060"/> 

<プロキシ検出有効 = "true"> 

<レコード名>record-domain.com</レコード名> 

    <ドメインオーバーライド>override-domain.com</ドメインオーバーライド> 

</プロキシ-ディスカバリー> 

<ドメイン>sip-domain.com</ドメイン> 

 

これにより、プロトコル レベルで次の手順が実行されます。 

1. record-domain.com に対する NAPTR クエリ、回答なし。 

2. _sip._tcp.override-domain.com の SRV クエリ (構成ファイルから)、応答 

_sip._tcp.override-domain.com. 28635 IN SRV 

10 10 5061 test.override-domain.com。 

3.  test.override-domain.com の A レコード クエリ、答え: 

test.sipgeooverride-domain.com。 16 で 4.3.2.1 

 

その結果、SIP 登録は、ポート 5061 (SRV ステップで受信) を使用して UDP 経由で、IP アド

レス 4.3.2.1 に向けて行われます。 

http://broadsoft.com/
http://record-domain.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://test.sipgeo.record.domain.com/
http://broadsoft.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
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例 3:  SRV 優先度の使用 

以下は、SIP over TCP のみが使用され、手順 1 の NAPTR クエリが結果を返しますが、異なる

優先順位を持つ複数の NAPTR レコードと SRV レコードを受信した場合に、SIP プロキシ検出を

使用する設定の別の例です。 この場合、このリリース イベントでは SRV 優先度のみが問題に

なりますが、優先度が異なる複数の NAPTR レコードも受信されます。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<プロキシ アドレス="domain.com" ポート="5060"/> 

<プロキシ検出有効 = "true"> 

<レコード名>record-domain.com</レコード名> 

    <ドメインオーバーライド>override-domain.com</ドメインオーバーライド> 

</プロキシ-ディスカバリー> 

<ドメイン>sip-domain.com</ドメイン> 

 

これにより、プロトコル レベルで次の手順が実行されます。 

1. record-domain.com に対する NAPTR クエリ、答え: 

record-domain.com。 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIPS+D2T" "" _sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 

28591 IN NAPTR 120 10 "S" "SIPS+D2U" "" _sip._udp.test.sip.record-domain.com. 
 

2. _sip._tcp.test.sip.record-domain.com の SRV クエリ (NAPTR クエリで受信)、応答 

_sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

10 10 5061 test.sipgeo.record-domain.com. 

 

_sip._udp.test.sip.record-domain.com の SRV クエリ (NAPTR クエリで受信)、応答 

_sip._udp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

20 10 5062 test.sipgeo.record-domain.com。 
 

3.  test.sipgeo.record-domain.com の A レコード クエリ、答え: 

test.sipgeo.record-domain.com。 16 で 1.2.3.4 

 

その結果、SIP 登録は、ポート 5061 (SRV ステップで受信) を使用して TCP 経由で、UDP と T

CP の両方をサポートする IP アドレス 1.2.3.4 に向けて行われます。 

例 4: サービスがサービス タイプと一致しない場合に NAPTR で DNS プロキシ検出を使用する 

以下は、TCP および TLS を介した SIP が使用され、ステップ 1 の NAPTR クエリが結果を返

す場合の SIP プロキシ検出を使用した設定の例です。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<プロキシ アドレス="domain.com" ポート="5060"/> 

<プロキシ検出有効="true" tcp="true" udp="false" tls="true"> 

<レコード名>record-domain.com</レコード名> 

    <ドメインオーバーライド>override-domain.com</ドメインオーバーライド> 

</プロキシ-ディスカバリー> 

<ドメイン>sip-domain.com</ドメイン> 

 

http://broadsoft.com/
http://record-domain.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://test.sipgeo.record.domain.com/
http://broadsoft.com/
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これにより、プロトコル レベルで次のステップが行われます。 

1. record-domain.com に対する NAPTR クエリ、答え: 

record-domain.com。 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIPS+D2T" "" _sip._tls.test.sip.record-domain.com. 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIP+D2T" "" _sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 
 

2. 最初のレコードのサービス タイプは「SIPS+D2T」で、プレフィックスは「sip._tls.」です。 このプ

レフィックスはサービス タイプと一致しないため (上記の注 6 を参照)、無視されます。 
 

3. _sip._tcp.test.sip.record-domain.com の SRV クエリ (NAPTR クエリで受信)、応答 

_sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

10 10 5061 test.sipgeo.record-domain.com。 
 

3.  test.sipgeo.record-domain.com の A レコード クエリ、答え: 

test.sipgeo.record-domain.com。 16 で 1.2.3.4 

その結果、SIP 登録は、ポート 5061 (SRV ステップで受信) を使用して TCP 経由で、IP アド

レス 1.2.3.4 に向けて行われます。 

6.1.7 SIP の優先ポートの使用法 

別のソフトウェア パッケージがクライアントと同じマシン上で実行され、デフォルトの SIP ポ

ートを占有している場合があります。 SIP に別のポートを使用するようにクライアントを設定

するには、 優先ポート パラメータを使用できます。 クライアントは、 優先ポート パラメー

タを使用しますが、これが取得されると、クライアントは設定された値を超えるポート値を段階

的に試します。 たとえば、 優先ポート が「6000」で、そのポートが使用されている場合、ク

ライアントは未使用のポートが見つかるまで 6001、6002、6003 などを試行します。 未使用の

ポートが見つかると、それを自身の SIP 通信に使用します。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SOURCE_PORT_WXT% 5060 番号 通信に優先されるローカル SIP ポート

を指定します。 

例: 5060 

 

6.1.8 SIP フェイルオーバーとフェイルバック 

SIP フェールオーバーとフェールバックは、Cisco BroadWorks の手順に従います。 このために

は、複数のプロキシ (通常は SBC) を構成する必要があります。 

クライアント側では、プロキシを複数の IP アドレスに解決する必要があります。 これは、次

のいずれかの方法で実現できます。 

▪ SIP プロキシ検出が有効になっており、DNS サーバには SBC FQDN の NAPTR レコードや SR

V レコードがあります (セクションを参照) 6.1.6 動的な SIP プロキシ検出）、または 

▪ SIP プロキシ アドレスは FQDN として提供され、複数の IP アドレスに解決されます (セ

クションを参照) 6.1.1 SIP サーバの設定値）。 

http://record-domain.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://test.sipgeo.record.domain.com/
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オペレーティング システム DNS キャッシュは、不要な DNS トラフィックを回避するために使

用されます。 ありません  

リスト内の IP アドレスの最大数のハードコーディングされた制限。 

サインイン時に、複数の IP アドレスが解決される場合、それらは優先順位に従って並べられま

す。 クライアントは、最初に使用可能な IP アドレスの使用を開始します。 

6.1.8.1 SIP フェイルオーバー 

SIP フェイルオーバーは、次のように、ソケット エラー、リクエスト タイムアウト エラー、

またはサーバからの最終的なエラー応答によってトリガーされる場合があります。 

▪ ソケット エラー – ネットワーク接続が失われた場合など、クライアントとサーバ間のソケ

ットが壊れたり閉じられたりした場合、クライアントは即座に反応し、フェイルオーバーを

トリガーします。 

▪ タイムアウト (SBC がハングしたときなど) – SIP T1 に基づきます。 

- SIP INVITE – INVITE リクエストがタイムアウトした場合、クライアントは次に利用可

能な SBC (IP) に登録し、INVITE を再試行します。 

- 別の SIP リクエスト – クライアントは次に利用可能な SBC (IP) への登録を試みま

す。 

▪ サーバから最終的なエラー応答を受信しました: 

- サーバから SIP REGISTER への次の SIP エラー応答により、フェイルオーバーがトリガ

ーされます。 

o 5xx 

o 6xx 

- SIP REGISTER に対する次の SIP 4xx  応答は、フェイルオーバーを引き起こ しませ

ん 。 

o 401 未認証 

o 403 禁止 

o 404 Not Found 

o 407 プロキシ認証が必要 

o 423 間隔が短すぎる 

- さらに、SIP INVITE に対する 4xx エラー応答はフェイルオーバーをトリガーしません

が、 5xx  および 6xx します。 
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フェイルオーバーがトリガーされると、クライアントはリストから次に使用可能な IP アドレス

を取得します。 SIP T1 タイマーは、リスト上のプロキシが次のプロキシに移動するまでに試行

される時間を定義します。通常は 32 秒の値が使用されます (64*T1)。 すべての IP アドレス

が失敗すると、クライアントは SIP 接続に関するユーザ インターフェイス エラーを表示しま

す。 フェイルオーバーが発生したときに VoIP コールが進行中の場合、コールは終了します。 

SIP フェイルオーバー ロジックは、いくつかの構成パラメーターに依存します。 

▪ SIP フェイルオーバー タイマー – SIP タイマー T1、T2、および T4 は構成ファイルで公

開されていますが、変更することはお勧めできません。 

<config><プロトコル><sip> 

<タイマー> 

500 

 4000 

 5000 

</タイマー> 

 

- T1 – ネットワークの往復遅延の時間 (ミリ秒単位)。 

- T2 – 非招待リクエストと招待応答を再送信するまでの最大時間 (ミリ秒単位)。 

- T4 – メッセージがネットワークに残る最大時間 (ミリ秒単位)。 

▪ SIP プロキシ アドレスと SIP プロキシ検出 

- セクション 6.1.1 SIP サーバの設定値を参照してください。 

- セクション 6.1.6 動的な SIP プロキシ検出を参照してください。 

▪ フェイルオーバー構成の登録 (以下を参照) 

 

フェイルオーバーの場合、Webex アプリケーションは 2 つの Contact ヘッダーを含む SIP REG

ISTER を送信します。1 つは古いセッション用で、もう 1 つは新しいデバイス情報が含まれま

す。 SBC にデータをクリーンアップするように通知するために、古いセッションの Contact ヘ

ッダーが含まれています。 このヘッダーには、expires=0 および q=0.5 が含まれます。 

新しいデバイス情報を含む Contact ヘッダーには、 <q-value> タグから読み取られる q 値も

あります。  <q-value> タグ値は、特定の連絡先アドレスの優先順位を示すために使用されま

す。 範囲は 0 ～ 1.0 で、1.0 が最も高い優先度、0 が最も低い優先度です。 このタグには値

を制御するためのカスタム タグがありません。1.0 にハードコードされています。 導入で使用

される SBC に逆ロジックがあり、q=0.0 を最大の優先順位で扱う場合、この値は手動で調整で

きます。  
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リリース 42.11 以降、新しい <register-failover> セクションが構成テンプレートに導入され

ています。 アプリケーションが古いデバイス情報をクリーンアップするために Contact ヘッダ

ーを送信するかどうかを制御するために、新しい構成可能なパラメータ <registration-cleanup

> が追加されました。 一部の SBC はソケットの切断時に古いセッションを即座にクリーンアッ

プするため、古いセッションの Contact ヘッダーの存在は必要ありません。 デフォルトでは、

登録クリーンアップ ロジックは有効になっています。  

一貫性を保つために、 <q-value>  タグも同じ <register-failover> の下に移動されます。 

例： 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

   <q 値>1.0</q 値><!-- 非推奨 --> 

   <フェイルオーバーの登録> 

      <登録-クリーンアップ>%SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT%</登録-クリーンアップ> 

      <q 値>1.0</q 値> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_REGISTER_FAILOVER_R

EGISTRATION_CLEANUP_WXT% 

true 真/偽 SIP フェールオーバーの場合に古いデバ

イス情報のクリーンアップを制御しま

す。 

6.1.8.2 SIP フェイルバック 

クライアントが優先順位が 1 番目ではないプロキシに接続している場合、クライアントは最も

高い優先順位を持つ IP への再接続を試みます。 フェールバックの時間は、DNS TTL 管理構成

に基づいています (セクション 6.1.8.4 IP TTL 管理 を参照)。 フェイルバック タイマーに達

したときに通話が進行中の場合、クライアントはすべての通話が完了するまで待機し、フェイル

バック プロシージャをトリガーします。 SIP 接続はモバイルでの通話中にのみアクティブにな

るため、これはデスクトップ クライアントにのみ有効であることに注意してください。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_FAILBACK_ENABLED_WX

T% 

true 真/偽 SIP フェイルバックを有効または無効に

します。 

%SIP_FAILBACK_TIMEOUT_WX

T% 

900 60 歳以上 SIP フェイルバックのタイムアウト (秒

単位)。 

%SIP_FAILBACK_USE_RANDOM

_FACTOR_WXT% 

false 真/偽 SIP フェイルバックのランダムな期間 

[0-10]% を追加します。 
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6.1.8.3 IP バージョンを適用する 

Webex クライアントは、DNS を通じて解決されたホストのリストを順序付けし、SIP フェイルオ

ーバーの場合にそれらを反復処理する方法を構成できます。 すべてのモードで、優先順位と重み

が尊重されます。  

サポートされている構成は次のとおりです。 

- Dns - DNS クエリによって返されたすべてのアドレスを使用します 

- ipv4 - IPv6 アドレスをフィルタリングして除外します。  

- ipv6 - IPv4 アドレスを除外します 

- prefer-ipv4 – IPv6 よりも前に IPv4 アドレスを並べ替えます。 

- prefer-ipv6 – IPv4 の前に IPv6 アドレスを並べ替えます。 

 

環境/ネットワーク構成で別のモードが必要な場合を除き、デフォルト値 (dns) を使用すること

をお勧めします。 

 

「dns」構成では、特定のホストに対して IPv4 アドレスが IPv6 アドレスよりも優先されます。 

IPv4 と IPv6 アドレスの両方を持つ 2 つのホストがある場合、順序は IPv4(host1)、IPv6(host

1)、IPv4(host2)、IPv6(host2) になります。 

「prefer-ipv4」モードでは、IPv4 アドレスが IPv6 アドレスよりも前に順序付けされます (IPv

4 および IPv6 グループ内の順序は残ります)。 

例: IPv4(host1), IPv4(host2), IPv6(ホスト 1)、IPv6(ホスト 2)。 

 

「prefer-ipv6」モードでは、順序が逆になります。IPv6 アドレスは IPv4 アドレスの前に配置

されます。 

例: IPv6(ホスト 1)、IPv6(ホスト 2)、IPv4(host1), IPv4(host2). 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_

IP_VERSION_WXT% 

DNS IPv4 

IPv6 

DNS 

優先 IPv4 

優先 IPv6 

Webex クライアントが SIP セッション

に接続するために使用する IPv4/IPv6 

アドレスの順序を制御します。 
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6.1.8.4 IP TTL 管理 

現在使用されているサーバの DNS レコードの TTL が期限切れになったときに DNS の解決をや

り直す方法を管理するための別の構成パラメーターが追加されました。 次の表のパラメータを

有効にすると、現在使用されているサーバの DNS SRV または A レコードの TTL が期限切れに

なると、クライアントに DNS 操作の再実行が強制されます。 

DNS 解決が再実行された後、このパラメータは、現在の接続が完全に機能している場合でも、受

信した最優先サーバが現在使用されているサーバと異なる場合に、クライアントに強制的に再接

続します。 ただし、再接続は進行中の通話が終了した後にのみ行われます。 

サーバ A と SRV レコードの TTL が異なる場合は、小さい方の値が選択されます。 

このパラメータを無効にすると、DNS 操作は TTL の期限が切れても再実行されず、15 分ごとに

再実行されます。 

このパラメータは SIP でのみ機能します。 

DNS アドレスがプロキシ アドレス パラメーターで使用されている場合、DNS TTL 管理機能は使

用できないことに注意してください。 

注: モバイル クライアントは通話中にのみ SIP 接続を使用できるため、これはデス

クトップのみの機能です。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<refresh-on-ttl が有効="%SIP_REFRESH_ON_TTL_WXT%" 

  use-random-factor="%SIP_REFRESH_ON_TTL_USE_RANDOM_FACTOR_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_REFRESH_ON_TTL_WX

T% 

false 真偽 「false」に設定すると、DNS SIP の TTL 

管理が無効になります。 

「true」に設定すると、DNS TTL 管理が SI

P に対して有効になります。 

%SIP_REFRESH_ON_TTL_US

E_RANDOM_FACTOR_WXT%" 

false 真偽 有効にすると、DNS TTL に 0 ～ 10% のラ

ンダムな期間が追加されます。 

 

注: DNS へのリクエストの急増や、アプリケーション サーバへの再接続試行の潜在

的な急増を防ぐために、DNS TTL ランダム要素を有効にすることを強くお勧めしま

す。 
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6.1.9 SIP SUBCSRIBE と REGISTER 更新と SUBSCRIBE 再試行 

Communicator は、SIP SUBSCRIBE および REGISTER の更新間隔の構成をサポートしています。 

SIP SUBSCRIBE の場合、更新間隔 (秒単位) と、エラーが発生した場合にクライアントが SIP S

UBSCRIBE を再試行するまでの待ち時間 (秒単位) については別のパラメータがあります。  sub

scription-retry-interval  の推奨最大値は 2000000 秒ですが、負の値、0、または空の値を指

定すると 1800 秒が使用されます。 サブスクライブ更新に負の値を指定すると、 Expires ヘッ

ダーが省略されるため、1 回限りの SUBSCRIBE が作成されます。 

クライアントによって提案された SIP REGISTER リフレッシュ タイマーは秒単位で設定できま

すが、SIP 仕様に従って、サーバは値をオーバーライドできます。 現在、クライアントは、構

成された値を常に使用するのではなく、その後の更新のためにサーバによって提案された値を記

憶しています。 

最後に、SIP セッション (SIP INVITE および SUBSCRIBE) の有効期限値も (秒単位で) 設定で

きます。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<サブスクリプション リフレッシュ間隔>10800</サブスクリプション リフレッシュ間隔> 

<サブスクリプション再試行間隔>60</サブスクリプション再試行間隔>  

<登録リフレッシュ間隔>300</登録リフレッシュ間隔> 

<セッション> 

 <expires-value>3600</expires-value> 

</セッション> 

 

6.1.10 REGISTER で P-Associated-URI を使用する 

次のパラメータは、関連する 200 OK レスポンスを登録および処理するときに使用されます。 

このパラメータが「false」に設定されている場合、クライアントは P-Associated-URI を使用

せず、代わりに独自の SIP URI の ID を使用します。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<use-alternative-identities>%USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT%</use-alternative-identities> 

 

このパラメータが「true」に設定されている場合、クライアントは、すべての発信 SIP リクエ

スト (INVITE、SUBSCRIBE、CANCEL、INFO、REFER)、REGISTER の  

200 OK レスポンスから取得します。   さらに、これらの URI は連絡先リストに連絡先として

表示されません。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_ALTERNATIVE_IDE

NTITIES_WXT% 

false 真/偽 SIP REGISTER での代替 ID の使用を有効にし

ます。 

「true」に設定すると、クライアントは発信 S

IP リクエストの最後の P-Associated-URI ヘ
ッダーから独自の ID を取得します。 

「false」に設定すると、送信 SIP 要求の独自

の ID が独自の SIP URI から取得されます。 

 

6.1.11 SIP P-Early Media (PEM) ヘッダー 

SIP P-Early Media (PEM) ヘッダーは、たとえば信頼ドメイン内の IMS 環境で使用され、ネッ

トワークが複数の SIP アーリー メディア ダイアログを許可できるようになります。たとえ

ば、別のネットワークがすべての初期メディアを許可している場合です。 

設定パラメータにより、SIP シグナリングでの PEM サポートのアドバタイズが有効になりま

す。 実際の初期メディア処理ロジックは、PEM の場合と非 PEM の場合の両方で同じであり、サ

ポートされている PEM ヘッダー値に基づいて動作します。 

<構成> 

<プロトコル><sip> 

<support-p-early-media>%ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT%</support-p-early-media> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_PEM_SUPPORT_W

XT% 

false 真/偽 SIP シグナリングでのクライアント アドバタ

イジング PEM サポートを有効にするには、

「true」に設定します。 

SIP シグナリングでのクライアント アドバタ

イジング PEM サポートを無効にするには、

「false」に設定します。 

 

6.1.12 SIP アップデートのサポート 

たとえば、一部の IMS 導入環境では、代替の re-INVITE の代わりに SIP UPDATE が必要です。 

これにより、クライアントはメディア ストリームとそのコーデックのセットなどのセッション

のパラメータを更新できますが、SIP ダイアログの状態には影響しません。 

典型的な使用例は、たとえばリングバック トーンとプレアラートを同時に使用する場合など、

初期のメディアに関連したものです。 

現在、SIP UPDATE は、ダイアログ前のユースケース (初期メディア) で受信した場合にのみサ

ポートされており、アクティブなダイアログ中 (たとえば、re-INVITE がまだ使用されている通

話の保留/再開など) ではサポートされていません。 
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このリリースでは、SIP UPDATE (メディア変更) を使用してオーディオにビデオを追加すること

はできません。 さらに、クライアントは、リソース予約を伴う完全な IMS ロング コール フロ

ーをサポートしません。 

<構成> 

<プロトコル><sip> 

<サポート更新有効 = "%ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SIP_UPDATE_SUPP

ORT_WXT% 

false 真/偽 「false」に設定すると、SIP UPDATE サポー

トが無効になります。 

「true」に設定すると、SIP UPDATE サポート

が有効になります。。 

 

6.1.13 レガシー SIP 情報 FIR 

このクライアントは、SIP INFO メディア コントロール リクエストを介してビデオ キーフレー

ムをリクエストする従来の方法をサポートしています。 これが必要なのは、一部のデバイスに

は RTCP-FB FIR への応答に問題があり、場合によっては RTCP がリモート エンドポイントに到

達せず、ビデオなしまたは片方向ビデオが発生する可能性があるためです。 詳細については、 

RFC 5168 を参照してください。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<force-sip-info-fir 有効化="%ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR

_WXT% 

false 真/偽 「false」に設定すると、SIP INFO FIR サ

ポートが無効になります。 

「true」に設定すると、SIP INFO FIR サ

ポートが有効になります。 

 

6.1.14 NAT トラバーサルのための SIP レポート管理 

クライアントは、NAT トラバーサルに SIP rport メカニズムを使用するように構成できます。 

通常、これが NAT トラバーサルの唯一のソリューションであるわけではなく、SBC は主にこの

目的に使用されることに注意してください。 Rport 仕様の説明については、 RFC 3581 を参照

してください。 

SIP アプリケーション レイヤ ゲートウェイ (ALG) がネットワークで使用されている場合の SI

P ポートとトランスポート プロトコルの推奨事項の詳細については、Cisco BroadWorks ソリュ

ーション ガイド のWebex を参照してください。 
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「rport」文字列は、設定に関係なく、発信 SIP リクエストに常に存在することに注意してくだ

さい。 このパラメーターは、SIP の「received」ヘッダーと「rport」ヘッダーでサーバから受

信した IP アドレスとポートの使用法にのみ影響します。 この機能が有効な場合、「receive

d」ヘッダーと「rport」ヘッダーの値が、SIP 要求の SIP Contact ヘッダーで使用されます (R

EGISTER 応答に「received」ヘッダーが欠落している場合でも)。 

 Preferred-port パラメータは、SIP Contact ヘッダーで使用されるポートを定義するという点

で関連しています。 SIP ポートの割り当ての詳細については、セクション 6.1.7 SIP の優先ポ

ートの使用法を参照してください。 

別の構成パラメータ use-local-port があり、クライアント ソケットのローカル ポートを Con

tact ヘッダーに強制的に設定します。 これは、クライアントが実際の IP ( Contact ヘッダー

から) を持っていることを検出し、SBC がその要求に対してクライアントへの別個のソケットを

確立しようとする一部の SBC に使用されます。。 ほとんどの場合、ファイアウォールは SBC 

とクライアントの間に設置され、クライアントへの受信接続を拒否します。 

注:  IPv6 環境では、すべてのアドレスは実際のものであり、SBC はリスニング 

クライアント アドレス ( 連絡先から) への接続を確立しようとします。 ヘッダ

ー)。 

<設定> 

<プロトコル><sip> 

<use-rport を有効にした="%ENABLE_USE_RPORT_WXT%" use-local-port="%RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT%"/> 

 

タグ 省略した場

合のデフォ

ルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_USE_RPORT_WXT% false 真/偽 音声通話とビデオ コールのレポートを有

効にします。 

%RPORT_USE_LOCAL_ 

PORT_WXT% 

false 真/偽 クライアントのソケットのローカル ポー

トを SIP Contact  ヘッダーに追加するか

どうかを制御します。 

 

6.1.15 SIP セッション ID 

有効にすると、最初の登録時にローカル セッション ID が生成されます。 セッション ID は、

そのデバイスの接続/セッションの存続期間中、すべての通話外ダイアログ、REGISTER、SUBSCRI

BE、NOTIFY などに使用されます。 バインディングが失われるまで、同じセッション ID が使用

されます。 登録バインディングが失われると（DNS ルックアップ、接続のリセット、電話のリ

セットなど）、新しいローカル セッション ID が生成されます。 

セッション ID の値を使用して、そのデバイスに関連付けられたダイアログの完全なセットを検

索できます。 
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<設定> 

<プロトコル><sip> 

<sip-sessionid 有効 = "%ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT%"/> 

 

タグ 省略した場

合のデフォ

ルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SIP_SESSION_ID

_WXT% 

false 真/偽 SIP セッション ID の使用を制御します。 

 

6.1.16 着信拒否動作 

クライアントは、 486  または  603 を使用して通話を拒否できる柔軟性を提供します。 

クライアントが 603 Decline で通話を拒否するように設定されている場合、話中転送サービス

および無応答時転送サービスが期待どおりに動作しない可能性があることに注意してください。 

<設定> 

<サービス><通話> 

<reject-with-486 を有効にしました="%ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_REJECT_WITH_486_WX

T% 

true 真/偽 着信 SIP 通話を拒否するために使用さ

れる SIP エラー コードと理由を制御

します。 有効にした場合、 486 一時
的に利用できません が使用されます。 

それ以外の場合は、 603 Decline  が
使用されます。 

 

6.1.17 リアルタイムトランスポートプロトコルのポート範囲 

クライアントは、リアルタイム トランスポート プロトコル (RTP) ストリームに定義されたポ

ート範囲を使用するように構成できます。これは SRTP にも適用されます。 この設定は、次の

例に示すタグを使用して、オーディオ ストリームとビデオ ストリームの両方のポート範囲制限

値を設定することによって行われます。 

<設定> 

<プロトコル><rtp> 

<preferred-audio-port-start>%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT%</preferred-audio-port-start> 

<preferred-audio-port-end>%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT%</preferred-audio-port-end> 

<preferred-video-port-start>%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT%</preferred-video-port-start> 

<preferred-video-port-end>%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT%</preferred-video-port-end> 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_STA

RT_WXT% 

8000 番号 オーディオポート範囲の開始。 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END

_WXT% 

8099 番号 オーディオポート範囲の終わり。 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_STA

RT_WXT% 

8100 番号 ビデオポート範囲の開始。 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END

_WXT% 

8199 番号 ビデオポート範囲の終わり。 

 

注記: ポート範囲は重複しないように設定する必要があります。 

6.1.18 ICE サポート (Webex Calling のみ) 

クライアントは、エンドポイント間のメディア パスの最適化を (ピアツーピア方式で) 可能に

する Interactive Connectivity Packaging (ICE) ネゴシエーションをサポートします。 これ

は、データ遅延を短縮し、パケット損失を減らし、アプリケーションの展開にかかる運用コスト

を削減するために行われます。 

現在の実装では STUN サーバがサポートされていますが、TURN はサポートされていないことに

注意してください。 

ICE サポートが有効な場合、SRTP のキー再生成が常に実行されます (セクション 6.1.2 SIP ov

er TLS およびセキュア リアルタイム トランスポート プロトコル を参照)。 

<設定> 

<プロトコル><rtp>         

  <アイス有効化="%ENABLE_RTP_ICE_WXT%" モード="%RTP_ICE_MODE_WXT%"  

    service-uri="%RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT%" port="%RTP_ICE_PORT_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RTP_ICE_WXT% false 真/偽 ICE サポートを有効/無効にします。 

%RTP_ICE_MODE_WXT% アイスス

タン 

アイススタ

ン 

ICE サポートモード。 現在サポートされ

ている値は「icesun」のみです。 

%RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% （空の） 有効な STU

N サーバ U

RI または 

(空) 

STUN サーバ URI。 

%RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 番号 (0-65

535) 

STUN サーバポート。 
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6.1.19 RTCP MUX 

RTCP MUX は構成可能です。 この機能により、クライアントは RTP と RTCP に同じポートを使

用するようになります。 SIP/SDP シグナリング レベルでは、行 a=rtcp-mux が SDP に追加さ

れます。 さらに、さまざまなモードが可能です。 

▪ 下位互換モード (つまり、行 a=rtcp-mux は SDP に表示されません) 

▪ 多重化モード (a=rtcp-mux 行は SDP に 2 回表示されます。1 回目は m=audio セクション

に、2 回目は m=video セクションに表示されます) 

ビデオとオーディオは同じポートを使用しません。 

<設定> 

<プロトコル><rtp> 

<マルチプレクサ有効化="%ENABLE_RTCP_MUX_WXT%"/> 

 

RTCP MUX は SRTP 呼び出しでは使用できないことに注意してください。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RTCP_MUX_WXT% true 真/偽 RTPC MUX を有効にするには、「true」に設定

します。 

RTCP MUX を無効にするには、「false」に設定

します。 

 

6.1.20 転送 

Cisco BroadWorks クライアントの Webex は、有人（コンサルテーション）、セミコンサルテー

ション、および直接（ブラインド）コール転送をサポートします。 

セミコンサルティブな通話転送を使用すると、発信者はリモートの着信者が通話に応答する前に

転送を完了できます。 半相談完了ボタンは、着信側で呼び出し音が開始され、対応する SIP 通

知 (180 Ringing) が発信側で受信された後にのみ、発信者に対して有効になります。。 ブライ

ンド転送は、UI では「今すぐ転送」と呼ばれます。 

注: SIP 180 Ringing は、一部の環境、一部の番号、または一部のサーバ間通信シナ

リオではトリガーされない場合があります。 

Webex アプリのリリース 43.9 では、同じタイプの別のスタンドアロンの進行中の通話への転送が

導入されています。 Webex アプリで終了した通話は、ローカル エンドポイントで終了した他の通

話に転送できます。 また、リモート デバイスで終了した通話は、リモート エンドポイントで終

了した通話に転送できます。 この機能には構成可能なオプションがありません。 

リリース 43.12 以降、Webex アプリには、[転送] メニュー項目が選択されたときに現在の通話を

自動的に保留するかどうかを制御する構成オプションが追加されています。 この動作は、新しい 

auto-hold 属性によって制御されます。 デフォルトでは、自動ホールドは無効になっています。 
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 <設定> 

 <サービス><通話> 

    <転送通話有効="%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%"  

                   xsi-enabled="%ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT%" 

                   type="%TRANSFER_CALL_TYPE_WXT%"  

                   auto-hold="%ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_TRANSFER_CALL

S_WXT% 

false 真/偽 「true」に設定すると、通話転送が有効になり

ます。 

「false」に設定すると、通話転送が無効にな

ります。 

%ENABLE_XSI_TRANSFER_

CALLS_WXT% 

false 真/偽 別の場所で終了したリモート (XSI) 通話の転

送オプションを有効にします。 

%TRANSFER_CALL_TYPE_W

XT% 

満杯 トークファ

ースト、ブ

ラインド、

フル 

BroadWorks 構成でユーザが使用できる転送タ

イプを指定します。 

%ENABLE_TRANSFER_AUTO

_HOLD_WXT% 

false 真/偽 ユーザが通話中画面メニューから [転送] オプ

ションを選択したときに、アクティブな通話を

自動的に保留にするかどうかを制御します。 

 

6.1.21 N-Way 電話会議 と参加者 

次のカスタム タグを使用すると、Cisco BroadWorks クライアントの Webex で SIP を介したア

ドホック (N-Way) 電話会議の可用性を制御できます。 さらに、N-way オーナーは、SIP SUBSCR

IBE/NOTIFY および会議イベント パッケージを介して参加者の完全なリストを確認できます。 

所有者のクライアントは、 200 OK  の前の SIP Contact ヘッダーを介して SIP SUBSCRIBE を

送信する URI を学習します。会議 URI への INVITE に応答して送信されるメッセージですが、

参加者については、前の通話情報 NOTIFY に同じ情報が含まれます。 

Cisco BroadWorks システム設定 (maxConferenceParties)  は、会議参加者の最大数を設定する

ために使用されます。 特定の通話について、ユーザが通話中の制御オプション「参加者の追

加」または Cisco BroadWorks N-way Calling 機能を通じて参加または追加できるアクティブな

同時通話者の数を示します。 

この情報は、次のコマンド ライン インターフェイス (CLI) コマンドを使用してアプリケーシ

ョン サーバ (AS) から取得されます。 

AS_CLI/SubscriberMgmt/ポリシー/CallProcessing/会議> get  
 

出力例: 

maxConferenceParties = 6 

会議 URI = 
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の値が得られると、 最大会議パーティー が取得された場合 (範囲は 4 ～ 15)、それに応じ

て %MAX_CONF_PARTIES_WXT% タグを設定する必要があります。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<会議が有効になっている="%ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT%"> 

<サービスウリ>一口:% BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-1%</service-uri> 

<subscribe-conference-info allowed="%ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT%"/> 

 <max-nway-participants>%MAX_CONF_PARTIES_WXT%</max-nway-participants> 

</会議> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CONFERENCE_CALL

S_WXT% 

false 真/偽 ユーザに対して会議オプションを有効にする

かどうかを制御します。 

%ENABLE_NWAY_PARTICIPAN

T_LIST_WXT% 

false 真/偽 N-way 所有者参加者リストを有効にするに

は、「true」に設定します。 

N-way 所有者参加者リストを無効にするに

は、「false」に設定します。 

%MAX_CONF_PARTIES_WXT% 10 4 から 15 

までの数

字 

（空の） 

N-way 参加者の最大数を指定します。クライ

アントによって強制されます (たとえば、1

0)。サーバ側には独自の制限があります。 

値を空にすると、クライアント側での N-way 

参加者制限の適用が無効になります。 

 

6.1.22 コールプル 

次の例に示すように、コール プル機能は 1 つの構成パラメータを使用して有効にすることがで

きます。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<コールプル有効化=%ENABLE_CALL_PULL_WXT% "/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_PULL_WXT% false 真/偽 コールプルを有効にします。 

 

%00%e3:%25
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6.1.23 コールパーク/リトリーブ 

グループ コール パーク機能を使用すると、進行中の VoIP 通話をコール パーク サーバに転送

できるようになり、発信者が別の操作を行ったり、同じユーザまたは別のユーザが通話を取得し

たりできるようになります。 進行中の通話は、コール パーク グループ内の最初に利用可能な

内線番号に対してパークされます。 

通話の取得は、通話を保留した直後に、設定可能な秒数の間、ダイアログで通話を保留すること

によって実行できます。 または、通話取得オプションを選択し、番号または内線番号を入力す

ることにより、ユーザまたは別のユーザがパークされた通話を取得することもできます。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<コールパーク有効化="%ENABLE_CALL_PARK_WXT%" タイマー="%CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_PARK_ 

 WXT% 

false 真/偽 コール パーク/リトリーブを有効にし

ます。 

%CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALO

G_TIMER_WXT% 

10 5 から 30 

までの数字 

成功した通話パークダイアログが自動

的に閉じられるまでにユーザに表示さ

れる秒数を指定します。 

 

6.1.24 コール統計 

Session Initiation Protocol (SIP) BYE メッセージでの通話終了統計のレポートにより、通話

終了時に通話統計をリモート エンドに送信できるようになります。 通話統計は、SIP BYE メッ

セージまたは対応するメッセージ内の新しいヘッダーとして送信されます。  200 OK  BYE メッ

セージに対する応答。 統計には、送受信されたリアルタイム トランスポート プロトコル (RT

P) パケット数、送受信された合計バイト数、失われたパケットの合計数、遅延ジッター、往復

遅延、および通話時間が含まれます。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<通話統計が有効な="%ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_STATISTICS_WX

T% 

false 真/偽 呼び出しメトリクスのキャプチャを有効

にするには、「true」に設定します。 

呼び出しメトリクスのキャプチャを無効

にするには、「false」に設定します。 
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6.1.25 通話自動回復 / シームレスな通話ハンドオーバー 

クライアントは、ユーザが VoIP 通話を継続している間、ネットワークの切り替え時に通話の自

動回復をサポートします。 通話の自動回復は、WiFi ネットワーク間での切り替え中だけでな

く、セルラー データから WiFi と WiFi からセルラー データの両方向で機能します。 通話は 

1 分間以内に回復しようと試みられ、その後停止します。 進行中の VoIP 呼び出しが複数ある

場合は、アクティブな呼び出しのみが回復されます。 

セルラー データから WiFi への移行では、クライアントは、終了するかセルラー データ ネッ

トワークが失われるまで、セルラー データ上で進行中の VoIP 呼び出しを維持します。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<自動回復が有効 = "%ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_AUTO_RECOV

ERY_WXT% 

false 真/偽 自動回復メカニズムをユーザに対して有効

にするかどうかを制御します。 

 

6.1.26 通話録音 

通話録音機能はクライアントによってサポートされており、サーバ側での機能の可用性と構成オ

プションによって異なります。 この機能は、有効になっている XSI イベント チャネルに依存

します (セクションを参照) 6.1.33 XSI イベントチャンネル) と送信するように構成されたア

プリケーション サーバ (AS)  X-BroadWorks-相関情報 SIP ヘッダー (  Cisco BroadWorks ソ

リューション ガイドの Webex）。 

この機能が無効になっている場合、ユーザには録音ボタンやオプションはありません。 通話録

音は通話ごとではなくユーザごとに動作することに注意してください。つまり、通話の参加者の 

1 人が通話録音をサポートしていれば、通話を録音できます。 

通話録音機能が有効になっている場合、通話が録音されていることが常に視覚的に表示されま

す。 Cisco BroadWorks では、次の通話録音モードがサポートされています。 

常に 

▪ 通話録音は通話確立時に自動的に開始されます。 

▪ ユーザは ない 通話録音を停止/一時停止できます。 

常に一時停止/再開のサポート付き 

▪ 通話録音は通話確立時に自動的に開始されますが、ユーザは通話を一時停止したり再開した

りすることができます。 

▪ 考えられるユーザ操作: 

- 録音中 – 一時停止 記録アクション。 
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- 録音は一時停止中です – 再開する 記録アクション。 

オンデマンド 

▪ 通話が確立されると、サーバ上で通話の録音が開始されます。 

▪ ユーザが通話中に [録音開始] オプションを押すと、通話録音が保存され、通話が開始され

てからの状態が維持されます。 それ以外の場合、ユーザから録音の開始が開始されない場

合、通話録音はサーバ上で削除されます。 

▪ 考えられるユーザ操作: 

- 録画はまだ開始されていません – 始める 記録アクション。 

- 録音中 – 一時停止 記録アクション。 

- 録音は一時停止中です – 再開する 記録アクション。 

オン デマンド（ユーザによる開始） 

▪ ユーザは、通話中に何度でも通話録音を開始、停止、一時停止、再開できます。 

▪ 通話録音の開始ごとに個別の通話録音が行われます。 

▪ 考えられるユーザ操作: 

- 録画はまだ開始されていません – 始める 記録アクション。 

- 録音中 – 停止 そして 一時停止 記録アクション。 

- 録音は一時停止中です – 停止 そして 再開する 記録アクション。 

ユーザに割り当てられた通話録音モードは、コントロール ハブから選択できます。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<レコード有効化="%ENABLE_CALL_RECORDING_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_RECORDING_W

XT% 

false 真/偽 通話録音コントロールを有効にします。 

 

6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボイスメール、メッセージ待機インジケータ 

次のカスタム タグを使用すると、Cisco BroadWorks クライアントの Webex で Cisco BroadWor

ks Voicemail および Visual Voicemail の可用性を制御できます。 Cisco BroadWorks システ

ム タグ (%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-1%) がボイスメールで使用されることに注意してください。 
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ビジュアル ボイスメール (VVM) は音声のみでサポートされています。 サポートされている形

式は、H264 ビデオ (オーディオのみとして再生) を含む wav、ulaw、mov です。 これにより、

ユーザは受信したボイスメールをリスト ビューで表示したり、個々のアイテムを再生したりで

きます。 この機能は Xsi に基づいていますが、新しいボイスメールの通知は SIP 経由で提供

されます。したがって、通知が機能するには SIP が有効になっている必要があります。 さら

に、通知を受信するにはメッセージ待機インジケーター (MWI) の SIP SUBSCRIBE 設定が必要で

あり、ビジュアル ボイスメールが機能するには MWI が有効になっている必要があります。 SIP 

設定の詳細については、セクションを参照してください 6.1.1 SIP サーバの設定値。 

Visual Voicemail の Cisco BroadWorks リリースおよびパッチ要件については、Cisco BroadWo

rks ソリューション ガイドの  

Webex を参照してください。 

ビジュアル ボイスメールは、設定で個別に有効にする必要があります。 

ビジュアル ボイスメールを使用するには、CommPilot ポータルで次の設定が必要です。 

▪ 音声メッセージが有効になっている 

▪ 「メッセージが到着したら、ユニファイド メッセージングを使用する」オプションが有効

になっています 

▪ 「電話メッセージ待機インジケータを使用する」オプションが有効になっています 

Cisco BroadWorks 側でビジュアル ボイスメール サービスがユーザに割り当てられていない場

合、サービスの設定は自動的に無効になります。 

SIP 登録を無効にすると、新しいボイスメールの MWI も無効になることに注意してください。 

MWI を有効にする方法の詳細については、次の表を参照してください。 

UI にボイスメール メッセージ情報を表示するには、クライアントはサーバから SIP MWI 通知 

(つまり、ボイスメール イベント パッケージ) を受信する必要があります。 サブスクリプショ

ン オプションについては、次の表を参照してください。 ビジュアル ボイスメール通知が機能

するには MWI が必要であることにも注意してください。 

ボイスメール イベント パッケージへの SIP サブスクリプションが失敗した場合、クライアン

トは再試行するように設定されている場合に再試行を続けることに注意してください。 SIP SUB

SCRIBE 再試行設定の詳細については、セクションを参照してください 6.1.9 SIP SUBCSRIBE と 

REGISTER 更新と SUBSCRIBE 再試行。 

<設定> 

<サービス><通話> 

<mwi 有効化="%ENABLE_MWI_WXT%" type="%MWI_MODE_WXT%"/> 

<ボイスメール有効="%ENABLE_VOICE_MAIL_WXT%" ビジュアルボイスメール="%ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT%"> 

<center-number>%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-1%</center-number> 

</ボイスメール> 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートされ

ている値 

説明 

%ENABLE_VOICE_MAIL_WX

T% 

false 真/偽 ボイスメールのサポートを有効にするに

は、「true」に設定します。 

ボイスメールのサポートを無効にするに

は、「false」に設定します。 

%ENABLE_VISUAL_VOICE_M

AIL_WXT% 

false true、 false 「false」に設定すると、VVM が無効になり

ます。 

「true」に設定すると、VVM が有効になり

ます。 

実際の VVM 属性が下位互換性のために引き

続き使用される前に、ボイスメールが有効 

= false であることに注意してください。 

%BWVOICE-ポータル番号-

1% 

空の 番号 クライアントは、ボイスメールをダイヤル

するときに、通常、既存の Cisco BroadWor

ks システム タグを使用して指定されたこ

の番号を呼び出します。 

%ENABLE_MWI_WXT% false 真/偽 MWI を有効にするには、「true」に設定し

ます。 

MWI を無効にするには、「false」に設定し

ます。 

%MWI_MODE_WXT% 空の 暗黙的、明示

的 

MWI が有効な場合に MWI イベント パッケ

ージの SIP SUBSCRIBE を送信するには、

「明示的」に設定します。 

MWI が有効な場合、「暗黙的」を使用する

と、MWI イベント パッケージの SIP SUBSC

RIBE は送信されません。 

空のままにすると、MWI は無効になりま

す。 

 

6.1.28 Webex Calling のボイスメールの文字起こし 

この機能を使用すると、ボイスメール メッセージがテキストに変換され、Webex Calling デス

クトップ アプリとモバイル アプリのビジュアル ボイスメール メッセージ ビューに表示され

ます。 

この機能は、次の場合にのみユーザに対して有効にする必要があります。 

1. アプリは Webex Calling デプロイメントで実行されています。 

2. ユーザに対してビジュアル ボイスメール機能が有効になっています。 

3. この機能は設定で有効になっています (<services><voice-mail><transcription> タグの E

nabled 属性を「true」に設定する必要があります)。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCR

IPTION_WXT% 

false 真/偽 [Webex Calling のみ] ビジュアル ボイ

スメールが有効な場合にのみ、ボイスメ

ールの文字起こしの可用性を制御しま

す。 

 

6.1.29 通話設定 

6.1.29.1 常に電話を転送する 

次のカスタム タグを使用すると、Cisco BroadWorks クライアントの Webex で Cisco BroadWor

ks Call Forwarding Always サービスの可用性を制御できます。 

<設定> 

<サービス><補足サービス> 

<通話転送を常に有効にする="%ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_FORWARDING_AL

WAYS_WXT% 

false 真/偽 Call Forwarding Always サービスの可

用性を制御します。 

デフォルトでは、この機能はディセーブ

ルです。 

 

注: 常時着信転送とボイスメールへの着信転送 (6.1.29.2 ボイスメールへの電話転
送) を併用して、Webex アプリの「着信転送」設定を表示または非表示にすることが

できます。 両方のタグが無効になっている場合、Webex アプリの「通話転送」設定

は非表示になります。 

6.1.29.2 ボイスメールへの電話転送 

リリース 43.9 以降、Webex アプリには、ボイスメールへの転送の可用性を制御するオプション

が提供されます。 デフォルトでは、この機能は有効になっており、次の構成オプションを使用

して無効にすることができます。 
 

<構成> 

<サービス> 

   <ボイスメール> 

      <転送可能="%ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT%"/> 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARD

ING_WXT% 

true 真/偽 ボイスメールへの転送の可用性を制御し

ます。 

デフォルトでは、この機能は有効です。 

 

注 1: この機能は、ユーザに割り当てられる「ボイス メッセージ ユーザ」サービス

または「サードパーティ ボイス メール サポート」サービスのいずれかによって異

なります。 

注 2: ボイスメールへの電話転送と常時電話転送（6.1.29.1 常に電話を転送する) 

を併用して、Webex アプリの「通話転送」設定を表示または非表示にすることができ

ます。 両方のタグが無効になっている場合、Webex アプリの「通話転送」設定は非

表示になります。 

 

6.1.29.3 どこでもブロードワークス (Single Number Reach) 

次のカスタム タグは、BroadWorks Anywhere の可用性と、Cisco BroadWorks クライアントの W

ebex でのその設定の可用性を制御します。 クライアント内のこの機能の名前は次のとおりであ

ることに注意してください。 マイナンバーの管理。 

<構成> 

<サービス><補足サービス> 

<broadworks-anywhere 有効化 = "%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT%"> 

 <description Enabled="%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT%"/>  

 <alert-all-locations allowed="%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT%"default="%

BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT%"/>  

 <通話制御有効="%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT%" デフォルト="%BROADWORKS_ANYWHE

RE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT%"/>  

 <迂回阻害剤有効="%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT%" デフォルト="%BROADWOR

KS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT%"/>  

 <answer-confirmation available="%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT%"default=

"%BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT%"/> 

</ブロードワークス-どこでも> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHER

E_WXT% 

false 真/偽 構成レベルで BroadWorks Anywhere (BW

A) を有効にします。 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHER

E_DESCRIPTION_WXT% 

true 真/偽 BWA の場所の説明をユーザが利用できる

ようにするかどうかを制御します。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHER

E_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% 

false 真/偽 ユーザが BWA サービスのすべてのロケー

ションをアラートできるようにするに

は、「true」に設定します。 

「false」に設定すると、ユーザは BWA 

サービスのすべてのロケーションをアラ

ートできなくなります。 

%BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT

_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WX

T% 

false 真/偽 2 つ目以降の新しい BWA ロケーションを

追加するたびに、アプリケーションがす

べてのロケーションのアラート状態を有

効にするかどうかを制御します。 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHER

E_CALL_CONTROL_WXT% 

false 真/偽 BWA ロケーションの通話制御をユーザが

利用できるようにするかどうかを制御し

ます。 

%BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_

CONTROL_DEFAULT_WXT% 

false 真/偽 BWA ロケーションの通話制御のデフォル

ト状態を制御します。 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHER

E_DIVERSION_INHIBITOR_WXT% 

false 真/偽 BWA ロケーションの Diversion Inhibito

r をユーザが利用できるようにするかど

うかを制御します。 

%BROADWORKS_ANYWHERE_DIVER

SION_INHIBITOR_DEFAULT_WX

T% 

false 真/偽 BWA ロケーションの Diversion Inhibito

r のデフォルト状態を制御します。 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHER

E_ANSWER_CONFIRMATION_WXT% 

false 真/偽 BWA の場所の応答確認をユーザが利用で

きるようにするかどうかを制御します。 

%BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWE

R_CONFIRMATION_DEFAULT_WX

T% 

false 真/偽 BWA ロケーションの応答確認のデフォル

ト状態を制御します。 

 

6.1.30 設定ポータル および Web ベースの通話設定 

Cisco BroadWorks クライアントの Webex は、設定 (セルフ ケア) ポータルへのアクセスを提

供し、ユーザはここでアプリケーションおよびサービス設定の一部を構成できます。 

さらに、クライアントは代わりに通話設定 Web ビュー (CSWV) を使用するオプションを提供し

ます。 これにより、ユーザはサーバベースの通話設定の詳細を制御できるようになります。 個

別のタグを使用して、特定のサービスを Web ベースの通話設定に表示するかどうかを制御でき

ます。 

注記: コールセンターなどのアプリケーションにすでに表示されている設定を非表示

にすることをお勧めします (セクションを参照) 6.1.31 コールセンター/コールキュ
ーのログイン/ログアウト) および BroadWorks Anywhere (セクションを参照) 6.1.2
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9.3 どこでもブロードワークス）。 Remote Office サービスは BroadWorks Anywher

e サービスに引き継がれたため、非表示にすることをお勧めします。 

次のカスタム タグを使用して、設定 (セルフ ケアまたは CSWV) ポータルの URL を構成できま

す。 タグが空の場合、設定ポータルへのリンクはアプリケーション内のユーザに表示されませ

ん。 

<構成> 

<サービス> 

<web-call-settings target="%WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT%"  

 <url>%WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT%</url> 

<branding-enabled="%WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT%"> 

  <サービス設定> 

   <サービス名="常に電話転送"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="転送で話中" 可視="%WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="着信転送に到達できません"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="応答なしでの転送"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名=「サイレントモード」visible==%WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="匿名着信拒否"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="同時呼び出しパーソナル"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="シーケンシャルリング"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="自動コールバック"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="キャッチホン"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="発信者回線 ID 配信ブロック"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="パーソナル アシスタント"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="コールセンター – 標準"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="BroadWorks Anywhere" 可視="%WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="BroadWorks Mobility"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="リモート オフィス"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT%"/> 

   <サービス名="ボイス メッセージング ユーザ"visible="%WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT%"/> 

 </サービス設定> 

<userportal-settings><url>%USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT%</url></userportal-settings> 

</web-call-settings> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

 TARGET_WXT% 

外部の 外部、CSW 管理ポータル モードを制御します。 

「外部」に設定します 外部ブラウザで構

成済みの設定ポータル URL を開きます。 

POST リクエストの追加パラメーター セ

クション <services><web-call-settings

> を使用して、組み込みブラウザーで CS

W ポータルを開くには、「csw」に設定し

ます。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

 URL_WXT% 

空の URL 文字列 設定ポータルの URL。 

例：   https://settings .webex.com 

https://settings/
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISI

BLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で [常に通話を転送] 

オプションをユーザに表示するかどうか

を制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISI

BLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で、サイレント (DND) 

オプションをユーザに表示するかどうか

を制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISI

BLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で匿名着信拒否 (ACR) 

オプションをユーザに表示するかどうか

を制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISI

BLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で通話転送話中 (CFB) 

オプションをユーザに表示するかどうか

を制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VIS

IBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で、到達不能着信転送 

(CFNR) オプションをユーザに表示するか

どうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VIS

IBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で、無応答時転送 (CFN

A) オプションをユーザに表示するかどう

かを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

 SIMRING_VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定でユーザに同時リング

パーソナル (SIMRING) オプションを表示

するかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

 SEQRING_VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定でシーケンシャル リン

グ (SEQRING) オプションをユーザに表示

するかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIB

LE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定でリモート オフィス 

(RO) オプションをユーザに表示するかど

うかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

ACB_VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で自動コールバック (A

CB) オプションをユーザに表示するかど

うかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

CW_VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定でキャッチホン (CW) 

オプションをユーザに表示するかどうか

を制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

CLIDB_VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で発信者回線 ID 配信

ブロック (CLIDB) オプションをユーザに

表示するかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_PA_ 

VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定でパーソナル アシスタ

ント (PA) オプションをユーザに表示す

るかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISI

BLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で BroadWorks Anywher

e (BWA) オプションをユーザに表示する

かどうかを制御します。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%WEB_CALL_SETTINGS_CC_ 

VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定でユーザにコールセン

ター オプションを表示するかどうかを制

御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

BWM_VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で BroadWorks Mobilit

y (BWM) オプションをユーザに表示する

かどうかを制御します。 

Webex for Cisco BroadWorks と BroadWo

rks Mobility の間の相互運用性の問題の

ため、現時点では推奨値は「false」で

す。 

%WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIB

LE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で音声管理 (VM) オプ

ションをユーザに表示するかどうかを制

御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING

_ENABLED_WXT% 

false 真/偽 新しい通話設定 WebView ブランドを使用

するかどうかを制御します。 サーバ側の 

CSWV バージョンが 1.8.6 以降の場合に

有効にします。 それ以外の場合は false 

のままにしてください。 

%WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM

_VISIBLE_WXT% 

true 真/偽 Web ベースの設定で電子メール/ボイスメ

ール メッセージのオプションを表示する

かどうかを制御します。 

%USER_PORTAL_SETTINGS_URL_W

XT% 

空の URL 文字列 ユーザ設定ポータルへの URL を指定しま

す。 この機能を有効にして UI に [ユー

ザ ポータルにアクセス] ボタンを表示す

るには、このカスタム タグを空にするこ

とはできません。 例: https://setting

s.webex.com。 

%USER_PORTAL_SETTINGS_TARGE

T_WXT% 
外部の 外部、内部 URL を埋め込みブラウザで開くか外部ブラ

ウザで開くかを指定します。 

%USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_E

NABLED_WXT% 
false 真/偽 埋め込みブラウザが構成されている場合に

のみ適用されます (USER_PORTAL_SETTINGS

_TARGET_WXT=internal)。 有効にすると、

HTTP POST リクエストが使用され、BroadW

orks の有効期限の短いトークンが BODY 

の一部として追加されます。 無効にする

と、URL は HTTP GET で開かれます。 

 

注 1: 通話設定 WebView URL の末尾には常に「/」を設定する必要があります。 例: 

https://<XSP-FQDN>/<CSW-Context-Path>/ 

注 2: サポートされる通話設定 WebView アプリケーションの最小バージョンは 1.7.

5 です。 

https://settings/
https://settings/
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Cisco BroadWorks リリース 21.0 へのインストールについては、「 Webex For Cisc
o BroadWorks Solution Guide」に記載されている追加手順を参照してください。。 

6.1.31 コールセンター/コールキューのログイン/ログアウト 

Webex アプリは、コールセンター (コール キュー) エージェント設定へのアクセスを提供しま

す。 ユーザがコールセンター用にプロビジョニングされている場合、この機能を使用すると、

ユーザはコールセンターにログインして、利用可能な通話キューを表示したり、キューに参加/

参加解除したり、 自動通話分配 を設定したりすることができます。(ACD) ステータス。 

デスクトップ リリース 42.8 およびモバイル リリース 42.12 以降、コールセンター (コール 

キュー) エージェントは通話設定 Web ビューに基づいていません (セクション 6.1.30 設定ポ

ータル および Web ベースの通話設定 を参照)。 コール センター (コール キュー) エージェ

ントの構成には、デスクトップのフッターとモバイル Webex アプリの設定からアクセスできま

す。  

<設定> 

＜サービス＞ 

<コール センター エージェント有効 = "%ENABLE_CALL_CENTER_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_CENTER_WXT% false 真/偽 コールセンターのサポートを有効にしま

す。 

 

6.1.32 XSI ルートとパス 

Cisco BroadWorks クライアントの Webex は、サインインに使用されるものとは異なるように構

成する必要がある場合、次のタグを使用して XSI ルート、アクション、およびイベント パスを

制御します。 

XSI ルートを変更する主な理由は、構成レベルで負荷分散を実装することですが、代わりに HTT

P 層で負荷分散を使用することをお勧めします。 

通常、イベントとアクションのパスは、クライアントによって実行される XSI HTTP リクエスト

の URL パスから com.broadsoft ドメイン参照を削除するためのブランド要件により変更されま

す。 

<設定> 

<プロトコル><xsi> 

 <パス> 

  <root>%XSI_ROOT_WXT%</root> 

  <アクション>%XSI_ACTIONS_PATH_WXT%</アクション> 

  <イベント>%XSI_EVENTS_PATH_WXT%</イベント> 

 </パス> 
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タグ 省略した場合

のデフォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%XSI_ROOT_WXT% 構成の取得に

使用された元

のものが引き

続き使用され

ます。 

URL 文字列 すべての XSI 操作の XSI ルート。 

例:  https://domain.com/ 

%XSI_ACTIONS_PATH_ 

WXT% 

/com.broadso

ft.xsi-actio

ns/ 

弦 XSI アクションのパスを指定します。 

「/」で始まり「/」で終わり、アクシ

ョンコンテキストのみが含まれている

必要があります。 

例: /com.domain.xsi-actions/ 

%XSI_EVENTS_PATH_ 

WXT% 

/com.broadso

ft.xsi-event

s/ 

弦 XSI イベントのパスを指定します。 

「/」で始まり「/」で終わり、イベン

ト コンテキストのみが含まれている

必要があります。 

例: /com.domain.xsi-events/ 

 

6.1.33 XSI イベントチャンネル 

XSI イベント チャネルは、次のようなさまざまなサービスに使用されます。 

▪ XSI 通話中のコントロール 

▪ 通話設定ステータス通知 

▪ 通話録音 

XSI イベント ハートビートは、XSI イベント チャネルを開いた状態に保つために使用され、ハ

ートビート間隔は次のパラメーターを使用して指定できます。 

<設定> 

<プロトコル><xsi> 

<イベントチャンネル有効化="%ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT%">  

<ハートビート間隔>%CHANNEL_HEARTBEAT_WXT%</heartbeatInterval>  

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_XSI_EVENT_ 

CHANNEL_WXT% 

true 真/偽 XSI イベント チャネルを有効にするかど

うかを制御します。 たとえば、通話中の

制御サービス関連のイベントを受信するに

は、「true」に設定する必要があります。 

推奨値は「true」です。 

%CHANNEL_HEARTBEAT_ 

WXT% 

10000 番号 これは XSI イベント チャネルのハートビ

ート (ミリ秒単位) です。 

デフォルトは「10000」です。 

 

https://domain/
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6.1.34 コーデック構成 

Cisco BroadWorks の Webex は、さまざまなオーディオおよびビデオ コーデックを提供しま

す。 コーデックのそれぞれのリストは、 config/services/calls/ の audio/codecs および ビ

デオ/コーデック セクションにあります。 各コーデックの優先度は、 XML 属性の優先度、 を

介して変更できます。これは、0.0 (最低) から 1.0 (最高) までの値です。。 

<ビデオ><コーデック> 

 <コーデック名="H264" ペイロード="109" 解像度="CIF" フレームレート="25" ビットレート="7680

00" 優先度="1.0"> 

  <パケットモード>0</パケットモード> 

</コーデック> 

クライアントはビデオ コーデックとして H.264 をサポートします。 ビデオ解像度属性を使用

して、SUBQCIF、QCIF、CIF、4CIF、VGA、および HD の使用可能な値のいずれかを設定できま

す。 

設定にビット レートが入力されていない場合は、デフォルトのビット レート値が使用されま

す。 解像度およびフレーム レートごとのデフォルトのビット レート値を次の表に示します。 

解像度 動画サイズ * FPS 
(1 秒あたりのフレー

ム数) 

解像度および FPS ごとのデフ

ォルトのビット レート値 

サブクシフ 128×96 15 128000 

QCIF 176×144 30 192000 

CIF 352×288 15 384000 

CIF 352×288 30 768000 

VGA 640×460 15 2000000 

4CIF 704×576 25 2000000 

HD 960×720 30 2000000 

 

* 宣伝されている最大ビデオ解像度。  Cisco BroadWorks クライアントの 2 つの Webex 間の通

話中の実際のビデオ解像度は、両方のクライアントの機能によって異なります。2 つのうちの低い

方であり、同じになります。両方のクライアントで。 

ビデオ コールのビデオ解像度はセッションのセットアップ中にネゴシエートされ、2 つのエン

ドポイントの機能に基づきます。 ビデオ コールの解像度は両方のエンドポイントで同じです。 

つまり、Cisco BroadWorks エンドポイントの Webex に異なる機能がある場合（したがって、異

なる解像度をサポートしている場合）、コールに対して低い解像度がネゴシエートされます。 

ネットワーク状態が悪化すると、通話中にビデオ解像度が変化することがあります。 この場

合、2 つのモバイル エンドポイントは異なるビデオ解像度を使用している可能性があります。 

パケット化モードは、SingleNAL (0) またはノンインターリーブ (1) に設定できます。 テンプ

レートはデフォルトで SingleNAL (<packet-mode>0</packet-mode>) を使用します。 
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複数の電話イベント設定もサポートされています。 コーデック ネゴシエーション中に、クライ

アントは複数の電話イベントを含む、設定されたすべてのコーデックを送信します。 オーディ

オ コーデックが選択されると、オファー内の電話イベントが検索されます。 オファーにネゴシ

エートされたオーディオ コーデックのサンプル レートを備えた電話イベントがある場合、この

電話イベントが選択されます。 それ以外の場合は、リストの最初の電話イベントが使用されま

す。 オファーに電話イベントがまったくない場合は、インバンド デュアルトーン多重周波数 

(DTMF) が使用されます。 

構成されたコーデックの例: 

<コーデック名="電話イベント" ペイロード="100" インバンド="false" /> 

<コーデック名="電話イベント" ペイロード="101" クロックレート="48000" インバンド="false" /> 

 

サンプル レート 48kbps のオーディオ コーデックがネゴシエートされる場合、ペイロード 101 

の電話イベントが使用されます。 

Cisco BroadWorks の Webex は、次のコーデックを正式にサポートしています。 

▪ 音声 

- OPUS 

- G.722 

- G.729 

- PCMU (G.711U) 

- PCMA (G.711A) 

- iLBC 

▪ ビデオ 

- H.264 

6.1.35 SIP-URI ダイヤル 

現在、ブロードワークスを介した SIP-URI ダイヤルは利用できず、デフォルトでは、すべての 

SIP-URI 通話は「無料通話」とも呼ばれる Locus を介してルーティングされます。 環境によっ

ては、これは望ましくないため、そのような呼び出しはブロックする必要があります。 

注: これは、Locus 呼び出しが無効になっている場合にのみ適用されます。 この場合にの

み、SIP URI ダイヤル ブロックが機能します。 

次の構成では、このオプションが提供されます。 

<設定> 

    ＜サービス＞ 

        <通話> 

            <sip-uri-dialing Enable-locus-calling="%SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT%"/> 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_URI_DIALING_ENABLE_LO

CUS_CALLING_WXT% 

true 真/偽 SIP-URI を Locus 経由でルーティングす

るか (true)、ブロックするか (false) 

を制御します。 

 

6.1.36 すべてのデバイスの通話履歴 

クライアントは、通話履歴をローカルに保存するのではなく、サーバに保存したり、サーバから

取得したりする機能を提供します。 このようにして、通話履歴がすべてのデバイスにわたって

統合されます。 

注: 通話履歴の欠落やレコードの重複を避けるために、統合通話履歴はクライアント側と

サーバ側で同時に有効にする必要があります。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_UNIFIED_CALL_HISTO

RY_WXT% 

false 真/偽 アプリケーションが統合通話履歴を使用

するか、クライアント側 (ローカル) の

ものを使用するかを制御します。 

 

注: VOIP 通話が無効になっている場合、緊急ダイヤル シーケンス (%EMERGENCY_CALL_DIA

L_SEQUENCE_WXT%) の唯一の意味のある値は cs のみです。 

6.1.37 ビデオ コールを無効にする 

リリース 41.9 では、ビデオ コールを無効にする機能が追加されました。 BroadWorks 支援の 

VoIP 呼び出しと Locus (無料) 呼び出しでこの機能を制御するには、別の構成オプションがあ

ります。 

機能が有効で、機能タグが「false」に設定されている場合: 

▪ ユーザには「ビデオをオンにして着信を受け入れる」設定は表示されません。 

▪ すべての着信ビデオ コールは、受け入れられた場合は音声通話になります 

▪ ユーザは通話をビデオにエスカレーションすることはできず、ビデオのエスカレーションは

自動的に拒否されます。 

ビデオ コールが有効になると、「ビデオをオンにして着信通話を受け入れる」設定のデフォル

ト値を制御するための新しい構成プロパティが追加されます。 デフォルトでは、この機能はデ

スクトップではオンになり、モバイルとタブレットではオフになります。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SIP_VIDEOCALLS_WXT% true 真/偽 BroadWorks を介して SIP ビデオ コール

の可用性を制御します。 

%ENABLE_LOCUS_VIDEO 

CALLS_WXT% 

true 真/偽 Locus (無料) ビデオ コールの可用性を制

御します。 

%VIDEOCALLS_ANSWER_ 

WITH_VIDEO_ON_DEFAULT_WXT% 

デスクト

ップ - 真 

モバイル 

/ タブレ

ット - fa

lse 

真/偽 「ビデオをオンにして着信を受け入れる」

設定のデフォルト値を制御します。 

 

6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバイダーによる位置レポート  

デスクトップおよびタブレット Webex クライアントは、BroadWorks 導入の Webex の E911 緊

急通報プロバイダーとして RedSky、Intrado、または Bandwidth を使用した E911 位置レポー

トをサポートします。 E911 プロバイダーは、デバイスごとの位置サポート (Webex デスクトッ

プおよびタブレット アプリ、および HELD 対応 MPP デバイス用) と、緊急通話を米国およびそ

の領土 (グアム、プエルト) 周辺の公安応答ポイント (PSAP) にルーティングするネットワーク

を提供します。リコ、バージン諸島)、カナダのみ。 サービスは場所ごとに有効になります。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%EMERGENCY_DIALING_ 

ENABLE_REDSKY_WXT% 

false 真/偽 E911 プロバイダーの緊急位置プラットフ

ォームを有効にします。 

%BWE911-プライマリ保持 URL% 空の 弦 HELD プロトコルをサポートする E911 プ

ロバイダ Emergency Location Platform 

への URL を指定します。 

%BWE911-顧客 ID% 空の 弦 E911 プロバイダーの HTTPS リクエストに

使用される顧客 ID (HeldOrgId、CompanyI

D)。 

%BWE911-秘密キー% 空の 弦 E911 プロバイダーの HTTPS リクエストを

認証するためのシークレット。 

%BWE911-緊急番号リスト% 空の CSV 文字列 E911 プロバイダーがサポートする緊急電

話番号のリスト。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%EMERGENCY_REDSKY_USER_REMI

NDER_TIMEOUT_WXT% 

0 (ユーザ

は再度プ

ロンプト

を表示さ

れません) 

数値 [0～43

200] 

現在の緊急位置が入力されていないか無効

である場合に、緊急位置を更新するようユ

ーザに通知するために使用されるタイムア

ウト (分単位)。 

有効にする場合の推奨値: 1440 (1 日)。 

%EMERGENCY_REDSKY_ 

USER_MANDATORY_LOCATION_WX

T% 

-1 (ユー

ザはいつ

でもダイ

アログを

キャンセ

ルできま

す) 

数値 [-1 ～ 

100] 

位置情報が必須になる (つまり、位置情報

ウィンドウを閉じることができなくなる) 

前に、ユーザが位置情報ダイアログを閉じ

ることができる回数。 

可能な値: 

▪ N = -1 (ユーザはいつでもダイアログを

キャンセルできます) 

▪ N = 0 (ユーザはダイアログをキャンセ

ルできません - 常に必須の場所です) 

▪ N > 0 (ユーザはダイアログが必須にな

るまで N 回キャンセルできます) 

%EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCA

TION_PROMPTING_WXT% 

アグレッ

シブ、ロ

グインご

とに 1 回 

ログインご

とに 1 回 

E911 の位置情報プロンプトの動作を定義

します。 「aggressive」値では、ネット

ワークが不明な場所に変更されるたびにユ

ーザにダイアログが表示されますが、「on

ce_per_login」値ではダイアログが 1 回

だけ表示され、それ以上のポップアップや

ユーザの気が散るのを防ぎます。 

 

注記: BWE911-*** タグは「動的組み込みシステム タグ」です。 詳細については、

セクションを参照してください。 5.7 Cisco BroadWorks の動的組み込みシステム 
タグ。 

6.1.39 アイデンティティとしての PAI 

のために 着信、この新しいパラメータは、SIP From ヘッダーと P-Asserted-Identity (PAI) 

ヘッダーの優先順位、および発信回線 ID として何を使用するかを制御します。 受信 SIP INVI

TE に X-BroadWorks-Remote-Party-Info ヘッダーがある場合、それは SIP From および PAI ヘ

ッダーよりも優先して使用されます。 受信 SIP INVITE に X-BroadWorks-Remote-Party-Info 

ヘッダーがない場合、この新しいパラメーターは、SIP From ヘッダーが PAI ヘッダーよりも優

先されるか、またはその逆かを決定します。 

<use-pai-as-calling-identity>タグの Enabled 属性が「true」に設定されている場合、PAI ヘ

ッダーが From ヘッダーよりも優先して使用されます。 この発信者 ID は、連絡先を解決し、

ユーザに提示するために使用されます。 
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 発信通話の場合、このロジックは適用されません。 18X、200 OK 応答では、接続回線 ID が受

信されるため、Webex アプリケーションは常に SIP PAI ヘッダーを優先して使用します。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_PAI_AS_CALLING_IDENTIT

Y_WXT% 

false 真/偽 ユーザに提示される発信側 ID を SIP Fro

m ヘッダーまたは SIP P-Asserted-Identi

ty ヘッダーから取得するかどうかを制御

します。 PAI ヘッダーを優先して使用す

る場合は、「true」に設定します。 

 

6.1.40 画面共有を無効にする 

リリース 42.5 では、画面共有の可用性を制御する機能が追加されています。 画面共有が無効

になっている場合: 

▪ ユーザには、1 対 1 通話で画面共有を開始するオプションが表示されません。 

▪ 受信した画面共有リクエストは拒否され、ユーザには有益なメッセージが表示されます。 

デフォルトでは、この機能は有効になっています。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% true 真/偽 ユーザに対して画面共有を有効にするかど

うかを指定します。 

 

6.1.41 スパム電話の表示 

機能の切り替え (展開タイプごと) が有効で、その機能が構成ファイルで有効になっている場

合、Webex アプリは、スパム通話の検証ステータスを示す新しいパラメーターを処理します (ス

パム通話の検証ステータスが NewCall プッシュ通知または通話の一部として受信された場合)。

歴史の記録。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_SPAM_INDIC

ATION_WXT% 

false 真/偽 Webex Calling のみの着信画面と通話履歴

でのスパム通話表示の可用性を制御しま

す。 
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6.1.42 PSTN/携帯電話のノイズ除去 

この機能は、発信側ユーザが PSTN またはモバイル デバイスで Webex 以外のユーザと通話する

ときに、より良い通話エクスペリエンスを提供します。 この機能が有効になっている場合、ユ

ーザにはノイズ除去インジケーターが表示され、オンまたはオフを選択できます。 

リリース 43.12 以降、この機能がユーザに対して有効になっている場合、デフォルトでオンに

なります。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_NOISE_REMOVAL_WX

T% 

false 真/偽 リモート (受信) メディアのローカル ノ

イズ除去を有効にします。 

 

6.1.43 QoS DSCP マーキング 

QoS DSCP マーキングは、メディア RTP パケット (オーディオおよびビデオ) を呼び出す Webex 

アプリでサポートされています。 DSCP は、ネットワーク データのトラフィック分類を決定し

ます。 これを使用して、どのネットワーク トラフィックがより高い帯域幅を必要とし、優先度

が高く、パケットがドロップされる可能性が高いかを判断できます。 

注: Microsoft Windows オペレーティング システムの最近のバージョンでは、アプ

リケーションが送信パケットに DSCP または UP を直接設定することはできません。

代わりに、グループ ポリシー オブジェクト (GPO) を展開して DSCP マーキング ポ

リシー ベースを定義する必要があります。UDP ポート範囲で。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% true 真/偽 音声通話の QoS を有効にします。 

%AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 46 0-63 音声通話に対して選択した QoS タイプの 

QoS 値を指定します。 

注: 値が指定されていないか、値が正常に

解析できなかった場合は、デフォルト値が

使用されます。 

%ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% true 真/偽 ビデオ コールの QoS を有効にする 

%VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 34 0-63 ビデオ コールに対して選択した QoS タイ

プの QoS 値を指定します。 

注: 値が指定されていないか、値が正常に

解析できなかった場合は、デフォルト値が

使用されます。 
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6.1.44 プライマリプロファイル 

共有回線 (0  
共有回線の外観) の統合により、ユーザの回線が別のユーザと共有されている場合、そのユーザ

に対して同じタイプの複数のプロファイルが設定される可能性があります。 電話サービスにロ

グインするための正しいプロファイルを選択するために、Cisco BroadWorks が機能強化され、

ユーザがデバイスを所有しているかどうか、つまりデバイスにプライマリ回線/ポートが割り当

てられているかどうかを示すようになりました。Cisco BroadWorks のアップデートの詳細につ

いては、 Webex クライアント共有回線をサポートするデバイス リストの所有者フラグ。 

 

 
管理ポータルでのアイデンティティ/デバイス プロファイルのプライマリ回線/ポート構成 

 

ログイン時に、Webex アプリケーションは、指定されたタイプで使用可能なデバイスの数を確認

します。 設定されているプロファイルが 1 つだけの場合（ユーザの回線が別のユーザと共有さ

れていない場合）、電話サービスはプライマリ フラグをチェックせず、使用可能な 1 つのプロ

ファイルを使用してログインします。 特定のプラットフォーム (デスクトップ、モバイル、ま

たはタブレット) に対して複数のプロファイルが構成されている場合は、ユーザが所有するデバ

イスが使用されます。 

 

リリース 43.2 以降、プライマリ プロファイル制限を適用するかどうかを制御するための新し

い構成オプション (device-owner-restriction) が追加されました。 これを使用すると、Webex 

アプリケーションが非プライマリ回線/ポート プロファイルを使用して電話サービスにログイン

できるようになります。 この設定オプションは、ユーザに設定されたプロファイルの数に関係

なく、すべての設定に適用されます (デバイス所有権の制限が有効で、対応するプラットフォー

ムのプライマリ回線/ポートを持つデバイスがない場合、電話サービスは接続しません）。 

 

ユーザがデスクトップ Webex アプリ内でペアリングできるデバイスにも同じ制限が適用されま

す。 ユーザは、自分が所有しているデバイスのみを表示およびペアリングできます。 これによ

り、共有回線または仮想回線が割り当てられている別のユーザのデバイスとペアリングできなく

なります。 同じ構成パラメータの値がこの制限にも適用されます。 

 

<設定> 

<サービス><通話> 

<デバイス所有者制限の有効化 = "%ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT%"/> 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/broadworks/FD/AS/OwnerFlagInDeviceListToSupportWebexClientSharedLinesFD-R250.pdf
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

% ENABLE_DEVICE_OWNER_RE

STRICTION_WXT % 

true 真/偽 デバイス所有者の制限を制御します – 電話

サービスが特定のデバイスのプライマリ プ

ロファイルを使用する必要があるかどうか 

 

注記： 所有者の制限を有効にすることをお勧めします。 無効にすると、電話サービ

スは最初に見つかったプロファイルを使用してログインするため、同じタイプのユー

ザに対して複数のプロファイルが設定されている場合に問題が発生する可能性があり

ます。 

6.1.45 ブロックリスト (Webex Calling のみ) 

43.5 以降、Webex アプリにはユーザ定義の電話番号ブロック リストが導入されています。 こ

の機能が有効な場合、ユーザは特定の番号からの着信をサーバ側でブロックし、ユーザのどのデ

バイスにも配信されないように指定できます。 ユーザは、これらのブロックされた通話を通話

履歴で確認できます。 

ユーザは、通話設定と通話履歴の 2 つの場所からブロック リストを設定できます。 [設定] 

で、ユーザはブロックされている番号のリストを表示し、編集できます。 通話履歴では、ユー

ザはユーザ定義のブロック リストによってブロックされた通話の通話履歴レコードを確認でき

ます。 番号がユーザ定義のブロック リストに含まれている場合、これらのレコードにはブロッ

ク済みの表示があり、ユーザは特定のレコードの番号のブロックを直接解除するオプションを持

ちます。 ブロックオプションも利用可能です。 

ユーザ定義のブロック リストに追加される番号の規則: 

◼ 数値形式 

 通話設定からブロックすると、E.164 形式の制限が Webex アプリでローカルに適用され

ます 

 すべての Webex Calling レコードに対して通話履歴からのブロックが許可されています 

 Cisco ブロードワークスは、番号形式に基づいて、ブロック リストに追加された新しい

番号の要求を許可または拒否する場合があります。 

◼ 内部番号 - 内部番号からの着信は、ユーザ定義のブロック リストの一部であってもユーザに

配信されます。 

ユーザ定義のブロック リストは Cisco BroadWorks で設定され、ユーザのすべての WxC デバイ

スに適用されます。この機能は、管理者定義のブロック リストと連携して動作します。これは

ユーザが設定できず、管理者のみが制御できます。コントロールハブ。 管理者が定義したブロ

ック リストによってブロックされた着信通話の通話履歴レコードはありません。 
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ユーザ定義のブロック リストは、STIR/SHAKEN、管理者定義のブロック リスト、および匿名通

話拒否ポリシーの後に適用されます。 

<構成> 

<サービス><通話> 

<コールブロックが有効になっている="%ENABLE_CALL_BLOCK_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% true 真/偽 ユーザ定義のブロックリストを有効にしま

す 

「true」に設定すると、通話設定と通話履

歴でブロック リストが表示されます。 

 

注記： この機能は、ユーザに割り当てられている Cisco BroadWorks Call Block サービ

スに依存します。 

6.1.46 メディア適応と復元力の実装 (MARI) 

6.1.46.1 レート適応 

Webex アプリケーションには、オーディオがビデオ パケット損失の影響を受けないようにする

ため、また、ビデオがビデオ レート適応を利用して輻輳時に使用される帯域幅の量を管理でき

るようにするための適応型メディア品質技術がすでに統合されています。 

レート適応または動的ビット レート調整は、通話レートを利用可能な可変帯域幅に適応させ、

パケット損失状態に基づいてビデオ ビット レートを低速または高速にします。 エンドポイン

トは、受信側からパケット損失があることを示すメッセージを受信すると、ビット レートを下

げます。パケットロスが減少すると、ビットレートが高速化されます。 

レート適応メカニズムの使用を制御するための構成可能な設定はありません。 

6.1.46.2 前方誤り訂正 (FEC) とパケット再送信 (RTX) 

リリース 43.4 以降、Webex アプリは、オーディオ メディアとビデオ メディアの両方に対する

前方誤り訂正 (FEC) とパケット再送信 (RTX) のサポートをメディア アダプテーション メカニ

ズムに追加します。 

FEC は、所定のアルゴリズムを使用して送信情報に冗長性を提供します。 冗長性により、受信

者は送信者に追加のデータを要求することなく、限られた数のエラーを検出して修正できます。 

FEC を使用すると、受信側はデータの再送信を要求するために逆方向チャネル (RTCP など) を

必要とせずにエラーを修正できますが、この利点は固定のより高い順方向チャネル帯域幅 (より

多くのパケットが送信される) を犠牲にしています。  
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エンドポイントは、768 kbps 未満の帯域幅では FEC を使用しません。 また、FEC が導入され

る前に、少なくとも 1.5% のパケット損失が発生する必要があります。 通常、エンドポイント

は FEC の有効性を監視し、FEC が効率的でない場合は使用されません。 

FEC は再送信よりも多くの帯域幅を消費しますが、遅延は少なくなります。 RTX は、わずかな

遅延が許容され、帯域幅の制約がある場合に使用されます。 遅延が大きく、帯域幅が十分な場

合には、FEC が推奨されます。  

Webex アプリは、特定のメディア ストリームのネゴシエートされた帯域幅と遅延許容度に応じ

て、RTX または FEC を動的に選択します。 FEC を使用すると、ビデオ データが冗長になるた

め、帯域幅の使用率が高くなりますが、失われたパケットを回復するために追加の遅延が発生す

ることはありません。 一方、RTP パケットは、受信機が RTCP フィードバック チャネルでパケ

ット損失を示した場合にのみ再送信されるため、RTX は帯域幅使用率の向上には寄与しません。 

RTX では、RTCP パケットが送信者から受信者に到達するまで、および再送信されたパケットが

送信者から受信者に到達するまでに時間がかかるため、パケット回復遅延が発生します。 

RTX を有効にするには、FEC を有効にする必要があります。 

<config><サービス><通話> 

<オーディオ>         

<オーディオ品質の強化> 

         <マリ> 

               <fec 有効化="%ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT%"> 

                     <x-ulpfecuc>8000</x-ulpfecuc> 

                     <ペイロード>111</ペイロード> 

                      <max_esel>1400</max_esel> 

                      <max_n>255</max_n> 

                      <m>8</m> 

                            <multi_ssrc>1</multi_ssrc> 

                     <non_seq>1</non_seq> 

                      <フィードバック>0</フィードバック> 

                      <order>FEC_SRTP</order> 

                   </fec> 

                     <rtx 有効 = "%ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT%"> 

                      <mari-rtx>90000</mari-rtx> 

                     <ペイロード>112</ペイロード> 

                      <時間>180</回> 

                      <データフロー>1</データフロー> 

                      <order>RTX_SRTP</order> 

                     </rtx> 

             </マリ> 

... 

<ビデオ> 

<ビデオ品質の強化> 

        <マリ> 

               <fec 有効化="%ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT%"> 

                      <x-ulpfecuc>8000</x-ulpfecuc> 

                            <ペイロード>111</ペイロード> 

                            <max_esel>1400</max_esel> 

                            <max_n>255</max_n> 

                            <m>8</m> 

                            <multi_ssrc>1</multi_ssrc> 
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                            <non_seq>1</non_seq> 

                            <フィードバック>0</フィードバック> 

                            <order>FEC_SRTP</order>                   

                    </fec> 

                     <rtx 有効 = "%ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT%"> 

                      <mari-rtx>90000</mari-rtx> 

                            <ペイロード>112</ペイロード> 

                            <時間>180</時間> 

                            <データフロー>1</データフロー> 

                            <order>RTX_SRTP</order> 

                     </rtx> 

       </マリ> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% false 真/偽 音声通話の FEC を有効にする 

%ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% false 真/偽 音声通話用に RTX を有効にし

ます (有効な音声 FEC が必要

です) 

%ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% false 真/偽 ビデオ コールで FEC を有効

にする 

%ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false 真/偽 ビデオ コール用に RTX を有

効にします (有効なビデオ FE

C が必要です) 

 

6.1.47 同じユーザとの同時通話 

単一デバイスでの同じユーザとの同時通話のサポートを追加します。 

この機能は、提示された通話の ID が接続された ID と同じではない一部の展開で役立ちます。 

これにより、元の通話者への有人転送を開始できなくなります。 この機能を有効にすると、ユー

ザは同じ相手との複数の同時通話を処理できるようになります。 

<構成> 

   <サービス>  

      <呼び出し> 

         <同じユーザとの同時通話が有効="%ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

% ENABLE_SIMULTANE

OUS_CALLS_WITH_SAM

E_USER_WXT % 

 

false 真/偽 Webex アプリが同じユーザとの WxC 呼び出しを 1 

つだけ行うことができるか、複数の WxC 呼び出し

を行うことができるかを指定します。 
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6.1.48 RTCP-XR 

リリース 43.8 以降、Webex アプリには、通話中の RTCP-XR パケット交換のネゴシエーション

が追加されています。 ネゴシエーションは、SIP INVITE セッションの確立中に行われます。 

両方のエンドポイントが RTCP-XR パケットをサポートしている場合、Webex メディア エンジン

はこれらのパケットの交換を開始し、適応型通話品質メカニズムを支援します。 この機能はデ

フォルトで有効になっています。 

さらに、Webex Calling の場合のみ、これらの追加のメトリックは SIP BYE 経由で送信され、

この方法で Control Hub で公開されます。 

 

<構成> 

<プロトコル><sip> 

   <rtcp-xr> 

      <ネゴシエーションを有効にしました="%ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIAT

ION_WXT% 

true 真/偽 RTCP-XR ネゴシエーションとパケット交換

を有効にして、通話品質を向上させます。 

デフォルトでは有効になっています。 

 

6.2 デスクトップのみの機能 

6.2.1 強制ログアウト 

この機能により、Cisco BroadWorks は同じデバイス タイプのオンライン クライアント インス

タンスを追跡し、一度にそのうちの 1 つだけをオンラインにすることができます。 Cisco Broa

dWorks がクライアントにログアウトするように通知すると、SIP 接続は終了し、クライアント

は通話が接続されていないことを示します。 

この機能は、同様のクライアントが同時にオンラインになり、副作用が発生する可能性がある一

部の展開で必要になります。 一例として、職場と自宅でデスクトップ マシンを使用しているユ

ーザがいます。この場合、どの SIP 登録がアクティブであるかに応じて、着信コールはクライ

アントの 1 つだけで受信されます。 
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強制ログアウトは SIP に基づいており、クライアントは SIP SUBSCRIBE を 通話情報 特別なイ

ベントパッケージ アプリの値 の中に から ヘッダーに関係なく、  bsoft-call-info パラメー

タ値。 Cisco BroadWorks が同じクライアント インスタンスをオンラインで検出した場合 アプ

リケーション、古いクライアント インスタンスに特別な SIP NOTIFY を送信し、ログアウトさ

せます。 たとえば、デスクトップ クライアントには同一の アプリの値 ただし、クライアント

側でのこの識別子の使用には制限はありません。 の アプリの値 サービスプロバイダーによっ

て設定されます。 

強制ログアウトを使用するには、SIP 通話情報 サブスクリプションを有効にする必要がありま

す。 

この機能に必要な Cisco BroadWorks のパッチとリリースについては、『Cisco BroadWorks ソ

フトウェア要件』のセクションを参照してください。  Cisco BroadWorks ソリューション ガイ

ドの Webex。 

構成の詳細については、次の例を参照してください (このリリースでサポートされている制御プ

ロトコルは SIP のみです)。 

<構成> 

<サービス> 

<強制ログアウト有効="%ENABLE_FORCED_LOGOUT_WXT%" 制御プロトコル="SIP" appid="%FORCED_LOGOUT_APPID_WX

T%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_FORCED_ 

LOGOUT_WXT% 

false 真/偽 強制ログアウトを有効にします。 

%FORCED_LOGOUT_ 

APPID_WXT% 

空の 弦 相関のためにサーバ側で使用される Appi

d。 これは任意の文字列にすることができ

ます。 

例：「123abc」 

6.2.2 コール ピックアップ 

コール ピックアップは、選択したユーザがコール ピックアップ グループ内の呼び出し中の回

線に応答できるマルチユーザ サービスです。 コール ピックアップ グループは管理者によって

定義され、お互いのコールに応答できるグループ内のユーザのサブセットです。 

次のピックアップケースがサポートされています。 

▪ ブラインド コール ピックアップ 

▪ ダイレクト コール ピックアップ (呼び出し中の電話機の内線番号に続いて、それぞれの機

能アクセス コードをダイヤルすることで、ユーザがグループ内の別の電話機に宛てられた

コールに応答できるようになります)。 

<設定> 

<サービス><通話> 
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<コールピックアップブラインド="%ENABLE_CALL_PICKUP_BLIND_WXT%" direct="%ENABLE_CALL_PICKUP_DIRECTED_

WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_PICKUP_BLIN

D_WXT% 

false 真/偽 ブラインド コール ピックアップを有効に

するには、「true」に設定します。 

%ENABLE_CALL_PICKUP_DIRE

CTED_WXT% 

false 真/偽 ダイレクト コール ピックアップを有効に

するには、「true」に設定します。 

 

6.2.3 上司 - 管理者 (エグゼクティブ - アシスタント) のサポート 

Cisco BroadWorks ではエグゼクティブ アシスタント機能として知られる Boss-Admin を使用す

ると、アシスタントがエグゼクティブに代わって「エグゼクティブ」としてスクリーニング、応

答、電話をかけることができます。 1 人のアシスタントが複数のエグゼクティブを持つことが

でき、次のことが可能です。 

▪ 電話をかけるときに希望の役割を選択します。 

▪ 役員に代わって着信に応答し、その通話を役員にプッシュします。 それに加えて、通常の

通話管理オプションがすべて利用可能です。 

▪ 着信電話が実際に幹部宛てであることを確認します。 

Executive と Executive-Assistant は、相互に関連する 2 つの Cisco BroadWorks サービスで

あり、連携して次の機能を提供します。 

▪ Executive サービスを持つユーザは、通話を管理するアシスタントのプールを定義できま

す。 アシスタントは、エグゼクティブ アシスタント サービスが割り当てられている同じ

グループまたは企業内のユーザの中から選択する必要があります。 

▪ エグゼクティブ アシスタント サービスを持つユーザは、エグゼクティブに代わって通話に

応答したり、通話を開始したりできます。 

▪ エグゼクティブとそのアシスタントはどちらも、どのコールをアシスタントに転送するか、

アシスタントに着信コールをどのように通知するか、アシスタントに転送されたコールのう

ちどのコールをスクリーニングのためにエグゼクティブに提示するかを指定できます。 

<設定> 

＜サービス＞ 

<エグゼクティブアシスタント有効 = "%ENABLE_EXECUTIVE_ASSISTANT_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_EXECUTIVE_ASSIST

ANT_WXT% 

false 真/偽 Boss-Admin 機能を有効にするには、「tru

e」に設定します。 
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注: ボス管理者 (エグゼクティブアシスタント) サポート機能は、共有回線と組み合

わせて使用することはできません。 

6.2.4 SIP 通話を会議にエスカレーション (Webex Calling のみ) 

クライアントは、Webex Calling を介して進行中の SIP 通話を会議にエスカレーションする機

能を提供します。 標準のアドホック会議の代わりにこの機能を使用すると、ユーザは会議中に

ビデオや画面共有を使用できるようになります。 

<設定> 

<サービス><通話> 

 <webex-meeting へのエスカレーションを有効化 = "%ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT%"

/> 

 

タグ 省略した場

合のデフォ

ルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO

_WEBEX_MEETING_WXT% 

false 真/偽 「Webex へのエスカレーション」メニュ

ー オプションを有効にするには、「tru

e」に設定します。 

 

6.2.5 固定電話制御通話 – 自動応答 

自動応答により、ユーザはクライアント上の発信通話に固定電話制御 (DPC) を使用して、ゼロ 

タッチ応答で MPP 電話を管理できるようになります。 

選択した MPP 電話機は、発信 DPC コールのオーディオ/ビデオを伝送します。 

自動応答は、プライマリおよび非プライマリのプロビジョニングされたデバイスで機能します。 

ユーザがペアリング可能な登録済み固定電話を複数持っている場合、選択/ペアリングされたデ

バイスのみが自動応答します。 

 

<設定> 

<サービス><通話> 

<deskphone-control auto-answer="%ENABLE_DESKPHONE_CONTROL_AUTO_ANSWER_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_DESKPHONE_CONTRO

L_AUTO_ANSWER_WXT% 

true 真/偽 「true」に設定すると、固定電話制御の

自動応答が有効になります。 
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注: DPC モードでは自動応答は着信に影響しないため、着信に対して固定電話が鳴り

ます。 

 

6.2.6 トーン通知による自動応答 

この機能は、着信要求で指定されている場合、ローカル デバイスの自動着信応答サポートを有

効にします。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_AUTO_ANSWER_WXT% false 真/偽 「true」に設定すると、バックエンドか

ら要求された場合に自動着信応答が有効

になります。 

 

6.2.7 固定電話コントロール – 通話中コントロール – 会議 

この機能により、別の場所で終了するリモート (XSI) 通話の会議および結合オプションが有効

になります。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_XSI_CONFERENCE_C

ALLS_WXT% 

false 真/偽 「true」に設定すると、 別の場所で終了

するリモート (XSI) 通話の会議および結

合オプションが有効になります。 

 

6.2.8 BLF によるコール ピックアップ通知 

コール ピックアップ通知は、メンバーが物理的に互いに近くになく、同僚の電話の呼び出し音

が聞こえない場合に、ユーザがコール ピックアップ機能を使用できるようにするデスクトップ

機能です。 

デスクトップ Webex アプリケーションは、ビジー ランプ フィールド (BLF) リスト内のメンバ

ーに着信がある場合、右上の画面に通知を表示します。 呼び出し中の通話の通知には、他のメ

ンバーの通話に応答するオプションと、誰が電話をかけているかを表示するツールチップがあり

ます (ダイレクト コール ピックアップを使用)。 通知が機能するには、ダイレクト コール ピ

ックアップ サービスを割り当てる必要があります。 

リリース 43.4 以降、BLF 監視対象ユーザのリストは、通話用のマルチ コール ウィンドウ（MC

W）で利用できるようになりました（Windows でのみ利用可能）。 MCW への BLF リストの統合

には以下が含まれます。 

1. 電話に出るかアラートを無視するかを選択して、着信通話を監視します。  
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2. BLF ユーザの完全なリストをご覧ください。 

3. ユーザのプレゼンスを監視します – リッチ プレゼンスは、Webex クラウド資格を持つ

ユーザのみが利用できます。 基本（テレフォニー）プレゼンスは、ブロードワークスの

みのユーザのみが利用できます。  

4. BLF ユーザと通話を開始します。 

5. BLF ユーザとチャットを開始します – Webex クラウド資格を持つユーザのみが利用でき

ます。 

6. BLF ユーザを連絡先として追加します。 

 

<構成> 

  <サービス> 

    <呼び出し> 

      <ビジーランプフィールド有効化="%ENABLE_BUSY_LAMP_FIELD_WXT%"> 

        <表示呼び出し元の有効化 = "%ENABLE_BLF_DISPLAY_CALLER_WXT%"/> 

        <通知遅延時間="%BLF_NOTIFICATION_DELAY_TIME_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_BUSY_LAMP_FIELD_

WXT% 

false 真/偽 ビジー ランプ フィールドの監視と、通

話に応答できる他のユーザへの呼び出し

通知を有効にします。 

%ENABLE_BLF_DISPLAY_CALL

ER_WXT% 

true 真/偽 着信通知に発信者の表示名/番号を表示で

きるようにします。 

%BLF_NOTIFICATION_DELAY_

TIME_WXT% 

0 0-60 呼び出し通知がユーザに表示されるまで

に何秒遅らせるかを制御します。 

 

6.2.9 リモートコントロールイベントパッケージ 

Webex アプリが発信側デバイスである BroadWorks Registrationist シン クライアントや Go 

インテグレーターなどの Click to Dial クライアントの場合、通話の受信時または保留/再開の

処理時に Webex アプリがリモート コントロール イベント パッケージを受け入れるようになり

ました。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_REMOTE_CONT

ROL_EVENTS_WXT% 

false 真/偽 「true」に設定すると、ユーザに対してリモート 

コントロールを有効にする必要があることを指定

します。 
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6.2.10 コール キュー エージェント CLID の選択 

エージェントが顧客に電話をかけるときは、個人/企業の CLID ではなく、適切な発信回線 ID 

(CLID) を顧客に表示したいと考えています。 たとえば、エージェントの Mary Smith がテクニ

カル サポートのコール キューに参加している場合、顧客に電話をかけるとき、Mary は顧客に 

Mary Smith ではなく自分の CLID をテクニカル サポートとして表示したいと考えています。 

Control Hub または CommPilot の管理者は、発信 CLID に使用する 1 つ以上の DNIS 番号をコ

ール キューに指定できます。 エージェントは、発信通話を行うときに CLID として使用する D

NIS 番号の 1 つを選択するオプションを利用できます。 Webex アプリは、エージェントが CLI

D として使用する DNIS を選択できる機能を提供します。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_CENTER

_AGENT_OUTGOING_CAL

LS_WXT% 

false 真/偽 コールセンター キューに代わって発信通話 (CLI

D 選択) を有効にします。 

 

6.2.11 生存可能性ゲートウェイ (Webex Calling のみ) 

リリース 43.2 以降、Webex アプリケーションに Survivability コール モードのサポートが追加

されています。この機能が有効で、Webex クラウド接続がない場合、Webex アプリケーションは生

存モードで実行できます。 このモードでは、ユーザが利用できる通話機能は限られています。 

ローカル Survivability Gateway はお客様によって導入されます。 

<構成> 

<プロトコル> 

<一口> 

<survivability-gateway 有効化="%ENABLE_SURVIVABILITY_GATEWAY_WXT%" fallback-time="%SURVIVABILITY_FALL

BACK_TIME_WXT%">%BWSURVIVABILITYGATEWAY%</survivability-gateway> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SURVIVABILITY_GA

TEWAY_WXT% 

false 真/偽 生存モードのサポートを有効にします。 

%SURVIVABILITY_FALLBACK_

TIME_WXT% 

30 >=30 フォールバック時間を指定します (SSE へ

の生存ゲートウェイ) 

 

注記： この機能により、オンプレミスからクラウド通話ソリューションへの移行に

自信が得られます。 
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6.2.12 共有回線の外観 

リリース 42.12 以降、Webex アプリケーションには複数行のサポートが追加されています。 We

bex ユーザは、プライマリ回線と、他のユーザと最大 9 つの共有回線を持つことができます。  
 

管理者は、共有回線ごとに共有コール アピアランスを設定する必要があります。  
 

Webex クライアントは、12 時間以内に回線構成の更新を検出し、ユーザにアプリケーションの

再起動を要求します。 ユーザが再ログインすると、回線の更新がすぐに適用されます。 
 

リリース 43.12 以降、Webex アプリが強化され、別のユーザまたは別のデバイス上の同じユーザ

が処理する共有回線上の保留中の通話を移動 (ローカルで再開) できるようになりました。 詳細

については、こちらをご確認ください 6.2.15 通話の移動。 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_MULTI_LINE_

WXT% 

false 真/偽 複数回線のサポートを有効にします (構成されて

いる場合)。 無効にした場合 (「false」に設定

した場合)、構成された最初の行だけがアプリケ

ーションによって使用されます。 

 

注記: 特徴 上司 - 管理者 (エグゼクティブ - アシスタント) のサポート 共用

回線と組み合わせて使用することはできません。 

6.2.13 仮想回線 (Webex Calling のみ) 

Webex Calling 導入の場合のみ、Webex アプリは仮想回線を使用した複数回線構成をサポートしま

す。 機能的には、仮想回線を使用した構成は、共有回線を使用する複数回線と一致しており、ユ

ーザ用に構成された仮想回線を確認し、それを着信および発信通話に使用することができます。 

仮想回線と共有回線を合わせて最大 10 本まで構成可能です。 

リリース 43.4 では、仮想回線のサポートが拡張され、コール パークとコール パーク取得が追加

されています。 

リリース 43.12 以降、Webex アプリが強化され、別のユーザまたは別のデバイス上の同じユーザ

が処理する、仮想回線上で保留中の通話を移動 (ローカルで再開) できるようになりました。 詳

細については、こちらをご確認ください 6.2.15 通話の移動。 

以下に、仮想回線のサポートに関連する構成テンプレートの変更を示します。 
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<構成> 

<プロトコル> 

   <一口> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

   ... 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-1%"> 

      <external-id>%BWUSEREXTID-1%</external-id> 

      ... 

   </line> 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-2%"> 

      <external-id>%BWUSEREXTID-2%</external-id> 

      ... 

   </line> 

   ... 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-10%"> 

      <external-id>%BWUSEREXTID-10%</external-id> 

      ... 

   </line> 

<プロトコル> 

 

6.2.14 リモート ミュート コントロール イベント パッケージ (Webex Calling のみ) 

リリース 43.9 以降、Webex アプリには、オーディオ メディア ストリームのリモート ミュー

ト コール制御のサポートが追加されています。 これにより、Webex アプリが発信側デバイスと

なるブロードワークス受付シン クライアントなど、別の場所から進行中の通話のミュート/ミュ

ート解除をトリガーできるようになります。 

この機能は新しい SIP に依存します x-cisco-ミュート-ステータス 情報パッケージ。 通話 SI

P INVITE セッションの確立中に Recv-Info:x-cisco-mute-status ヘッダーを受信した場合、更

新（ローカルまたはリモート）があるたびに、音声通話セッションのミュート状態に応じて、We

bex アプリは Info-Package:x-cisco-mute-status;muted=true (または muted=false)。ここ

で、muted パラメータはオーディオ メディア ストリームの更新された状態を表します。  

ミュートまたはミュート解除は、ローカルまたはリモートの場所からトリガーできます。 リモ

ート更新により、 イベント: ミュート (または ミュート解除) で SIP NOTIFY がトリガーさ

れ、Webex アプリに送信されますアプリケーションサーバから。 Webex アプリはリモート要求

を受け入れ、オーディオ メディア ストリームの状態が更新された後、 Info-Package:x-cisco-

mute-status;muted=true を含む SIP NOTIFY を送り返します。(または muted=false)。 

 

<設定> 

＜サービス＞ 

   <通話> 

    <リモートミュートコントロールが有効になっています="%ENABLE_REMOTE_MUTE_CONTROL_WXT%"/> 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_REMOTE_MUTE

_CONTROL_WXT% 

false 真/偽 「true」に設定すると、ユーザに対してリモート 

ミュート通話制御が有効になります。 

 

6.2.15 通話の移動 

Webex アプリは、別の場所で終了した VoIP 通話の通話監視と通話制御を提供します。 これは現

在、ユーザのプライマリ回線でのみ使用できます。 

リリース 43.12 以降、Webex アプリが強化され、共有回線と仮想回線についても、別の場所で終

了した通話が表示されるようになりました。 このような通話は、情報提供を目的として進行中の

通話エリアに表示され、制御するオプションはありません。 このような通話が保留になっている

場合にのみ、ユーザは通話を選択してローカル デバイスに移動し、通話画面から再開することが

できます。 このメカニズムは、通話が別の場所の同じユーザによって処理された場合、または同

じ回線を使用している別のユーザによって処理された場合に役立ちます。 

Webex アプリでは、保留中の通話をペアリングされたデバイスに移動することはできないことに注

意してください。 ユーザがデバイスとペアリングされている場合は、まず切断する必要がありま

す。その後、保留中の通話をローカルで再開できます。 

共有回線と仮想回線の通話監視は、SIP 通話情報イベント パッケージに依存します。  

ユーザのプライマリ回線のコールの監視は XSI イベント (アドバンスト コール イベント パッケ

ージ) に依存しており、これらのコールではコールをローカル デバイスに移動することはできま

せん。 このタイプの通話の場合、ユーザはコール プル (6.1.22 コールプル) 機能を使用できま

す。 コール プルはユーザの最後のアクティブな通話に対してのみ機能しますが、共有回線と仮想

回線のメカニズムは保留中のユーザのすべての通話に対して機能します。 

1. 使用例 1: 

a. アリスは、デスクトップおよび固定電話のプロファイルにボブの回線を割り当て

ています。 

b. アリスは固定電話を通じてチャーリーと通話しています。アリスはデスクトップ 

アプリで進行中の通話を確認できます。 

c. アリスはデスクフォンから通話を保留します。通話はアリスがデスクトップ アプ

リから再開できます。 

2. 使用例 2: 

a. アリスは、デスクトップおよび固定電話のプロファイルにボブの回線を割り当て

ています。 

b. ボブはチャーリーと通話中です。アリスはデスクトップ アプリで進行中の通話を

確認できます。 

c. ボブはチャーリーとの通話を保留します。アリスはデスクトップ アプリからチャ

ーリーとの通話を再開できます。 

3. 使用例 3: 
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a. アリスは、デスクトップおよび固定電話のプロファイルにボブの回線を割り当て

ています。 

b. アリスはデスクトップ アプリから固定電話とペアリングされています。 

c. ボブはチャーリーと通話中です。アリスはデスクトップ アプリで進行中の通話を

確認できます。 

d. ボブはチャーリーとの通話を保留します。アリスはデスクトップ アプリからチャ

ーリーとの通話を再開できません。 

e. アリスはデスクトップ アプリを固定電話から切断します。アリスはデスクトップ 

アプリからチャーリーとの通話を再開できます。 

 

<設定> 

<サービス><通話> 

    <コール-ムーブ> 

         <ここに移動可能="%ENABLE_CALL_MOVE_HERE_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_MOVE_H

ERE_WXT% 

false 真/偽 ローカルデバイスでの通話の移動を有効にしま

す。 複数回線の使用例で、複数の場所/ユーザに

わたる保留/再開に使用されます。 

 

6.3 モバイルのみの機能 

6.3.1 緊急通報 

Cisco BroadWorks の Webex は、ネイティブ緊急通話をサポートしています。 

この機能が有効になっている場合、発信 VoIP 通話の開始時に、アプリケーションはダイヤルさ

れた番号を分析し、設定されている緊急番号のリストと比較します。 その番号が緊急番号であ

ると識別された場合、アプリケーションは設定されたダイヤル動作を実行します。   dial-sequ

ence タグを使用して設定できます。 

サポートされているモードは次のとおりです。 

▪ cs-only  – ネットワークが利用可能な場合、クライアントは携帯電話ネットワーク経由で

のみ緊急通話を発信します。 

▪ cs-first  – 緊急通報を開始すると、クライアントは現在のデバイスが接続されているネッ

トワーク タイプを確認します。 携帯電話ネットワークが利用可能な場合、クライアントは

携帯電話ネットワーク経由で通話を発信します。 セルラー ネットワークは利用できない

が、セルラー データ/WiFi ネットワークは利用できる場合、クライアントはセルラー デー

タ/WiFi ネットワーク上で VoIP コールとして通話を発信します。 また、緊急通話がセル

ラー ネットワーク経由で発信された場合、クライアントはユーザに VoIP として緊急通話

を再試行するよう提案します。 
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▪ voip のみ – 携帯電話データ/WiFi ネットワークが利用可能な場合、クライアントは VoIP 

としてのみ緊急通報を発信します。 

▪ cs-voip  – クライアントは、デバイスがネイティブ回線交換（CS）コールとして開始でき

るかどうかを分析します（CS ネットワークが利用可能かどうかは考慮しません）。 デバイ

スがネイティブ コールを開始できる場合、緊急番号は緊急 CS コールとしてダイヤルされ

ます。 それ以外の場合、コールは VoIP としてダイヤルされます。 

注記: VOIP 通話が無効になっている場合、緊急ダイヤル シーケンス (%EMERG

ENCY_CALL_DIAL_SEQUENCE_WXT%) の唯一の意味のある値は cs のみです。 

ログイン時にユーザに緊急通話の免責事項メッセージが表示されます。これは構成オプションで

は制御されません。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_EMERGENCY_DIALING_WX

T% 

false 真/偽 緊急通報の検出を有効にするには、

「true」に設定します。 

デフォルト値は空です。 

%EMERGENCY_CALL_DIAL_ 

 SEQUENCE_WXT% 

cs のみ cs のみ、c

s-first、v

oip のみ、

cs-voip 

緊急通報のダイヤル シーケンス モ

ードを制御します。 

%EMERGENCY_DIALING_NUMBERS_WX

T% 

“911,11

2” 

CSV リスト CSV 緊急電話番号のリスト。 

例: 911,112 

 

6.3.2 通話のプッシュ通知 

着信呼び出しを受信すると、モバイル クライアントは最初にプッシュ通知 (PN) を受信しま

す。 SIP REGISTER セッションをいつ確立するかを制御するために使用できる設定パラメータが

あります。 

1. プッシュ通知を受信したとき、または 

2. ユーザが通話に応答したとき。 

2 番目のアプローチをお勧めします。 ただし、最初のケースと比較すると、通話が確立される

までに多少の遅延が追加されます。 

iOS 13 の要件によれば、VoIP PN は着信通話にのみ使用する必要があります。 残りの通話関連

イベントでは、通常の PN を使用する必要があります。 

この要件を満たすために、新しい PN 登録 API が導入され、対応するパッチをアプリケーショ

ン サーバに適用する必要があります。 バックエンドが iOS 13 PN をサポートするように構成

されていない場合は、構成パラメーターを使用して従来のプッシュ通知の使用を強制できます。

この場合、すべての通話関連イベントは VoIP PN を通じて配信されます。 
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呼び出し中の呼び出しが別の場所の受信者によって受け入れられたとき、発信者によって閉じら

れたとき、またはたとえばボイスメールにリダイレクトされたときに、アプリケーション サー

バ (AS) によって送信されるプッシュ通知があります。 iOS 13 では、このタイプのプッシュ通

知が通常のものとなり、いくつかの制限があります。 Apple プッシュ通知サービス (APNS) に

よって遅延するか、まったく配信されない場合があります。 コール更新 PN の欠落または遅延

を処理するために、最大呼び出し時間を制御するための構成可能な呼び出しタイムアウトが追加

されます。 最大呼び出し時間に達すると、着信側の呼び出しは停止され、不在着信として扱わ

れます。 発信者側では、アプリケーション サーバ (AS) に設定された無応答ポリシーが実行さ

れるまで、通話は呼び出し状態のままになることがあります。 

アプリケーションの動作の一貫性を保つために、構成可能な呼び出しタイマーは Android と iO

S の両方に適用されます。 

着信がプッシュ通知として受信されたときの通話拒否動作を指定するための別の構成オプション

が追加されています。 クライアントは、コールを無視するか、拒否を「true」または「false」

に設定して Xsi 経由でサーバに応答するように設定できます。この場合、割り当てられた Cisc

o BroadWorks コール処理サービスが適用されます。 「decline_false」が設定されている場

合、発信者が放棄するか無応答タイマーが期限切れになり、関連する通話処理サービスが開始さ

れるまで、通話は鳴り続けます。 「decline_true」が設定されている場合、拒否理由は通話処

理を指定します。 拒否理由が「ビジー」に設定されている場合、サーバはただちにビジー処理

サービスを強制します。 「temp_unavailable」が設定されている場合、一時利用不可処理サー

ビスが適用されます。 

<構成>  

<サービス> 

<通話のプッシュ通知が有効になっている = "true"  

connect-sip-on-accept="%PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT%"  

リングタイムアウト秒 = "%PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT%"/> 

<呼び出し> 

     <reject-with-xsi モード = "%REJECT_WITH_XSI_MODE_WXT%"  

     destroyReason="%REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REASON_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%PN_FOR_CALLS_CONNE

CT_SIP_ON_ACCEPT_WX

T% 

false 真/偽 SIP REGSITER セッションがいつ確立されるか 

(着信通話のプッシュ通知を受信したとき、ま

たは着信を受け入れたとき) を制御します。 

%PN_FOR_CALLS_RING_

TIMEOUT_ 

 SECONDS_WXT% 

35 [0-180] PN 経由で受信した通話の最大着信呼び出し時

間を制御します。 指定された期間内に CallUp

d PN が受信されない場合、通話は不在着信と

して扱われます。 

%REJECT_WITH_ 

 XSI_MODE_WXT% 

衰退_ 

間違い 

無視、decli

ned_true、d

ecline_fals

e 

通話拒否の動作を指定します。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%REJECT_WITH_ 

 XSI_DECLINE_REASON

_WXT% 

忙しい 忙しい、一

時的に利用

不可 

拒否モードが「decline_true」に設定されてい

る場合、通話拒否の理由を指定します。 

 

6.3.2.1 MWI 

MWI 機能を有効にすると、モバイル Webex クライアントは MWI プッシュ通知を購読して、ユーザ

のボイスメールで更新を受信し、ユーザに通知します。  

通知の数を減らし、不必要な注意散漫を避けるために、MWI プッシュ通知が抑制される場合があり

ます。 たとえば、ユーザがモバイル Webex クライアント内からボイスメール メッセージを聞い

ているとき、またはボイスメール メッセージを既読としてマークしているとき (未読数は減少し

ています)。 これを制御する構成可能なオプションはありません。 

MWI の詳細については、セクションを確認してください。 6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボ
イスメール、メッセージ待機インジケータ。 

6.3.2.2 リングスプラッシュ  

ブロードワークス サービス (DND など) は、着信がリダイレクトされたときに着信通知を送信

できます。 Webex モバイル クライアントは、リング スプラッシュ プッシュ通知を有効にし、

ブロードワークスによってトリガーされたときにユーザに通知を表示するように構成できます。 

構成>  

<サービス> 

<リングスプラッシュを有効化="%ENABLE_RING_SPLASH_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RING_SPLASH_WXT% false 真/偽 BroadWorks 設定で Ring Splash を

有効にします。 

 

6.3.3 単一アラート  

モバイル シングル アラート機能は、BroadWorks Mobility サービスを利用する固定モバイル 

コンバージェンス (FMC) / モバイル ネットワーク オペレータ (MNO) の展開を対象としていま

す。 これがないと、Webex クライアントにログインして着信を受信すると、ユーザはネイティ

ブ コールとプッシュ通知 (VoIP) コールの 2 つのコールを同時に受信することになります。 

この機能が有効になっている場合、アプリケーションはログイン時にユーザの BroadWorks Mobi

lity ロケーションに対するモビリティ アラートを無効にし、ログアウト時にアラートを有効に

します。 この機能を使用するための重要な前提条件は、ユーザが BroadWorks Mobility サービ

スを割り当てられ、正確に 1 つのロケーションが構成されていることです。 

<構成>  
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<サービス><通話> 

<単一アラートが有効になっている="%ENABLE_SINGLE_ALERTING_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SINGLE_ALER

TING_WXT% 

false 真/偽 有効にするには「true」に設定します 単一のア

ラート。 

 

6.3.4 クリックしてダイヤル (コールバック)) 

アウトバウンド クリック トゥ ダイヤルにより、エンド ユーザは個人の回線交換携帯電話で通

話でき、ビジネス DN を発信回線 ID として配信できるようになります。 

モバイル Webex クライアントは、BroadWorks Anywhere サービスを使用したクリック トゥ ダ

イヤル (コールバック) 通話をサポートします。 Webex アプリケーション内の BroadWorks Any

where のロケーションは、Single Number Reach (SNR) ロケーションと呼ばれます。 

この機能が有効になっている場合、ユーザはデバイス ペアリング メニューから SNR の場所を

選択できます。 SNR location と組み合わせると、すべての発信通話はクリック トゥ ダイヤル 

(コールバック) 通話を使用して開始されます。 二重アラートを防ぐため、着信通話のプッシュ

通知は無効になっています。 

ユーザがクリック トゥ ダイヤル通話を開始すると、選択した SNR の場所での着信を予期する

ための情報を含む発信画面が表示されます。 この画面は、設定可能なタイマーに基づいて自動

的に閉じます。 

SNR の場所から切断すると、アプリケーションは着信通話のプッシュ通知に再度登録します。 

<構成>  

<サービス> 

  <ダイヤル> 

    <コールバック有効="%ENABLE_DIALING_CALL_BACK_WXT%" タイマー="%DIALING_CALL_BACK_TIMER_WXT%"/> 

 

タグ 省略した場

合のデフォ

ルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_DIALING_CALL

_BACK_WXT% 

false 真/偽 有効にするには「true」に設定します クリッ

クしてダイヤル (コールバック) 通話を行い

ます。 

%DIALING_CALL_ 

 BACK_TIMER_WXT% 

10 [3-20] [コールバック] 画面が自動的に閉じるまでの

秒数を制御します。 
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6.3.5 MNO のサポート 

6.3.5.1 ネイティブダイヤラーで通話する 

この機能により、BroadWorks Mobility (BWM) サービスを活用したモバイル ネットワーク オペ

レータ (MNO) 展開のサポートが追加されます。 ユーザには BroadWorks Mobility サービスが

割り当てられており、少なくとも 1 つの場所が設定されていることが前提となります。 

ユーザがネイティブ ダイヤラを通じて通話を開始できるかどうかは、 ネイティブ 設定タグ。 

有効にすると、アプリケーションはネイティブ ダイヤラーを起動して電話をかけます。 さら

に、VoIP 呼び出しの可用性は、 ボイプ タグ – 導入要件に基づいて、VoIP 呼び出しを有効ま

たは無効にすることができます。 

VoIP とネイティブ通話が有効な場合、ユーザは使用するオプションを選択できます。 

<dialing-mode>タグは、ユーザが着信および発信通話の開始/受信方法を選択できるかどうかを

制御します。 ネイティブ呼び出しと VoIP 呼び出しの両方を有効にする必要があります。 

リリース 43.12 以降、ネイティブ ダイヤル設定が拡張され、発信通話番号の前にカスタム プ

レフィックスを追加できるようになりました。 これは、ダイヤルされた番号が FAC コードで始

まる場合にのみ、Webex アプリから開始された携帯電話通話に適用されます。  

この機能は、統合された Cisco BroadWorks アプリケーション サーバにコールがリダイレクト

されるのではなく、FAC コードが Telecom バックエンドによって処理される MNO 導入環境を使

用しているお客様に役立ちます。 新しい <fac-prefix> タグが <dialing><native> セクション

に追加され、通信業者はそれを使用してこの問題を解決できます。 

<構成> 

<サービス> 

  <ダイヤル> 

    <voip 有効 = "%ENABLE_DIALING_VOIP_WXT%"/> 

    <ネイティブ有効 = "%ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT%" enable-bwks-mobile-dependency = "%DIALING_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_

DEPENDENCY_WXT%"> 

      <fac-prefix value="%DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT%"/> 

    </ネイティブ> 

    <ダイヤルモード有効 = "%ENABLE_DIALING_MODE_WXT%" デフォルト = "%DIALING_MODE_DEFAULT_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_DIALING_VO

IP_WXT% 

true 真/偽 VoIP 呼び出しオプションを有効にするには、「tr

ue」に設定します。 

%ENABLE_DIALING_NA

TIVE_WXT% 

false 真/偽 ネイティブ呼び出しオプションを有効にするに

は、「true」に設定します。 

%ENABLE_DIALING_MOD

E_WXT% 

false 真/偽 ユーザが [基本設定] の [通話設定] を通じてダイ

ヤル モードを選択できるようにします。 

%DIALING_MODE_ 

 DEFAULT_WXT% 

ボイプ voip、ネイ

ティブ 

[基本設定] でダイヤル モードが有効になっている

場合に選択されるデフォルトのダイヤル モードを

指定します。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%DIALING_NATIVE_ENA

BLE_BWKS_MOBILITY_D

EPENDENCY_WXT% 

false 真/偽 ネイティブ通話の可用性が、BroadWorks Mobility 

サービスの割り当てと、ユーザに構成されているモ

ビリティ ロケーションに依存するかどうかを制御

します。 

%DIALING_NATIVE_FAC

_PREFIX_WXT% 

空の 弦 FAC コードで始まる番号への発信通話が携帯電話通

話として開始される場合に、先頭に追加するプレフ

ィックスを指定します。 

デフォルトでは、FAC プレフィックスは定義されて

おらず、タグは空です。 

 

注 1 : 少なくとも 1 つ ボイプ そして ネイティブ 通話を有効にする必要があります。 

注 2 : だけであれば、 ネイティブ 通話が有効になっている場合、MNO 展開では、クライア

ントが帯域幅管理アラートを無効にしないように、単一アラートを無効にすることをお勧め

します。 

注 3 : 両方の場合 ネイティブ そして ボイプ 通話が有効になっている場合、MNO 展開で

は、二重アラートを防ぐために単一アラートを有効にすることをお勧めします。 

6.3.5.2 通話中のコントロール 

この機能により、Mobile Webex クライアントは、Cisco BroadWorks にアンカーされているモバ

イル デバイス上の XSI ネイティブ コールを介して制御できるようになります。 XSI コール 

コントロールは、次の場合にのみ使用できます。 

- BroadWorks Mobility (BWM) サービスがユーザに割り当てられ、  

- 構成されている BMW Mobile Identity は 1 つだけです。  

- ネイティブ ダイヤル モードはユーザによって選択されます (詳細については、セクシ

ョンを確認してください) 6.3.5.1 ネイティブダイヤラーで通話する）、  

- BroadWorks に固定された通話があり、BMW サービスを経由します。  

- モバイル デバイスで携帯電話通話が継続中です。  

 

リリース 43.10 では、相談転送の処理が改善され、Webex アプリに表示される 2 つの携帯電話

間の関連付けが作成され、ユーザが転送を完了するためのオプションが提供されます。 また、

ユーザが同じデバイス上で 2 つの独立した携帯電話通話を行っている場合、それらの間に関連

付けが作成されていない場合でも、一方を他方に転送できるように転送メニューが拡張されまし

た。 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートされ

ている値 

説明 

%ENABLE_XSI_CALL_C

ONTROL_WXT% 

false 真/偽 MNO 環境の XSI 通話制御を有効にします。 

%XSI_CALL_CONTROL_

DEPLOYMENT_TYPE_WX

T% 

MNO_アク

セス 

MNO_アクセ

ス、MNO_ネッ

トワーク 

アプリケーションで使用される XSI MNO 導入タ

イプを制御します。 値は次のいずれかになりま

す。 

- MNO_Access – 以下のノードで定義されたデバ

イス タイプを持つすべてのリモート (XSI) 

呼び出しを表示します。 

- MNO_Network - すべてのリモート (XSI) 呼び

出しを表示します。 

%DEPLOYMENT_DEVICE_

TYPE_1_WXT%、%DEPLO

YMENT_DEVICE_TYPE_2

_WXT%、%DEPLOYMENT_

DEVICE_TYPE_3_WXT% 

“” 文字列 MNO_Access デプロイメント タイプで使用する必

要があるデバイス タイプ名。 

%ENABLE_XSI_HOLD_CA

LLS_WXT% 

true 真/偽 ユーザが XSI モバイル通話に対して通話保留ア

クションを利用できるようにするかどうかを制御

します。 

6.3.5.3 発信通話回線 ID (CLID) – デュアル ペルソナ 

モバイル リリース 42.12 では、Webex アプリを使用すると、発信通話の開始時に相手に提示さ

れる発信者回線 ID (CLID) をユーザが選択できるようになります。 

ユーザが Cisco BroadWorks Mobility（モバイル ネットワーク オペレータ（MNO）展開の一般

的な構成）で設定されており、ネイティブ コールが有効になっている場合、ユーザは通話相手

にどの ID を提示するかを選択できます。 ユーザはビジネスまたは個人のアイデンティティを

選択できます。 自分の身元を隠し、通話を匿名として表示するオプションもあります。 

VoIP 呼び出しの場合、ユーザには CLID を制御するオプションもあります。 この場合に利用で

きるオプションは、自分の身元を隠すかどうかを制御することだけです。 

ペルソナ管理と CLID ブロックは、別個の構成オプションを通じて制御されます。 

<構成> 

<サービス> 

<ダイヤル> 

   <calling-line-id-delivery-blocking が有効になっています =%ENABLE_CLID_DELIVERY_BLOCKING_WXT%"/> 

   <モビリティ ペルソナ管理の有効化 = "%ENABLE_MOBILITY_PERSONA_MANAGEMENT_WXT%"/> 
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タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CLID_DELIVERY_BLOCKIN

G_WXT% 

false 真/偽 発信者回線 ID 配信のブロックを有効

にします。 これは、ユーザのすべて

の発信タイプの通話に適用されます。 

%ENABLE_MOBILITY_PERSONA_MANA

GEMENT_WXT% 

false 真/偽 導入タイプが MNO_Access または MNO

_Network として構成されている場

合、ネイティブ コールの個人管理を

有効にします。 (ブロードワークス 

モビリティはネイティブ コールに使

用され、すべてのネイティブ コール

はブロードワークスに固定されていま

す) 

 

6.3.5.4 ネイティブ通話の通知 

MNO で導入されたユーザの場合、この機能によりネイティブ コールの通知バナーが追加され、W

ebex アプリを通じて制御できます。 この通知は、呼び出しが確立されるとアプリケーション 

サーバによって送信されるプッシュ通知に依存します。 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_PN_MOBILE_CALL_INFO_W

XT% 

true 真/偽 MOBILE_CALL_INFO プッシュ通知のサ

ブスクリプションを有効にします。 

 

6.3.5.5 ネイティブ通話を集中ミーティングに移動する 

MNO で展開されているユーザの場合、この機能を使用すると、ネイティブ音声通話を 1 対 1 通

話の双方の会議にエスカレーションできます (相手が Webex ユーザでない場合でも)。 リモー

ト ユーザが Webex ユーザの場合、会議に参加すると、参加者は次のことができるようになりま

す。 

▪ ミーティングチャットで Webex を開始する 

▪ ビデオを追加 (ネイティブ通話では音声が継続されることに注意してください) 

▪ 画面/コンテンツを共有する 

▪ 会議の録画をトリガーする 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_ESCA

LATE_TO_WEBEX_MEET

ING_WXT% 

false 真/偽 パワーアップ (招待と会議、ビデオ会議アクショ

ン) を有効にします。 
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6.3.5.6 MNO モビリティ - 通話中ウィジェット 

Android Webex アプリ（モバイルおよびタブレット）のリリース 43.7 では、新しい通話制御ウ

ィジェット（バブル）が正式に導入され、モビリティ サービスを使用して、Cisco BroadWorks 

に固定されたネイティブ コールに追加の通話制御が提供されます。 ウィジェットはネイティブ 

UI の上に表示され、ユーザは次のアクションを実行できるようになります。  

▪ 保留または復帰 

▪ ブラインド/コンサルティブ転送 - ユーザを Webex アプリの転送ダイアログに配置しま

す。 

▪ 完全転送 – コンサルテーション転送を完了するオプションを提供します (リリース 43.

10) 

▪ ビデオ会議 – 参加者を Webex 会議に移動します。 

▪ コールの終了 

 

<設定> 

<サービス><通話> 

<hold xsi-enabled="%ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT%" widget-enabled="%ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WX

T%"/> 

<転送通話有効化="%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%" xsi-enabled="%ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT%" 

ウィジェット有効化="%ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT%" type="%TRANSFER_CALL_TYPE_WXT%"/> 

<Webex ミーティングへのエスカレーションを有効化="%ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WX

T%" ウィジェット有効化="%ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_WIDGET_HOL

D_CALLS_WXT% 

true 真/偽 通話ウィジェットでの保留アクションの可用性を

制御します。 

%ENABLE_WIDGET_TRA

NSFER_CALLS_WXT% 

true 真/偽 通話ウィジェットでの転送アクションと転送完了

アクションの可用性を制御します。 

%ENABLE_WIDGET_CAL

LS_ESCALATE_TO_WEB

EX_MEETING_WXT% 

true 真/偽 通話ウィジェットでのビデオ会議アクションの可

用性を制御します。 
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7 初期フィールド トライアル (BETA) の機能 

7.1 PSTN 通話の音声拡張機能 

Webex アプリのリリース 43.12 では、ナローバンド PSTN 通話用の受信オーディオ メディアの

新しい Speech AI 拡張機能が導入されています。  

新しい帯域幅拡張アルゴリズムが追加され、狭帯域 PSTN スペクトルの帯域幅を拡張し、ノイズ

を除去することで音声品質が向上します。 帯域幅が拡張されると、明瞭さが増し、リスニング

の疲労が軽減されます。 

また、既存のノイズ除去は、保留音やその他のオーディオ トーン (ビープ信号など) の制限を

削除することによって更新されます。  

この機能が有効になっている場合、ユーザには外部オーディオ インジケーターが表示され、受

信オーディオ メディアの Speech AI 拡張機能を制御することを選択できます。 

 

<設定> 

   ＜サービス＞ 

      <通話> 

         <音声拡張機能有効 = "%ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT%"/> 

 

タグ 省略した

場合のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SPEECH_ENHANCEME

NTS_WXT% 

false 真/偽 外部 (受信) メディアの音声拡張を有効に

します。 

 

注: ノイズ除去は追加の音声拡張機能の一部となり、<ノイズ除去>新しい <speech-e

nhancements> タグは非推奨になりました。鬼ごっこ。 
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8 Cisco BroadWorks  と UC-One の Webex 間のカスタム タグ マッピング 

次の表に、Cisco BroadWorks カスタム タグの Webex をリストし、UC-One の従来のカスタム タグ

と一致させます。 

 Cisco ブロードワークス タ

グの Webex 

デスクトップレガシータグ モバイルレガシータグ 

%ENABLE_REJECT_WITH_ 

486_WXT% 

%ENABLE_REJECT_WITH_486_DESK

TOP% 

%ENABLE_REJECT_WITH_486_MOBI

LE% 

%REJECT_WITH_XSI_MODE_ 

WXT% 

該当なし %REJECT_WITH_XSI_MODE_ 

モバイル% 

%REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REA

SON_WXT% 

該当なし %REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REA

SON_MOBILE% 

%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% %ENABLE_TRANSFER_CALLS% %ENABLE_TRANSFER_CALLS_MOBIL

E% 

%ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WX

T% 

該当なし %ENABLE_CONFERENCE_CALLS_MOB

ILE% 

%ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIS

T_WXT% 

%ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIS

T_DESKTOP% 

該当なし 

%MAX_CONF_PARTIES_WXT% %MAX_CONF_PARTIES% 該当なし 

%ENABLE_CALL_STATISTICS_ 

WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_CALL_PULL_WXT% %ENABLE_CALL_PULL_DESKTOP% %ENABLE_CALL_PULL_MOBILE% 

%PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON

_ACCEPT_WXT% 

該当なし %PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON

_ACCEPT_MOBILE% 

%ENABLE_MWI_WXT% %DESKTOP_MWI_ENABLE% %ENABLE_MWI_MOBILE% 

%ENABLE_MWI_WXT% %DESKTOP_MWI_ENABLE% %ENABLE_MWI_MOBILE% 

%MWI_MODE_WXT% %DESKTOP_MWI_MODE% %MWI_MODE_MOBILE% 

%ENABLE_VOICE_MAIL_WXT% 該当なし 該当なし 

%ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WX

T% 

%ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL% 該当なし 

%ENABLE_FORCED_LOGOUT_WXT% %ENABLE_FORCED_LOGOUT% 該当なし 

%FORCED_LOGOUT_APPID_ 

WXT% 

%FORCED_LOGOUT_APPID% 該当なし 

%ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWA

YS_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_BROADWORKS_ 

ANYWHERE_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENBLE_BROADWORKS_ANYWHERE_D

ESCRIPTION_ 

WXT% 

該当なし 該当なし 
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 Cisco ブロードワークス タ

グの Webex 

デスクトップレガシータグ モバイルレガシータグ 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_

ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% 

該当なし 該当なし 

%BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_A

LL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_

CALL_CONTROL_WXT% 

該当なし 該当なし 

%BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CO

NTROL_DEFAULT_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_

DIVERSION_INHIBITOR_WXT% 

該当なし 該当なし 

%BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSI

ON_INHIBITOR_DEFAULT_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_

ANSWER_CONFIRMATION_WXT% 

該当なし 該当なし 

%BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_

CONFIRMATION_DEFAULT_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_EMERGENCY_DIALING_WX

T% 

該当なし 該当なし 

%EMERGENCY_DIALING_NUMBERS_W

XT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_USE_RPORT_WXT% %USE_RPORT_IP% %ENABLE_USE_RPORT_MOBILE% 

%RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT% 該当なし %RPORT_USE_LOCAL_PORT_MOBIL

E% 

%USE_TLS_WXT% %USE_TLS% 該当なし 

%SBC_ADDRESS_WXT% %SBC_ADDRESS% %SBC_ADDRESS% 

%SBC_PORT_WXT% %SBC_PORT% %SBC_PORT% 

%USE_PROXY_DISCOVERY_ 

WXT% 

%USE_PROXY_DISCOVERY% %USE_PROXY_DISCOVERY_ 

モバイル% 

%USE_TCP_FROM_DNS_ 

WXT% 

%USE_TCP_FROM_DNS% 該当なし 

%USE_UDP_FROM_DNS_ 

WXT% 

%USE_UDP_FROM_DNS% 該当なし 

%USE_TLS_FROM_DNS_WXT% %USE_TLS_FROM_DNS% 該当なし 

%DOMAIN_OVERRIDE_WXT% %DOMAIN_OVERRIDE% %DOMAIN_OVERRIDE% 

%SOURCE_PORT_WXT% %SOURCE_PORT% %SOURCE_PORT% 

%USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_

WXT% 

%USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES% 該当なし 
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 Cisco ブロードワークス タ

グの Webex 

デスクトップレガシータグ モバイルレガシータグ 

%TCP_SIZE_THRESHOLD_ 

WXT% 

%TCP_SIZE_THRESHOLD% 該当なし 

%SIP_REFRESH_ON_TTL_WXT% %SIP_REFRESH_ON_TTL% 該当なし 

%ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_W

XT% 

%ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_D

ESKTOP% 

%ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_M

OBILE% 

%ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT% %ENABLE_PEM_SUPPORT_ 

デスクトップ% 

該当なし 

%ENABLE_SIP_SESSION_ID_ 

WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_W

XT% 

該当なし 該当なし 

%SRTP_ENABLED_WXT% %USE_SRTP% %SRTP_ENABLED_MOBILE% 

%SRTP_MODE_WXT% %SRTP_PREFERENCE% %SRTP_MODE_MOBILE% 

%ENABLE_REKEYING_WXT% %ENABLE_RE_KEYING_DESKTOP% %ENABLE_RE-KEYING_MOBILE% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_

WXT% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START% %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WX

T% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END% %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_

WXT% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START% %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WX

T% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END% %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END% 

%ENABLE_RTCP_MUX_WXT% %ENABLE_RTCP_MUX% %ENABLE_RTCP_MUX% 

%ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WX

T% 

%ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL% 該当なし 

%CHANNEL_HEARTBEAT_ 

WXT% 

%CHANNEL_HEARTBEAT% %CHANNEL_HEARTBEAT_ 

モバイル% 

%XSI_ROOT_WXT% %XSI_ROOT% %XSI_ROOT% 

%XSI_ACTIONS_PATH_WXT% 該当なし %XSI_ACTIONS_PATH_MOBILE% 

%XSI_EVENTS_PATH_WXT% 該当なし %XSI_EVENTS_PATH_MOBILE% 

%ENABLE_CALLS_AUTO_ 

RECOVERY_WXT% 

該当なし %ENABLE_CALLS_AUTO_ 

RECOVERY_MOBILE% 

%EMERGENCY_CALL_DIAL_ 

SEQUENCE_WXT% 

該当なし %EMERGENCY_CALL_DIAL_ 

SEQUENCE_MOBILE% 

%ENABLE_CALL_PICKUP_BLIND_WX

T% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_CALL_PICKUP_ 

DIRECTED_WXT% 

該当なし 該当なし 
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 Cisco ブロードワークス タ

グの Webex 

デスクトップレガシータグ モバイルレガシータグ 

%WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT% 該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_URL% 

%USE_MEDIASEC_WXT% %USE_MEDIASEC_MOBILE% %USE_MEDIASEC_DESKTOP% 

%ENABLE_CALL_CENTER_ 

WXT% 

%ENABLE_CALL_CENTER_ 

デスクトップ%" 

該当なし 

%WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WX

T% 

該当なし 該当なし 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFA_ 

VISIBLE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIB

LE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIB

LE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIB

LE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIB

LE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIB

LE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIB

LE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIB

LE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISI

BLE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISI

BLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISI

BLE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISI

BLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_V

ISIBLE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_V

ISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 

SEQRING_VISIBLE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_V

ISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBL

E_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBL

E% 

%WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIB

LE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIB

LE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBL

E_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBL

E% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VIS

IBLE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VIS

IBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBL

E_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBL

E% 

%WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIB

LE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIB

LE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBL

E_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_STANDARD_SETTINGS_

CC_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIB

LE_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIB

LE% 
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 Cisco ブロードワークス タ

グの Webex 

デスクトップレガシータグ モバイルレガシータグ 

%WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBL

E_WXT% 

該当なし %WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBL

E% 

%ENABLE_DIALING_CALL_BACK_WX

T% 

該当なし 該当なし 

%DIALING_CALL_BACK_TIMER_WX

T% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_EXECUTIVE_ASSISTANT_

WXT% 

%ENABLE_EXECUTIVE_ASSISTANT_

DESKTOP% 

該当なし 

%PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_S

ECONDS_WXT% 

該当なし %PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_S

ECONDS_MOBILE% 

%ENABLE_CALL_RECORDING_WXT% %ENABLE_CALL_RECORDING_DESKT

OP% 

%CALL_RECORDING_MOBILE% 

%ENABLE_SINGLE_ALERTING_WXT% 該当なし %ENABLE_SINGLE_ALERTING% 

%ENABLE_CALL_PARK_WXT% %ENABLE_CALL_PARK_ 

デスクトップ% 

該当なし 

%CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG

_TIMER_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_RTP_ICE_WXT% 該当なし 該当なし 

%RTP_ICE_MODE_WXT% 該当なし 該当なし 

%RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% 該当なし 該当なし 

%RTP_ICE_PORT_WXT% 該当なし 該当なし 

%SIP_REFRESH_ON_TTL_USE_RAND

OM_FACTOR_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WE

BEX_MEETING_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_DIALING_VOIP_ 

 WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_DIALING_NATIVE_ 

 WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_DESKPHONE_CONTROL_AU

TO_ANSWER_ 

 WXT% 

該当なし 該当なし 

%SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCU

S_CALLING_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_UNIFIED_CALL_ 

 HISTORY_WXT% 

該当なし 該当なし 

%WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_

ENABLED_WXT% 

該当なし 該当なし 
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 Cisco ブロードワークス タ

グの Webex 

デスクトップレガシータグ モバイルレガシータグ 

%USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WX

T% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRIC

TION_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% 該当なし 該当なし 

%ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% 該当なし 該当なし 

%ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% 該当なし 該当なし 

%ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% 該当なし 該当なし 

%ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% 該当なし 該当なし 

%ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WX

T% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALL

S_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALAT

E_TO_WEBEX_MEETING_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_W

ITH_SAME_USER_WXT% 

該当なし 該当なし 

%SIP_REGISTER_FAILOVER_REGIS

TRATION_CLEANUP_WXT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_CALL_MOVE_HERE_WXT% 該当なし 該当なし 

%ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_

WXT% 

該当なし 該当なし 

%DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_W

XT% 

該当なし 該当なし 

%ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_W

XT%  

該当なし 該当なし 

%ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_

WXT% 

該当なし 該当なし 

 

注記: N/A は、UC-One の機能を制御する対応するカスタム タグがなかったことを示しま

す。 デスクトップ タグとモバイル レガシー タグの両方に N/A がある場合は、Cisco Bro

adWorks タグの Webex が新しく、新機能または UC-One のカスタム タグでは制御されなか

った既存の機能のいずれかを制御することを示します。 
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9 付録 A: TLS 暗号 

BroadWorks クライアントの Webex は、セキュリティ強化が追加された OpenSSL に基づいた Ci

scoSSL を使用します。 
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10 付録 B: DM タグ プロビジョニング スクリプト 

多くの顧客が新しい構成パラメータのタグを好むため、カスタム DM タグの数はリリースごとに

増加しています。 これらのカスタム DM タグをより簡単にプロビジョニングするメカニズムを

提供するために、このセクションには、アプリケーション サーバ (AS) 側で実行してカスタム 

DM タグに値を割り当てることができるスクリプトが含まれています。 このスクリプトは、ほと

んどのカスタム DM タグを使用することを目的とした新しい展開を特に目的としています。 

このスクリプトは、カスタム DM タグが作成される新しい展開でのみ有効であることに注意して

ください。 既存のカスタム DM タグを変更するには、次のスクリプトのコマンドを「add」から

「set」に変更する必要があります。 

いくつかのカスタム タグが設定されているだけのスクリプト テンプレート (実際の展開では、

より大きなカスタム タグのリストを設定する必要があります)。 次の例はモバイル用であるこ

とに注意してください。 デスクトップの場合は、Connect_Tags の代わりに BroadTouch_tags 

タグ セットを使用します。 タブレットの場合は、Connect_Tags の代わりに ConnectTablet_Ta

gs タグ セットを使用します。 

%% ********************************* Connect_Tags - ファイルの読み取り *********** *****

***************** 

%% 

％％ 説明書： 

%% ------------------- 

%% - この読み取りファイルは、BroadWorks の Webex を作成、追加、設定するために使用できま

す。 

%% クライアントのカスタム タグ 

%% - %% を使用して、展開固有に基づいて不要な手順をコメントアウトします。 

%% サービス要件: 

%% ステップ 1 -- 新しいデプロイメントの場合のみ、初期タグ セット ラベルを作成します 

%% ステップ 2 -- 新しいカスタム タグを追加します (新しいタグごとにエントリが必要です) 

%% ステップ 3 -- 既存のカスタム タグの値を設定します (該当するタグごとにエントリが必要

です)。 

%% ステップ 4 -- タグ設定を表示して視覚的に確認する 

%% 

%% - コマンド構文に従って、必要に応じてファイルを編集、変更します。 ファイルを保存しま

す (例: WxT_Tags.txt) 

%% - SFTP ディレクトリ /tmp の下の AS にファイルを読み取ります 

%% - AS、bwcli にログインします (管理者としてログイン) 

%% - bwcli から次のコマンドを実行します: AS_CLI> r /tmp/ WxT_Tags.txt 

%% - 結果を確認する 

%% 

%% -------------------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------- 

%% ステップ 1: Connect タグ セット ラベルの作成 - Connect_Tags 

%% -------------------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------- 

すべて終了;システム;DeviceTagSet 

Connect_Tags を追加 

%% -------------------------------------------------------------------------------------

---------------------------------------  
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%% ステップ 2: BWKS カスタム タグに WxT を追加する 

%% 例 – すべてのモバイル タグについては、以下のリストを参照してください----------------

--------------------- ----------------  

すべて終了;システム;デバイスタグセット;タグ 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% true 

%% -------------------------------------------------------------------------------------

---------------------------------------  

%% ステップ 3: Connect カスタム タグを設定します (タグがすでに存在する場合) 

%% 例 – すべてのモバイル タグについては、以下のリストを参照してください。 

set tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% isOverridable true タグ値 false 

%% -------------------------------------------------------------------------------------

---------------------------------------  

%% ステップ 4: カスタム タグが正しく定義および設定されていることを確認する 

%% -------------------------------------------------------------------------------------

---------------------------------------  

すべて終了;システム;デバイスタグセット;タグ 

get tagSetName Connect_Tags 

全部やめる 

以下に、Cisco BroadWorks の Webex で使用されるすべてのカスタム タグを、（デフォルトま

たは推奨）値の例とともにリストします。 一部のタグには、対応する展開に固有の値 (サーバ 

アドレスなど) が必要であることに注意してください。 このため、これらのタグはスクリプト

の最後に追加されますが空のままになっており、タグを指定するには追加の set コマンドを追

加する必要があります。 

10.1 デスクトップ 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% を追加します false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_XSI_CONFERENCE_CALLS_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BUSY_LAMP_FIELD_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BLF_DISPLAY_CALLER_WXT% を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %BLF_NOTIFICATION_DELAY_TIME_WXT% 0 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REMOTE_CONTROL_EVENTS_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %TRANSFER_CALL_TYPE_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT% を追加します false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %MAX_CONF_PARTIES_WXT% 10 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_PULL_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_MWI_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VOICE_MAIL_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% を追加 f

alse 

tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT% を追加 

false 
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tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT% false 

tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT% を追加 f

alse 

tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT% を追加 

false 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT% f

alse 

tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT% を追加 

false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_USE_RPORT_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_TLS_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %SBC_PORT_WXT% 5075 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_PROXY_DISCOVERY_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_TCP_FROM_DNS_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_UDP_FROM_DNS_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_TLS_FROM_DNS_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %PROXY_DISCOVERY_BYPASS_OS_CACHE_WXT% false 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 5000 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 10000 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %SOURCE_PORT_WXT% 5060 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %SIP_FAILBACK_ENABLED_WXT% true を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %SIP_FAILBACK_TIMEOUT_WXT% 900 

tagSetName BroadTouch_tags %SIP_FAILBACK_USE_RANDOM_FACTOR_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT% dns を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT% 18000 

tagSetName BroadTouch_tags %SIP_REFRESH_ON_TTL_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %SIP_REFRESH_ON_TTL_USE_RANDOM_FACTOR_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT% false 

tagSetName BroadTouch_tags %SRTP_ENABLED_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %SRTP_MODE_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REKEYING_WXT% true を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT% 8000 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT% 8099 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT% 8100 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT% 8199 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_RTCP_MUX_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT% を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %CHANNEL_HEARTBEAT_WXT% 10000 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %XSI_ACTIONS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-actions/ 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %XSI_EVENTS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-events/ 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_MEDIASEC_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_CENTER_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT% 外部を追加 
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tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT% を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT% true 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT% true を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT% true を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT% を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_VISIBLE_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT% 外部 

tagSetName BroadTouch_tags %USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_PICKUP_BLIND_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_CALL_PICKUP_DIRECTED_WXT% false 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 % ENABLE_SIP_VIDEOCALLS_WXT ％ 真実  

tagSetName BroadTouch_tags を追加 % ENABLE_LOCUS_VIDEOCALLS_WXT ％ 真実  

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %VIDEOCALLS_ANSWER_WITH_VIDEO_ON_DEFAULT_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %EMERGENCY_DIALING_ENABLE_REDSKY_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_REMINDER_TIMEOUT_WXT% 0 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_MANDATORY_LOCATION_WXT% -1 

tagSetName BroadTouch_tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT% をログインごと

に 1 回追加します 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_FORCED_LOGOUT_WXT% を追加します false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_EXECUTIVE_ASSISTANT_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_RECORDING_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_PARK_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT% 10 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% false 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_DESKPHONE_CONTROL_AUTO_ANSWER_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_RTP_ICE_WXT% を追加します false 

tagSetName BroadTouch_tags %RTP_ICE_MODE_WXT% アイススタンを追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 

tagSetName BroadTouch_tags %SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_UNIFIED_CALL_HISTORY_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %FORCED_LOGOUT_APPID_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %XSI_ROOT_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %SBC_ADDRESS_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %SBC_PORT_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %MWI_MODE_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %DOMAIN_OVERRIDE_WXT% true を追加 
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tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_AUTO_ANSWER_WXT% false 

tagSetName BroadTouch_tags %USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_CALL_CENTER_AGENT_OUTGOING_CALLS_WXT% false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_MULTI_LINE_WXT%false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% true を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 46 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% を追加 

タグセット名を追加 BroadTouch_tags %VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 34 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% を追加します false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% を追加します false  

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% を追加します false 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT% false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REMOTE_MUTE_CONTROL_WXT% を追加 false 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags を追加 %SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT% true 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_MOVE_HERE_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT% true を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT% を追加 

tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT% を追加 

 

10.2 携帯 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags を追加 %ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT% false 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% false 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %TRANSFER_CALL_TYPE_WXT% がいっぱいです 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %MAX_CONF_PARTIES_WXT% 10 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_PULL_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_MWI_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT% false を追加 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% を追加 fals

e 

tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT% を追加 fal

se 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT% false を追加 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT% を追加 fals

e 

tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT% false を追

加 
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tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT% を追加 fals

e 

tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT% を追加 fal

se 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_USE_RPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %USE_TLS_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %SBC_PORT_WXT% 5075 

tagSetName Connect_Tags %USE_PROXY_DISCOVERY_WXT% を追加 false 

add tagSetName Connect_Tags %USE_TCP_FROM_DNS_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %USE_UDP_FROM_DNS_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %USE_TLS_FROM_DNS_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 5000 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 10000 

タグセット名を追加 Connect_Tags %SOURCE_PORT_WXT% 5060 

tagSetName Connect_Tags %USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT% dns を追加 

タグセット名を追加 Connect_Tags %TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT% 18000 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT% false を追加 

tagSetName Connect_Tags %SRTP_ENABLED_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %SRTP_MODE_WXT% を追加 false 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_REKEYING_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT% 8000 

タグセット名を追加 Connect_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT% 8099 

タグセット名を追加 Connect_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT% 8100 

タグセット名を追加 Connect_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT% 8199 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RTCP_MUX_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags %CHANNEL_HEARTBEAT_WXT% 10000 

タグセット名を追加 Connect_Tags %XSI_ACTIONS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-actions/ 

タグセット名を追加 Connect_Tags %XSI_EVENTS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-events/ 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %USE_MEDIASEC_WXT% を追加 false 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_CENTER_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT% 外部を追加 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT% true 
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tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT% を追加 false 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT% false を追加 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT% 外部を追加 

add tagSetName Connect_tags %USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT% false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_EMERGENCY_DIALING_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_CALL_DIAL_SEQUENCE_WXT% cs のみを追加 

タグセット名を追加 Connect_Tags %EMERGENCY_DIALING_NUMBERS_WXT% 911,112 

tagSetName Connect_Tags %PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %REJECT_WITH_XSI_MODE_WXT% を追加します。decend_false 

tagSetName を追加 Connect_Tags %REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REASON_WXT% がビジーです 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_CALL_BACK_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %DIALING_CALL_BACK_TIMER_WXT% 10 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_RECORDING_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT% 35 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SINGLE_ALERTING_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_PARK_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT% 10 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RTP_ICE_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %RTP_ICE_MODE_WXT% を追加します 

add tagSetName Connect_Tags %SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags %RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_VOIP_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT% を追加 false 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_MODE_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %DIALING_MODE_DEFAULT_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %DIALING_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT% を追加 fals

e 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_CALL_CONTROL_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %XSI_CALL_CONTROL_DEPLOYMENT_TYPE_WXT% MNO_Access 

add tagSetName Connect_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_1_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_2_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_3_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_UNIFIED_CALL_HISTORY_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% を追加します。 

tagSetName Connect_Tags %XSI_ROOT_WXT% を追加します。 

add tagSetName Connect_Tags %SBC_ADDRESS_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %SBC_PORT_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %MWI_MODE_WXT% true を追加 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT% false 

add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %DOMAIN_OVERRIDE_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags  % ENABLE_SIP_VIDEOCALLS_WXT ％ 真実  

タグセット名を追加 Connect_Tags  % ENABLE_LOCUS_VIDEOCALLS_WXT ％ 真実  

タグセット名を追加 Connect_Tags  %VIDEOCALLS_ANSWER_WITH_VIDEO_ON_DEFAULT_WXT% false 

tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_DIALING_ENABLE_REDSKY_WXT% を追加 false 
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タグセット名を追加 Connect_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_REMINDER_TIMEOUT_WXT% 0 

add tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_MANDATORY_LOCATION_WXT% -1 

タグセット名を追加 Connect_Tags  %EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT% ログイン

ごとに 1 回 

タグセット名を追加 Connect_Tags %USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT% false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_DELIVERY_BLOCKING_WXT% を追加 false 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_MOBILITY_PERSONA_MANAGEMENT_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %ENABLE_RING_SPLASH_WXT% false 

タグセット名を追加 Connect_Tags %ENABLE_PN_MOBILE_CALL_INFO_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags %AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 46 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% true 

タグセット名を追加 Connect_Tags %VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 34 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% false を追加 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% false を追加 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% false を追加  

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false を追加 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% false を追加 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT% を追加 false 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT% true 

tagSetName Connect_Tags %DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT% を追加 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT% true 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT% true 

 

10.3 タブレット 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %TRANSFER_CALL_TYPE_WXT% を追加 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT% を追加 false 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT% false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% false を追加 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %MAX_CONF_PARTIES_WXT% 10 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_PULL_WXT% false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_MWI_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT% を追加 false 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% を追

加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT% を追

加 false 
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タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT% fals

e 

tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT% を追加 fals

e 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT% を追

加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT% を追

加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT% を追

加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT% fals

e を追加 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_USE_RPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_TLS_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %SBC_PORT_WXT% 5075 

tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_PROXY_DISCOVERY_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %USE_TCP_FROM_DNS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %USE_UDP_FROM_DNS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %USE_TLS_FROM_DNS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  %SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 5000 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  %SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 10000 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %SOURCE_PORT_WXT% 5060 

tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT% dns を追加 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT% 18000 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT% false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %SRTP_ENABLED_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %SRTP_MODE_WXT% false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_REKEYING_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT% 8000 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT% 8099 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT% 8100 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT% 8199 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RTCP_MUX_WXT% true を追加 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %CHANNEL_HEARTBEAT_WXT% 10000 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %XSI_ACTIONS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-actions/ 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %XSI_EVENTS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-events/ 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_MEDIASEC_WXT% を追加 false 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_CENTER_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT% 外部を追加 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT% true 
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add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT% を追加 false 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT% false を追加 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_VISIBLE_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT% 外部を追加 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT% false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_EMERGENCY_DIALING_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_CALL_DIAL_SEQUENCE_WXT% cs のみを追加 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_DIALING_NUMBERS_WXT% 911,112 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT% false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %REJECT_WITH_XSI_MODE_WXT% を追加します。decake_false 

tagSetName を追加 ConnectTablet_Tags %REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REASON_WXT% がビジーです 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_CALL_BACK_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %DIALING_CALL_BACK_TIMER_WXT% 10 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_RECORDING_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT% 35 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SINGLE_ALERTING_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_PARK_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT% 10 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RTP_ICE_WXT% false を追加 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %RTP_ICE_MODE_WXT% Icestun 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_VOIP_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_MODE_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %DIALING_MODE_DEFAULT_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %DIALING_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT% を追

加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_CALL_CONTROL_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %XSI_CALL_CONTROL_DEPLOYMENT_TYPE_WXT% MNO_Access 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_1_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_2_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_3_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_UNIFIED_CALL_HISTORY_WXT% を追加 false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %XSI_ROOT_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %SBC_ADDRESS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %SBC_PORT_WXT% true 
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タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %MWI_MODE_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  %ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT% false 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %DOMAIN_OVERRIDE_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  % ENABLE_SIP_VIDEOCALLS_WXT ％ 真実 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  % ENABLE_LOCUS_VIDEOCALLS_WXT ％ 真実  

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  %VIDEOCALLS_ANSWER_WITH_VIDEO_ON_DEFAULT_WXT% fal

se 

追加 タグセット名 ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_DIALING_ENABLE_REDSKY_WXT% false 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_REMINDER_TIMEOUT_WXT% 0 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_MANDATORY_LOCATION_WXT% -1 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags  %EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT% ロ

グインごとに 1 回 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT% false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RING_SPLASH_WXT% を追加 false 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_PN_MOBILE_CALL_INFO_WXT% を追加します。 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 46 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 34 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT% true 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% false を追加 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% false を追加 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% false を追加  

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false を追加 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% false を追加 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% tr

ue 

tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT% を追加 fals

e 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT% true 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT% 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT% true 

タグセット名を追加 ConnectTablet_Tags %ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT% true 

 

10.4 システムタグ 

以下は、BroadWorks の Webex で使用されるシステム タグのリストです。 

%BW ネットワーク会議-シプリ-n% 

%BWVOICE-ポータル番号-n% 

%BWLINEPORT-n% 

%BWHOST-n% 

%BWAUTHUSER-n% 

%BWAUTHPASSWORD-n% 

%BWE164-n% 

%BWNAME-n% 

%BWEXTENSION-n% 

%BWAPPEARANCE-LABEL-n% 
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%BWDISPLAYNAMELINEPORT% 

%BWLINE ポート-プライマリ% 

%BWE911-プライマリ保持 URL% 

%BWE911-顧客 ID% 

%BWE911-秘密キー% 

%BWE911-緊急番号リスト% 

%BW-メンバータイプ-n% 

%BWUSEREXTID-n% 
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11 頭字語と略語 

このセクションでは、このドキュメントに記載されている頭字語と略語をリストします。 頭字

語と略語は、その意味とともにアルファベット順にリストされています。 

ACB  自動コールバック 

ACD  自動通話分配 

ACR  匿名着信拒否 

AES  高度な暗号化標準 

ALG  アプリケーション層ゲートウェイ 

API  アプリケーション プログラミング インターフェイス 

APK  アプリケーションパッケージ 

APNS  Apple プッシュ通知サービス 

アルス  自動ビットレート選択 

として  アプリケーション サーバ (Cisco BroadWorks) 

AVP  オーディオビジュアルプロファイル 

BW  ブロードワークス 

BWA  どこでもブロードワークス 

BWKS  ブロードワークス 

帯域幅管理  ブロードワークス モビリティ 

BYOD  自分のデバイスを持ち込む 

CC  コールセンター 

CFB  転送電話が話中です 

CFNA  電話転送無応答 

CFNR  通話の転送に到達できません 

CIF  共通中間フォーマット 

CLI  コマンドライン インターフェイス 

CLID  発信者回線 ID 

CLIDB  発信者回線 ID 配信のブロック 

CRLF  復帰改行 

CS  回線交換 

CSWV  通話設定 Web ビュー 

CW  コール待機 

DB  データベース 
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DM  デバイス管理 

DND  取り込み中 

DNS  Domain Name System 

DPC   固定電話制御 

DTAF  デバイスタイプアーカイブファイル 

ECACS  緊急通報アドレス変更サービス 

FMC  固定とモバイルの融合 

FQDN  完全修飾ドメイン名 

HMAC  ハッシュメッセージ認証コード 

氷  インタラクティブな接続の確立 

iLBC  インターネット低ビットレート コーデック 

IM  インスタントメッセージング 

IM&P  インスタントメッセージングとプレゼンス 

IoT  相互運用性テスト 

IP  インターネットプロトコル 

JID  ジャバー識別子 

M/O  必須/オプション 

MNO  モバイルネットワークオペレータ 

MTU  最大伝送単位 

MUC  マルチユーザチャット 

MWI  メッセージ受信インジケータ 

NAL  ネットワーク抽象化層 

ナプター  命名権限ポインタ 

NAT  ネットワークアドレス変換 

オット  オーバー・ザ・トップ 

PA  個人秘書 

パイ  P-Asserted-Identity 

PEM  P-初期メディア 

PLI  画像損失の表示 

PLMN  パブリックランドモバイルネットワーク 

PN  プッシュ通知 

QCIF  四半期共通中間フォーマット 

QoS  Quality of Service 
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RO  リモートオフィス 

RTCP  リアルタイム制御プロトコル 

RTP  リアルタイムプロトコル 

SaaS  サービスとしてのソフトウェア 

さん  件名の別名 

SASL  単純な認証とセキュリティ層 

SAVP  安全なオーディオビデオプロファイル 

SBC  セッションボーダーコントローラー 

SCA  共有コールアピアランス 

SCF  セッション継続機能 

SCTP  ストリーム制御伝送プロトコル 

SDP  セッション定義プロトコル 

シーケンス シーケンシャルリング 

シムリング 同時リング 

SIP  Session Initiation Protocol 

SNR  信号対雑音比 

SNR  シングル ナンバー リーチ 

SRTCP  安全なリアルタイム制御プロトコル 

SRTP  セキュアなリアルタイム トランスポート プロトコル 

SSL  セキュア・ソケット・レイヤー 

気絶  NAT 用のセッション トラバーサル ユーティリティ 

サブクシフ サブ四半期 CIF 

[TCP]  伝送制御プロトコル 

TLS  トランスポート レイヤ セキュリティ 

TTL  有効期間 

TURN  リレー NAT を使用したトラバーサル 

UDP  ユーザデータグラムプロトコル 

UI  ユーザ インターフェイス 

UMS  メッセージング サーバ (Cisco BroadWorks) 

URI  統一リソース識別子 

UVS  ビデオ サーバ (Cisco BroadWorks) 

VGA  ビデオグラフィックスアレイ 

VoIP  ボイスオーバー IP 
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VVM  ビジュアル ボイスメール 

WXT  Webex 

XMPP  拡張可能なメッセージングおよびプレゼンス プロトコル 

XR  拡張レポート 

Xsp  拡張サービスプラットフォーム 

クシー  拡張サービスインターフェイス 


